COASTGR 


取扱書 


よくお読みになつてご使巧 < ださい。 
取扱書は車の中に保管しましよラ。 


®TOYOTA 


はじめに 

このたびは卜 a タコースターをお買い上げいただを、 
ありびとラございます。 

本書はトヨタコースターを安を-快適にお使いいただくため、ドライバー 
の動作にそって各部の取り扱いを説明しています。 

また、お車の手入れ、万一のときの応急処置、快適ドライブ情報などについ 
ても記載していますので、ご使用前に必ずお読みください。 

参をを•快適ドライブのため「まず読みましよ5」は重要でずのでしっかりお読み 
ください。 

r 運転ちや他の人が傷喜を受ける可能性のあること」とその回避方法を下記 
の表示で記載しています。これらは安全のために重要ですので、必ず読んで 
遵守してください。 


A 警告 

記載事項をお守りいただかないと生命にかかわるよ5な重 
大な傷害、事故につながるおそれがあること 

A ミ主意 

記載事項をお守りいただかないと、傷害、事故につながる 
おそれがあること 


お車のために必ず守っていただきたいことや、知っておくと便利なことを下 
記の表示で記載しています。 


お ァドバィス 

お車の故障や破損を防ぐために守っていただをたいこと 
お車が故障したとをにしていただをたいこと 

A 知識 

知っておくと便利なこと 
知っておいていただをたいこと 


•グレード菁により装備が異なる項目は ★マー クで表示していまず。 

参本書では、新計量法の施行に伴い国際単位系（略称 S I 単位）を基本に記載し、 
従来単位を { } 内に記載してありまず。 

•巧証および点検•整備については「メンテナンスノート」に記載していまずので 
あわせてお読みください。 

参トヨタ販売店の所在地および連絡巧は、サービス網/お客様相談テレホン網と 
して「メンテナンスノート」に記載していまず。 

参ナビゲーシヨンシステム、 D V D / CD プレーヤーを装着されたかたは別冊の取 
扱書ちあわせてご覧ください。 

参トヨタ販売店で取りつけ5れた装備（販売店装着オプション）①取り扱いについ 
ては添付されている取扱書をご覧ください。 


■お車をゆず5れるとさはホのオーナーのために本書をお車につけておいてください。 
• ご不明な点は、担当営業スタッフにおたずねください。 









■イラスト目次 
まず読みましよ5 

ドライバーとしてまず知っておいていただをたい項目について説明しています。 


ま全装備 

シートベルトなどのを全装備の取り扱いや機能説明をしています。 

操作装置 

鲁卽の開閉やエンジンのかけちなど基本操作について説明しています。 

快適装備 

エアコンや才ーデイオ、室内装備について説明しています。 


車との上手な付ををいかた 

寒を時の取り扱いや雨の曰の運乾などについて説明しています。 

手入れ、メンテナンスデータ 

洗車のしかたやエンジンオイルなどの情報を記載しています。 

万一のとを 

エンストや才ーバーヒートしたときなどの処置方法について説明していまず。 


■を < いん 

♦文字さ<いん 
♦警告灯、警告音さくいん 
♦症状別さくいん 




























2 ■目次 

團緣 


■イラスト目次 9 

車両外観 . 10 

インストルメントパネル . 12 

室内（運転席/助手席） . 14 

室内を体 . 16 

エンジンルーム . 22 


n まず読みましよう2已 

をを-快適ドライブのために 


参お出かけ前のチェック . 26 

参お子さまを乗せるときの 

気くばり . 31 

参走行ずるとさは . 32 

参オートマチック車の取り扱い 
チェックポイント . 34 


参走行前のチェックポイント 

. 36 

♦走行中、異常に気づいた5 


. 37 

♦駐停車ずるときは . 38 

•こんな点にもま意を . 39 

夕ーボまの取り扱い 
チェックポイント . 43 


TOYOTA - D - CAT まの 
取り扱いチェックポイント 
. 44 


まを装備 45 


シート . 4百 

正しい運區姿勢 . 46 

フ□ントシート . 47 

リヤシート . 48 

補助シート . 己0 

保護ち用シート . 己1 

運転席ガード . 己2 

セパレーターパイプ . 己2 

シー トベルト . 54 

正しい着用 . 己4 

ELR (緊急時固定機構）付き 

3点式シートベルト . 己6 

シートベルト巧着用警告な……己7 
ELR (緊急時固定機構）付き 

2点式シートベルト . 己8 

ABS . 已〇 
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g 操作装置 巨3 

各部の開閉 . 百4 

キー . 64 

ドアインデックス . 64 

フ□ントドア . 己己 

グライド式ドア . 67 

巧戸式ドア . 73 

トランク . 77 

観音扉ドア . 79 

非常ドア . 81 

ウインドゥガラス . 82 

フユーエルリッド 

(燃料補給团 . S 3 

エンジン点検 □. 86 

各部の調整 . 87 

ハンドル . 87 

インナーミラー . 87 

アウター三ラー . 88 

メーター、表示巧、警告巧の見方 

. 90 

メーター . 90 

表示灯、警告な . 92 


視界の瞄呆 . 100 

ライトスイッチ . 100 

へッドランプレべリング 

調整ダイヤル . 101 

方向指示レバー . 102 

フォグランプスイッチ . 103 

フォグランプ断線検知 
スイッチ . 103 

ワイパー&ウオッシヤー 

スイッチ . 104 

非常点滅なスイッチ . 10己 

リヤウインドゥデフォッ ガー 
(曇り取り）スイッチ……106 

運拓装置 . 108 

エンジン（イグニッション） 

スイッチ . 108 

エンジンのかけ方 . 109 

が出ガスミき化装置スイッチ -112 

が気ブレーキスイッチ . 114 

パーキングブレーキ . 114 

ホーン . 11己 

マニュアル 

トランスミッション . 11己 

オー トマチック 

トランスミッション . 117 

才ートマチック車の運転のしかた 

. 121 

4輪エアサスペンション……124 











































4 ■目次 


因 快適装備 。已 

空調 . 126 

エアコンインデックス . 12巨 

のき出し □ (フ□ント）……127 

のき出し □ (リヤ） . 1吕9 

才ートエアコン . 13吕 

7ニュアルエアコン . 13巨 

エアフィルター . 140 

ルーフ ベンチ レーター . 141 

換気扇 . 141 

才ーディオ . 142 

オーディオインデックス……142 
才ーディオの上手な使い方…144 

アンテナ . 146 

CD プレーヤ-体 

AM / FM ラジオ . 148 

マイクアンプ . 1己8 

標準マイク . 1己9 


ま巧装備 . 1巨0 

ヴンバイザー/お客様表示板 ……160 

室内な . 160 

スポットランプ . 1 己 1 

時計 . 161 

シガレットライター . 1 己 2 

巧皿 . 162 

カップホルダー . 1 己 3 

力ードケース . 1 己 4 

シートアンダートレイ . 164 

巧洗い用水抜き穴 . 1 己己 

□-プフック . 1 己己 

セパレーターカーテン . 1 己己 

を蔵庫 . 167 

力ーテン . 170 

フ□アマット . 171 




































■目;夕 5 


0 まとの上手な 

付き合いかた173 


0 手入れ、メンテナンス 
データ _ 183 


寒を時の取り扱い . 174 

をの前の準備、点検 . 174 

運転ずる前に . 17己 

走行ずるとさは . 176 

駐車するとさは . 17己 

ワイパー . 177 

タイヤチェーン . 177 

ディーゼル車の燃料 . 178 

LPG 車の燃料 . 178 

こんなとをは . 179 

雨の日の運転 . 179 

夏期の取り扱い • 

エアコンガスの処理 . 179 


手入れ . 184 

曰頃の手入れ .1 S 4 

外装の手入れ . 184 

内装の手入れ . 18己 

エアコンの手入れ . 18己 

簡単な点検、部品交換 . 1 S 8 


メンテナンス データ . 211 
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万一のとき 22111 ■をくいん 253 


路上で故障したとまは •••• 222义字をくいん . 

路上で故障したときは . 222 警告灯、警告音さくいん 

エンストで$台動でさな<なつた 警告巧さ<いん . 

とさは . 吕吕吕 警告音さ < いん . 

巧常時にま巧か S 腺出するとをは活状別をくいん . 

. 223 症状別さくいん . 


•- 254 
•- 2已4 

…264 
•…吕6己 

•• 2百已 

••…吕己己 


幼巧車では . 223 

発お筒、消义器、工具、 
スペアタイヤの取日巧い 


224 


発炎筒 . 224 

消义器 . 吕吕己 

工具、ジャッキの取り扱い 

. 22己 


スペアタイヤ . 234 

タイヤを交換するとをは 

. 238 

タイヤ交換をずるまえに……238 
タイヤ交換 . 吕39 


才ーパーヒートしたとをは 

. 244 


パッテリーびあびつたとをは 

. 246 

けん引について . 249 

事故び起をたとをは . 251 

車両を緊急停止するには" 252 
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MEMO 


■イラスト目;夕 9 


■イラスト目次 


車両が観 . 10 

インストルメントパネル . 1吕 

室内（運転席/助手席） . 14 _ 

室内全体 . 1己 

エンジンルーム . 吕吕 


国 V ラスト目次 
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ま両か観 








































■イラスト目;夕 


① U ヤワイバー . 104 ぺージ 

② LPG タンク （ LPG 車） . 91 ぺージ 

フユーエル リツ ド < 燃料補給 □> ( L PG 車） . 84 ぺージ 

燃料取り出しバルブ/燃料充てんバルブ （ LPG 車） . 85 ページ 

燃料計 （L PG 車） . 85 ぺージ 


③ラジオ用アンテナ . 

® ウインドゥガラス . 

® U ヤち向指示好兼非常点滅な 
® 後退な . 


102、 


. 146 ぺージ 

. 82 ぺージ 

10己、209、吕1吕 ページ 
吕09、吕1吕ぺ ージ 


⑦スペアタイヤ . 

® ま号巧 . 

(をトランク（バックドア） 

⑩尾な . 

⑩制動な/尾な . 

{© フ□ントワイ パー . 

⑩アウターミラー . 


. 234 ぺージ 

100、吕10、21吕 ページ 
77、79、81 ぺージ 
100、吕09、吕1吕 ページ 
100、吕09、吕1吕 ページ 


104 

88 


ページ 


® センタードア . 

@へツ ドランプ . 

通)フォグランプ . 

⑩車幅灯 . 

⑩フロントち向指示な兼非常点滅な 

⑩タイヤ . 

@サイドち向指示な兼非常点滅な'' 
電動格納式補助ステップ . 


102、 
吕フ、 
102、 


ページ 

67、 73 ページ 
100、206、212 ぺージ 
103、吕08、21吕 ページ 
100、吕06、吕1吕 ページ 
10己、吕〇己、212 
192、234、238 
10己、208、212 
. 71 


ページ 

ページ 

ページ 


楚)フユーエルリツ ド<燃料補給 □> (デイーゼ ルき） 


ページ 
83 ページ 


※装備のちびし、ま文装備等を含んでいます。 
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インストルメントパネル 
































































































































■イラスト目;夕 


(D バックモニター(モニター部） ''' ''「DVD ナビゲーシ ョン システム取扱書」参照 
ナビゲーションシステム .「DVD ナビゲーシ ョン システム取扱書」参照 

② 力ードケース . 164 ぺージ 

③ 空調 . 126 ぺージ 

④ 非常点滅ロスイッチ . 10己 ぺージ 

⑥室内灯スイッチ . 160 ぺージ 

⑥ ウォッシャータンク（フ□ント） . 190 ぺージ 

⑦ インバネヒユーズボックス . 198 ページ 

® カップホルダー(運転席） . 1己3 ページ 

(D マイクアンプ . 158 ぺージ 

⑩フォグランプ断線検知スイッチ . 103 ぺージ 

⑩]速固定スイッチ（才ートマチックトランスミッション） . 120 ぺージ 

@ 才ーディオ . 142 ぺージ 

⑩シガレットライター . 162 ぺージ 

@ ワイパ ー& ウォッシャースイッチ . 104 ぺージ 

排気ブレーキスイッチ . 114 ぺージ 

® 排出ガスミき化装置スイッチ（ディーゼル車） . 11吕 ページ 

⑩メーター、表示な、警告な . 90. 92 ぺージ 

@ライトスイッチ . 100 ぺージ 

ち向指示レバー . 102 ぺージ 

フォグランプスイッチ . 103 ぺージ 

⑩電動格納式補助ステップスイッチ . 71 ぺージ 

⑩電動 U モコンミラースイッチ . 88 ぺージ 

翅)才ートセンタードアスイッチ . 69、76 ぺージ 

⑩の皿 . 162 ぺージ 

楚) U ヤウインドゥデフォッガー(曇り取り）スイッチ . 10己 ぺージ 

避)へッドランプレべ U ング調整ダイヤル . 101 ぺージ 

@ チルト & テレスコピックステア U ングレバー . 87 ぺージ 

@ ホー ン . 11己 ぺージ 

透)エンジン（イグニッション）スイッチ . 108 ぺージ 

贷)フユーエルリッドオープナー . 83 ぺージ 

殘)換気扇スイッチ . 141 ぺージ 

※装備のちびい、ま文装備等を含んでいます。 
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ま巧（運拓巧/助手巧) 
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(D イン ナーミラー . 87 ぺージ 

② 時計 . 161 ぺージ 

③ サンバイヴー . 160 ぺージ 

( D エアフィルター(クーラー用） . 140、186 ぺージ 

⑥ウインドゥガラス . 82 ぺージ 

⑥ バー キング ブレーキレバー . 114 ぺージ 

⑦ スポットランプ . 161 ぺージ 

@3 点式シートベルト . 56 ぺージ 

⑨ エンジン点検 □ . 86 ぺージ 

⑩ シフトレバー . 11己、117 ぺージ 

⑩電気式ドア□ックスイッチ . 己己 ぺージ 

返)消义器 . 吕吕己 ぺージ 

⑩発炎筒 . 224 ぺージ 

@フ□ントシート . 47 ぺージ 


※装備のちびい、ま文装備等を含んでいます。 
















■イラスト目次 


ま巧を巧 


バス（幼児車を除く） 













































































■イラスト目;夕 


©モニター .rOVD/CD プレーヤー取扱書」参照 

② 室内好（フ□ント） . 160 ぺージ 

③ 力ーテン . 170 ぺージ 

® 才ーディオラック . rOVD/CD プレーヤー取扱書」参照 

® 室内灯 （ U ヤ） . 1己0 ぺージ 

©換気扇 . 141 ぺージ 

⑦工具-ジャッキ . 吕吕己 ぺージ 

® 消义器 . 225 ぺージ 

( D フ□アヒューズボックス A . 197 ぺージ 

⑩を蔵庫 . 167 ぺージ 

⑩才ートセンタードア切り替えレバー . 69 ぺージ 

{©バッテリー . 24己 ぺージ 

フ□アヒューズボックス B . 198 ぺージ 

⑩リヤシート . 48 ぺージ 

@2点式シートベルト . 58 ぺージ 

{©補助シート . 50 ぺージ 

⑩リヤシート(スベースアップシート) . 49 ぺージ 

近)レギュレ_夕_ ( L P G 車） . 111、191 ぺージ 

⑩バッテ U _( LPG 車） . 吕4己 ぺージ 

フ□アヒューズボックス B ( LPG 車） . 198 ぺージ 

※装備のちびし、ま文装備等を含んでいます。 
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バス（か児車) 
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©運転席ガード . 己吕 ぺージ 

② 室内灯（フ□ント） . 160 ぺージ 

③ 室内灯 （U ヤ） . 1己0 ぺージ 

©消火器 . 225 ぺージ 

⑥フ□アヒューズボックス A . 197 ぺージ 

⑥才ートセンタードアキャンセルスイッチ . 76 ぺージ 

@ 赤旗（レッドフラッグ） . 223 ぺージ 

® バッテ U- . 246 ぺージ 

フロアヒューズボックス B . 198 ぺージ 

® 保護者用シート . 51 ぺージ 

⑩工具■ジャッキ . 吕吕己 ぺージ 

⑩非常ドアレバー . 81 ぺージ 

※装備のちびい、注文装備等を含んでいます。 
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バン 
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©室内巧（フ□ント） . 160 ぺージ 

② セパレーターバー . 16己 ぺージ 

③ セパレーターカーテン . 166 ぺージ 

® 室内打 （ U ヤ） . 1己0 ぺージ 

⑥□-プフック . 165 ぺージ 

⑥ フ□アヒューズボックス A . 197 ぺージ 

⑦ 2点式シー トベルト . 58 ぺージ 

® 補助シート . 50 ぺージ 

( Du ヤシート . 48 ぺージ 

⑩才ートセンタードア切り替えレバー . 69 ぺージ 

⑩バッテリー . 246 ぺージ 

フ□アヒューズボックス B . 198 ぺージ 

@ 工具•ジャッキ . 226 ぺージ 

※装備のちびい、ま文装備等を含んでいます。 















■イラスト目次 


エンジン ルー ム 


N 04 C - UP エンジン搭載車 （4.0 L . ディーだルターボ車) 
N 04 C-V F エンジン搭載車 (4.0 L -デイーだルターボ車) 


エンジン点検 □ 



運転席前部 





① ノ くワーステアI」ングフルードタンク 

② Vベルト . 「 V ベルトたわみ 量」 吕11 ぺージ 

③ ラジェーターキャップ . 「才ーパ’ーヒートしたとをは」 吕44 ぺージ 

(D ェンジンオイルレベルゲージ . 《 「ェンジンオイル 量」 吕1己 ぺージ 

® 才ー トマチックトランス5ッション フルー ドレべ ルゲージ 

. 「才ートマチックトランスミッションフルード 量」 214 ぺージ 

⑥ ェンジンオイルま入 □ . 《 「ェンジンオイル 量」 吕1己 ぺージ 

⑦ ブレーキ フルード U ヴーノ（ータンクまクラッチフルード U ヴーノ くータンク…※ 
®; 令却水 U ヴーノくータンク（ラジェーター巧助タンク） 

. 《 「才ーパ’ーヒートしたとをは」 吕44 ぺージ 


※印は曰常点検整備に関連ずる部品です。 

エンジンオイルの点検要領は 188ページを 参照してください。 























































■イラスト目;夕 


1 BZ-F PE エンジン搭載車 （4.1 L • LPG 車) 



©ラジェーターキャップ . 「才ーパ'-ヒートしたとをは」 244 ぺージ 

② Vベルト . 「 V ベルトたわみ 量」 211 ぺージ 

③ バワーステア U ングフルードタンク 

(D ェンジンオイルレベルゲージ . 《 「ェンジンオイル 量」 21己 ページ 

(D ェンジンオイルを入 □. 《 「ェンジンオイル 量」 21己 ぺージ 

® ブレーキフルード U ヴーバータンク兼クラッチフルード1」ヴーバータンク'''※ 
⑦;令却水リヴーノ（ータンク（ラジェーター補助タンク） 

. 《 「才ーパ'-ヒートしたとをは J 244 ぺージ 

※印は曰常点検整備に関連する部品です。 

点検要領は 「メンテナンスノート」 を参照してください。 
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P まず読みましよう 

まを•快適ドライブのために . 

♦お出かけ前のチェック . 

♦お子さまを柔せるときの気くばり . 

参走行ずるとさは . 

参才ートマチック車の取り扱いチェックポイント . 

参走行前のチェックポイント . 

♦走行中、異常に気づいた5 . 

♦駐停車ずるときは . 

♦こんな点にもま意を . 

夕ーボまの取り扱いチェックポイント . 

TOYOTA - D-CAT まの取り扱いチェックポイント 


まず読みましよラ 


















26 1 .まず読みましよう 


まを • 快適ドライブのために 



•お出かけ前のチェック 



I 点巧整備を化ず実施して<ださ ■燃料び はいった容器やスプレーを 
し、。 ■などは 積まないでくだをい。 


♦曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の 
責任において実施していただくことび法律 
で義務づけ5れています。 

点検整備については 「メンテナンスノート」 
をお読みください。 


I を行中は化ずを員びシートにすわ 
D 、 シートベルトを正し<着用し 
て < ださい。 

♦走行中のシート政がの場所への乗車-車内 
の移動-シートベルトの不適切な着用は、 
急ブレーキをかけたとさや衝突したときな 
どに生命にかかわる重大な傷書を受けるお 
それびあり危険です。 

♦妊娠中の女性や疾患のあるかたをおずシー 
トベルトを正しく着用してください。 
(ただし、医師にミち意事項をご確認ください。） 



参万一のとさ引火するおそれびあり危険です。 



I 運お席ち巧に物を置かないで < だ 
■さい。 

♦空宙などの物を置くとブレーキペダルの下 
に挟まりブレーキ操作びでさなくなった0、 
アクセルペダルびもど5なくなるなどのお 
それびあり危険です。 

















1 .まず読みましよう 


I 日常点巧としてがずタイヤの点な 
を巧い、異常びあるタイヤは装着 
しないで < ださい。 

•タイヤは、 

•タイヤ空気圧の点検 
•タイヤのさ裂-損傷の有無の確認 
* タイヤの溝の深さの点検 
•タイヤの異常な摩耗（極端にタイヤの片 
側のみび摩耗している-摩爲程度びほか 
のタイヤと菅しく異なるなど） 

を点検します。 

タイヤの点検方諷ま192ぺージを参照して 
<ださい。 

I タイヤ空気圧は、化ずタイヤびを 
えているが態で指定ま気圧に調整 
して < ださい。 

♦タイヤの点検は法的にわ義務づけ5れてい 
ます。なお、指定空気圧は、運転席ドアを 
開けたドア側に貼5れている「タイヤ空気 
圧」の表で正しし^空気圧を確認のっス、調 
整してください。 



♦異常びあるタイヤを装着していると、走行 
時に八ンドルび取5れたり、異常な振動を 
感じることがあ0ます。 

また、バースト（破裂）など修理でさない 
ような損傷をタイヤにあたえたり、タイヤ 
び横すベ0するなど思わ城事故につながる 
おそれびあります。 



♦異常びあるタイヤを装着していると、車の 
性能（燃費-車両の方向安定性-制動距離 
など）び十分に発揮できないばかりでなく、 
思わ城事故につなびるおそれびあ0ます。 
また、部品に悪影響をあたえるなど故障の 
原因となることびあります。 

例えば、下記のシステムは、正確な車両速 
度び検出できなくなる場合びあり、正常に 
作動しなくなるおそれびあります。 

• ABS 

•4 輪エアサスペンション 
•バックモニター 

• GPS ボイスナビゲーション 

I を巧前にすベてのドアびお実に巧 
まつていることを巧誘してくださ 
い。 

• ドアび確実に閉まっていないと走行中にド 
アび突が開を、思わめ事故につながるおそ 
れびありを！きでず。 
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■指定な 巧の燃料を補給しないでく ■助手席 ゃリヤシート•補助シート 
■ ださい。 I に荷物を積み重ねた0しないでく 

♦ディーゼル車は下記の表にしたびって、燃 ■だ ザい。 


料を補給してください。指定しソがの燃料を参ブレーキをかけたとさなどに荷物び移動し、 


補給すると、エンジンや排出ガス浄化装置 
などに悪影響をおよぼし、損傷するおそれ 
びあります。また、白煙び発生し続けるこ 
とびあ0ます。 


エンジン 

指定燃料 

N 04 C-U P 


軽油 

超低硫黄軽油’ 
(S 1 Oppm 政下） 


N 04 C-V F 


荷物を損傷した0思わ城事故につなびるお 
それびあ0危険です。 



♦ L PG 車には L P オートガスを補給して 
ください。 LP オートガス!;(がを補給す 
ると、エンジンなどに悪影響をおよぼし、 
損傷するおそれびあ0ます。 LP オート 
ガスの充てんについては84ページを参照 
してください。 

■荷物 棚に重い荷物やはみ出るよラ 
■な 巧物を置いた0、荷物を積み重 
■ねた D しないで < ださい。 

♦発進時やコーナリング時、ブレーキをかけ 
たとをなどに荷物び飛び出し、けびをする 
おそれびあります。 


I 過積載をしないでください。 

(バン） 

♦過積載は違反になるだけでな<、事故や故 
障の原因にわな0ます。 



I 化通計の指針び動を出ずまでは、 
極端にアクセルペダルをあお6な 
いで < ださい。 



♦暖機不足の状態では、触媒装置び焼損する 
おそれびあります。 

♦暖機不足の状態では、エンストし再始動び 
困難になるおそれびあります。 （ LPG 車） 
♦暖機は水温計の指針び動さ出す程度で十分 
です。 





















1 .まず読みましよう 


が気ガスには無を-無臭でち害な 
一酸化炭素 （ CO ) が含まれてい 
るため、排気ガスを吸い込むと重 
大な健康障害におよぶおそれがあ 
D まず。 

♦換気び悪い場所ではエンジンをかけたまま 
にしないでください。とくに車庫内など囲 
まれた場所では、排気ガスび充満し、排気 
ガスに含まれる一酸化炭素 （ CO ) によ0、 
重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 
亡につなびるおそれびあ0ます。 



♦排気管はとをどさ点検してください。排気 
管の腐食などによる巧やさ裂、および継ぎ 
手部の損傷、また、排気音の異常などに気 
づいた場含は、必ず卜3夕販売店で点検整 
備を受けてください。そのまま使用すると 
排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害 
におよぶか、最悪の場含死亡につなびるお 
それびあ0ます。 



♦バックドア（トランク）び閉まっているこ 
とを確認してください。開けたまま走行す 
ると、排気ガスび車巧に侵入し、重大な健 
康障害におよぶか、最悪の場合死亡につな 
びるおそれびあ0ます。 

♦車内に排気ガスび侵入してきたと感じた5、 
すべての窓を全開にしたり、空調の内が気 
切0誓えを外気導入にしてファンを強にし、 
新鮮なが気を車内にいれてください。また、 
すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受け 
てください。そのまま放置すると、排気ガ 
スにより、重大な健康障害におよぶか、最 
悪の場含死亡につなびるおそれびあります。 

I 曰常点巧としてがずバッテリーの 
液量を点巧して < ださい。 

♦バッテリーの液面び各液槽とも、バッテリー 
側面に表示された L 日 WER LEVEL 
〔下限）しソ下のまま使用•充電すると、バッ 
テリーの寿命び短くなったり、発熱や爆発す 
るおそれびあ0危険です。 

点検で法は「メンテナンスノート J を参照 
し、液量び少ないとさは補給してください。 


次の場合は車が巧障しているおそ 
れがあ D まず。そのままにしてお 
<と走行に悪影響をおよぼした 
D 、 事がにつなびるおそれがあ日 
まず。トヨタ販売店で点巧を受け 
て < ださい。 

♦いつわと違ラ音や臭いや振動びするとさ 
♦八ンドル操作に異常を感じたとを 
♦ブレーキ液び不足しているとさ 
♦地面に油の漏れたあとび残っているとさ 




















1 .まず読みましよう 


I フロアマットはお車（年式）専用 
のちのを使用して<ださい。 

♦運転席にフ n アマットを敷くときは、攻下 
のことを必ずお守りください。お守りし、た 
だかないと、フ□アマットびずれて運転中 
に各ペダルと干渉し、思わ城スピードび出 
たり車を停止しにくくなるなど、思わ城事 
故につなびるおそれびありを険です。 
•トヨタ純正品であってわ、他車種および 
異なる年式のフ□アマットは使用しない 
で < ださい。 

•運転席専用のフ n アマットを使用してく 
ださい。 

•他のフ□アマット類と重ねて使用しない 
で < ださい。 

•フ□アマットを前後逆さまにしたり、裏 
返して使用しないでください。 



♦運転する前に、政下のことを確認してくだ 

さい。 

♦フ□アマットび正しい位置に敷かれてい 
ることを定期的に確認し、とくに洗車後 
は必ず確認を巧ってください。 

•エンジン停止およびシフトレバーび© 
(オートマチック車）または⑩（マニユア 
ル車）の状態で、各ペダルを奥まで踏み 
込み、フ n アマットと干渉しないことを 
確認してください。 







1 .まず読みましよう 


•お子さまを柔せるとまの気<ば0 



I お子さまは化ずリヤシートにずね 
らせて < ださい。 

♦助手席ではお子さまの動作び気になり運転 
のさまたげになるだけでなく、おテさまび 
運転装置にふれて思いびけない事故につな 
びるおそれびあ0ます。 

♦やむを得ず助手席におテさまを乗せるとき 
でも、必ずシートベルトを着用させ、シー 
卜に深く腰かけて、背もたれに背中びつい 
た正しい姿勢ですわ5せてください。 
♦車内を走りまわったり、シートの上に立っ 
たりすると急ブレーキや万一の場合、生命 
にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ 
り危険でず。 

I お子をまにもシートベルトをがず 
着用させて < ださい。 

♦ひざの上でお子さまをだいていてち、衝突 
したとさ十分に支えることびできずおテさ 
まび生命にかかわる重大な傷害を受けるお 
それびあ0危険です。 

♦ 1」ヤシートでち必ずシートベルトを着用し 
て < ださい。 


I ドア、ウインドウなどはおモさま 
に操作させないで<ださい。 

♦閉めるとき手や頭などを挟んだりして重大 
な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につな 
びるおそれびあ0危険です。 

I 窓などか6手や顔を出さないで< 
ださい。 

♦車がの物などに当たったり、急 ブレーキ 時 
に重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡 
につなびるおそれびあ0危険です。 

I 車か6離れるとまは、おモさまを 
車内に残さないで<ださい。 
♦炎天下の車内は大変高温となるため、熱射 
病や脱水症状などの重大な健康障害におよ 
ぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれび 
お0ます。 

♦いたず5などにより思わ城事故につながる 
おそれびあります。 



















1 .まず読みましよう 


参走行するとをは 


車間距離は十分とってください。 急発進、急ブレーキは避けてください。 



I 走行中はエンジンを切6ないで< 
だをい。 

♦エンジンびかかっていないと ブレーキの 効 
をび悪くなった0、八ンドルび非常に重< 
な0思わ城事故につなびるおそれびありま 
す。 

参マニュアル車はエンジンスイッチを" L 日 
CK " の位置にするとキーび抜けることび 
あります。キーび抜けると八ンドルび□ック 
され八ンドル操作びでさなくなります。 



I 八ンドルをいつぱいにまわしたが 
態を長く続けないで<ださい。 

♦オイル潤滑不良を起こし、パワーステア U 
ングポンプを損傷するおそれびあ0ます。 

段差などを通遇ずるとをは、でま 
るだけゆつく D 走行してくだを 
い。 

♦段差や凹凸のある路面を通過するとさの衝 
擊によ0、タイヤ•ホイールび損傷する場 
合びあ0ます。 


I 下 D 坂ではエンジンブレーキを併 
用して < ださい。 

♦ブレーキペダルを踏み続けると、過熱によ 
りブレーキの効さび悪くなるおそれびあり 
危険です。 

♦ディーゼル車では必要に応じて排気ブレー 
キを使用してください。 （11 4ページ参照） 

めれたお面や積雪お、凍結おなど 
のずベ 0やずいお面ではと < に慎 
重に走行してくだをい。 

♦スピードをひかえめに運転し、急ブレーキや 
急激なエンジンブレーキは避けて<ださい。 
♦寒冷時の取り扱いの項目ちご覧ください。 
(174ぺージ参照） 

とくに雨の降りはじめは路面びよりすべりや 
すいためごま意ください。 

I 歩道の縁石などにタイヤが当た6 
ないよラにを意して<だをい 
♦タイヤ-ホイールび損傷する場合びあ0ます。 

運面中にアクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏まないで<だ 
さい 

♦アクセルペダルと ブレーキ ペダルを同時に 
踏むと、駆動力を抑制する場合びあります。 

I ブレーキペダルに足をのせた D、 
パーキングブレーキをかけたまま 
を巧しないで < ださい。 

♦ブレーキ部品び早く摩属したり、ブレーキ 
び過熱し効きび悪くなるおそれびあります。 























1 .まず読みましよう 


I 洗車をやかたまり走行をはブレー 
キペダルを軽<踏んでブレーキび 
正常に働くことを確認して<ださ 
い。 

♦ブレーキパッドび城れるとブレーキの効を 
び悪くなったり、また、めれていない片で 
だけび効いて八ンドルをと5れるおそれび 
お0ます。 

効さび悪い場合は、周囲の安全に十分注意 
して効定び回復するまで数回ブレーキぺダ 
ルを軽く踏んでください。 


■ スタック（立ちな生）したときは 
次のことにを意して < ださい。 
♦スタックか5脱出するとさは、必ず周囲の 
安全を十分に確認して<ださい。脱出直後 
に車両び突然動さ出し、物を損傷させた0、 
人に重大な傷害をおよぼすおそれびあ0ち 
険です。 

♦タイヤを高速で回転させないでください。 
タイヤびバースト（破裂）したり、異常過 
熱により思わ城事故につながるおそれびあ 
ります。 



♦スタック脱出には、次の方法び有効です。 
•タイヤ前後の±や雪を取り除く。 
♦タイヤの下に木や石などをあてびラ。 


♦スタックか5の脱出などのために、やむを 
得ず前進■禮退を繰り返すとさは、トラン 
スミ ッションなどの損傷のおそれびあるた 
め、次のことにま意してください。 
•オートマチック車は、シフトレバーを® 
または、©の位置に確実にいれてか5、 
アクセルを軽く踏んでください。また、 
シフトレバー操作中は、絶対にアクセル 
を踏まないでください。 

• 過度の空ふかしやタイヤの空転をさせな 
いで < ださい。 

•数回巧っても脱出でをないとさは、本操 
作を中止してください。 

I 冠かした道巧は走巧しないで<だ 
をい。 

♦冠水した道路を走行するとエンストするだ 
けでな <、電装品のショート、水を暇い込 
んでのエンジン破損など重大な車両故障の 
原因となるおそれびあ0ます。 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸っ 
てしまったとさは必ずトヨタ販売店で下記 
の項目などを点検してください。 
•ブレーキの効き具含。 

•エンジン、トランスミッション、デイフ 
アレンシャルなどのオイル量および質の 
変化。（白濁している場合、水び混入して 
いますのでオイルの交換び必要です。） 
•プ□ペラシャフト、各ベア U ング、各 
ジョイント部などの潤滑不良。 

•排出ガス浄化装置の点検。 

I 車をかし移動させるとをわ、化ず 
エンジンを始動してくだをい。 

♦エンジンびかかっていないと、ブレーキ倍 
力装置やパワーステア1」ングび働かず、ブ 
レーキの効をび悪くなったり、八ンドルび 
非常に重くなったりして、思わ说事故につ 
なびるおそれびあり危険です。 

♦エンジンをかけず、坂道を利用して車を動 
かすと、思わ说事故につなびるおそれびあ 
り危険です。 












1 .まず読みましよう 


•オートマチック車の取り扱いチェックポイント 

オートマチック車は、その特性や操作上のま意をよく理解することび大切です。 
121ページの「オートマチック車の運畦のしかた」わあわせてお読みください。 


I 才ートマチック車にはな下のよラ 
な巧性び友 D まず。 

•クリープ現象 

エンジンびかかっているとき、シフトレバ 
一び©⑩政がの位置にあると、動力びつな 
びった状態にな0アクセルペダルを踏まな 
くてちゆっくりと動さ出す現象をク U —プ 
現象といいます。 

参キックダウン 

走行中にアクセルペダルをいっぱいに踏み込 
むと、自動的に低速ギヤに切り誓わり、エン 
ジンの回転数び上昇して急加速させることび 
でさます。 

これをキックダウンといいます。 

I ブレーキ ペダルはアクセルペダル 
と同じち足で操作してくだをい。 
♦左足でのブレーキ操作は、緊急時の反応び 
遅れるなどの思わ说事故につなびるおそれ 
びお0ます。 



I エンジンをかけるまえに、ペダル 
の位置を確認して<ださい。 

♦ペダルの踏み間違いを防ぐためアクセルぺ 
ダルとブレーキペダルの位置を確認してく 
ださし、。 


I エンジンをかけるとさは、ブレー 
キペダルをしっか D 踏み、エンジ 
ンをかけて < ださい。 

♦安全のためシフトレバーは車輪び固定さ 
れる©の位置にいれ、 ブレーキ ペダルを 
しっか0踏みエンジンをかけてください。 


I 発進するとをは、ブレーキペダル 
をしコか D 踏んだままシフトレパ 
—を操作して<ださい。 

♦とくにエンジン始動直後やエアコン作動時 
などはク U —プ現象び強<なるため、より 
しっかりとブレーキペダルを踏んでくださ 
し、 



♦レバー操作は絶対にアクセルペダルを踏み 
込んだまま行わないでください。車び急発 
進し、思わ城事故につなびるおそれびあり 
ます。 
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I を行中にはシフトレパーを©⑩の 
位置にいれないで<ださい。 

♦©にいれるとトランスミッションの内部び 
機械的に n ックされ、思わ城事故につなび 
るおそれびあ0ます。 

♦のにいれると、エンジンブレーキびまった 
<効かないため思わ城事故につなびるおそ 
れびあ0ます。また ⑩ にしたまま長時間走 
巧すると、トランスミッション内のオイル 
の潤滑び悪<なり、故障の原因となるおそ 
れびあります。 

I 前進で走巧中はシフトレパーを© 
の位置にいれないで<ださい。 

♦車輪び□ックして思わ城事故につなびるお 
それびあ0ます。また、トランス S ッショ 
ンに無理な力び加わり、故障の原因となる 
おそれびあります。 

I 停車中のまふかしはしないで < だ 
さい。 

♦シフトレバーび©⑩政がの位置にあると車 
び急発進し、思わ城事故につなびるおそれ 
びあ0まず。 

I 駐車するとをはシフトレパーを© 
の位置にいれて < ださい。 

にある場合、クリープ現象で車びひ 
と0でに動さ出したり、誤ってアクセルぺ 
ダルを踏み込んだとを急発進するおそれび 
お0ます。 


■ その他にわな下の点にミ主意して< 
ださい。 

♦後退するとをは体をひねった姿勢となるた 
め、ペダルの操作びしにくくなります。ブ 
レーキ操作び確実にでさるよラを意してく 
ださい。 

♦車をかし移動させるとさち正しい運転姿勢 
をとり、ブレーキペダルとアクセルペダル 
び確実に踏めるようにしましょう。 

♦かし後退したあとなどは、シフトレバーび 
©の位置にあることを忘れてしまラことび 
あ0ます。後退したあとはすぐのにちどす 
よう習慣づけましょう。 

•切0返しなどでシフトレバーを®から©、 
©か 5® の位置と何度ちレバー操作をする 
とさは、そのつど ブレーキ ペダルをしっか 
り踏み、完全に車を止めてから行ってくだ 
さい。またシフトレバーの位置ち忘れずに 
確認してください。 

♦坂道などでは、シフトレバーを®、〇また 
はにいれたまま惰性で懐退したり、 
©にいれたまま惰性で前進することは絶対 
にやめて < ださい。 

エンストして、ブレーキの効きび悪くなっ 
た0、八ンドルび重<なった0して、思わ 
说事故や故障の原因となるおそれびありま 
す。 

♦車両の安全確保のためスピード制限装置び 
設け5れてお0、 ® の位置での高速走行中 
にスピード制限されることびあります。 
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•走行■刖のチェックホイント 

この車は構造上、通常の乗用車に比べ車両の直前、ななめ前方および楼方び確認しにくいので、 
発進時は、車両のまわりの状況をより十分にミち意してください。 



I 巧進前に車のまわ D の安をを十分 
お誘してください。 

♦駐車後発進するとさは、車のまわ0の安全 
を十分確認してから発進してください。 



♦車両床下などにネコゃネズ S などのル動物 
びいないことを確認してください。エンジ 
ン始動時、車両にル動物び巻きこまれた0 
して、機能不具合の原因となるおそれびあ 
0ます。 


♦信号待ちなどで停車したときは、いつもま 
わりの状況に目を配り、安全を十分確認し 
てか5発進してください。 



♦後退するとさに十分な視界び得5れない場 
合は、車か5おりて樓方を確認してくださ 
し、 
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♦点灯-点滅したまま走巧すると思わ城事故 
を引さ起こした0、エンジンなどを損傷す 
るおそれびあります。 （92 ぺージ参照） 

I エンストしたとをは、落ち着いて 
操作して < ださい。 

♦エンストしたとさは、ブレーキの倍力装置 
やパワーステア U ングの油圧装置び作動し 
なくなり、ブレーキの効きび悪くなったり 
八ンドルび重くなったりします。 

この場合、制動力などびなくなったわけで 
はあ0ませんので、通常より力をいれて操 
作してください。 

I 走巧中にパンクやバースト（破製) 
しても、あわてず巧応して<だを 
い。 

♦八ンドルをしっかり持ち徐々にブレーキを 
かけてスピードを落とし停車してください。 
急ブレーキや急八ンドルは車両のコント □ 
ールびでさな<なるおそれびおります。 
パンクしたタイヤは、停車後ただちにスぺ 
アタイヤに交換してください。 

♦次のよラなとさはパンクやバーストが考え 
5れます。 

•八ンドルびと5れるとさ 
•異常な振動びあるとさ 
•車両び異南に傾いたとさ 


♦ブレーキ液や燃料の漏れ、損傷などによ0 
思わ说事故につなびるおそれびあ0ます。 
漏れや損傷などび見つかった場合は、その 
まま使用せずトヨタ販売店などにご連絡く 
ださい。 

ブレーキパッドウエアインジケー 
ターか6警告音が発生したとを 
は、ただちにトヨタ販売店で点な 
を夏けて < ださい。 

♦ブレーキパッドウエアインジケーターは、 
走行中にブレーキペダルを踏んだとさ、警 
苦音（"キーキー"という金属音）を発生さ 
せ、ブレーキパッドび使用限度に近づいた 
ことを運転をに知5せます。 

警告音び発生したときは、ただちにトヨタ 
販売店で点検を受けてください。 

走行中にやむを得ずエンジンを停 
止するとまは、次のことをお巧 D 
<ださい。 

♦走行中にやむを得ずエンジンを停止すると 
きは、十分に減速するよラにしてください。 
エンジンを停止すると、ブレーキの効をび 
悪くなるため、車のコント□ールびしにく 
くなるなど、思わ城事故につながるおそれ 
びあり危険です。 

•走行中にやむを得ずエンジンを停止するとさ 
は、キーは絶対に抜かないでください。キ~ 
を抜くと八ンドルび□ックされるため、思わ 
说事故につながるおそれびあ0危険です。 
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ンを ■雪の 積もった場所や暗雪時に妊ま 
■ずると をは、エンジンをかけたま 
アク ■まにしないで <ださい。 


I 仮旧するとをは、化ずエンジ 
止めて < ださい。 

♦無意識にシフトレバーを動かした0、 

セルペダルを踏み込んだりして、事故やエ 
ンジンの異常過熱による火災び発生するお 
それびあり危険です。 

♦排気管び損傷していたり、風通しの悪し、場 
所では、排気ガスび車内に侵入し、重大な 
健康障害におよぶか、最悪の場合死亡につ 
ながるおそれびあります。 



I 車を移動するとをは、化ずエンジ 
ンを始動してくだをい。 


♦坂道を利巧しての移動は思わ城事故につな 
びるおそれびあります。 

♦エンジンびかかっていないと ブレーキの 効 
きび悪くなったり、八ンドルび非常に重く 
なり思わ城事故につながるおそれびありま 
す。 

I 車から謎れるとをは、パーキング 
ブレーキをかけ化ずエンジンを止 
め施錠して < ださい。 

♦無人で車び動さ出したり、車両盗難のおそ 
れびあ0ます。また、施錠していても車内 
に責重品を置いたままにしないでください。 


♦エンジンをかけた状態で車のまわりに雪び 
積をると排気ガスび車内に侵入し、重大な 
健康障害におよぶか、最悪の場合死亡につ 
なびるおそれびお0ます。 

I 寒を時、パーキングブレーキをか 
けずに威車するとをは、がず輪止 
めをしてくだをい。 （ P . 17巨参照) 

♦輪止めをしないと、車び動き思わ城事故に 
つなびるおそれびあり危険です。 

I 可燃物付巧に車を止めた0しない 
で < ださい。 

♦車両後方や排気管付近に燃えやすいをのび 
あると火災になるおそれびあり危険です。 
♦木が、ベニヤ板などび車両後でにあるとを 
は、車両後端を3日 cm 政上離して止めてく 
ださい。すさ間びかないと排気ガスによつ 
て変色や変形した0、火災になるおそれび 
あり危険です。 

♦枯れ草や紙<ずなど燃えやすいものの上を 
走行したり、車を止めたりしないでくださ 
し、。排気管や排気ガスは高温になり、可燃 
物び近くにあると火災になるおそれびあり 
危険です。 
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•こんな点にをを意を 


I 不正改造はおがにしないで< ださ 
い。 

♦次の部品を装着すると、車の性能（燃費- 
車両の安定性-制動距離など）び十分に発 
揮でさないばか0でな<、思わ城事故につ 
なびるおそれびあ0ます。また、故障の原 
因となったり、不正改造になることびあり 
ます。 

• トヨタび国±交通省に届け出をしていな 
い部品 

• 車の性能や機能に適さない部品 
♦八ンドルの取りはずしやほかの車両への取 
りつけは絶対にしないで<ださい。 

♦電装品、無線機などの取りつけ、取りはず 
しはトヨタ販売店にご相談ください。 

電子機器部品に悪影響をおよぼした0故障 
や火災など思わ城事故につなびるおそれび 
お0ます。 

♦フ□ントガラス、および運転席-助手席の 
窓ガラスに着色フィルム（含む透明フィル 
ム）などを貼りつけないでください。視界 
を巧げるばかりでなく、不正改造につなび 
るおそれびあります。 

I タイヤ • ディスクホイール • ホイ 
—ル取0つけナットを交換ずると 
きは、トヨタ販売店にご相談くだ 
をい。 

♦ディスクホイール-ホイール取りつけナット 
はトヨタ純正品政がを使用しないでくださ 
し、車の性能（燃費-車両の安定性-制動距 
離など)び十分に発揮できないばかりでなく、 
走行中にナットびゆるみ、ホイールびはずれ 
るなど、思わ城事故につながるおそれびあり 
ます。また、故障の原因となった0、不正改 
造になることびあります。 

♦タイヤの取りつけには、ご使用のディスクホ 
イール専用のホイール取0つけナツトを使巧 
して < ださい。 


♦タイヤは4輪とわ指定サイズで、同ーメー 
力 一 ■同 一 銘柄および同 ー トレッドパター 
ン（溝模様）のタイヤを装着してください。 
タイヤを混在使用すると、左ちタイヤで常 
時異常な回転差び発生し、駆動系部品に無 
理な力びかかり、オイルの温度び上昇する 
などしてオイルをれや焼さ付さなどにより、 
最悪の場合、車両火災につなびるおそれび 
あ0危険です。また、さ裂•損傷があった 
り、摩爲程度びほかのタイヤと著しく異な 
るなど、異常のあるタイヤを混ぜて装着し 
たまま走行しないでください。車の性能 
(燃費-車両のち向安定性-制動距離など） 
び十分に発揮できないばかりでなく、思わ 
说事故につながるおそれびあ0ます。また、 
部品に悪影響をあたえるなど故障の原因と 
なったり、不正改造になることびあります。 
(を用タイヤち同様です。） 

例えば、下記のシステムは、正確な車両速 
度び検出できなくなる場合びあり、正常に 
作動しなくなるおそれびあります。 

• ABS 

•4 輪エアサスペンション 
•バックモニター 

• GPS ボイスナビゲーション 

♦必ずナットのテーパー部を内側にして取り 
つけてください。テーパー部を外側にして 
取0つけると、ホイールび破損しはずれて 
しまい、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
含死亡につなびるおそれびあります。 
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ウインドウガラスにアクセヴ U - 
を取日つけた日、インストルメジ 
トパネルやダッシュボードの上に 
巧を置いたまま走巧しないでくだ 
さい。 

♦運転者の視界をさまたげた0、発進時や走 
行中に動いて安全運転のさまにげになるお 
それびありまず。 



I 巧皿を巧用したあとは、マッチ、 
タバコの义をお実に消し、化ず閉 
めておいて < ださい。 

♦開けたまま放置ずると火災になるおそれび 
ありち P きです。 


ず。 



I ウインドウガラスなどには化おを 
ごけないで < ださい。 

参ウインドウガラスにアクセサ IJ 一の吸盤を 
取りつけた0、インストルメントバネルや 
ダッシュボードの上に芳香剤などの容器を 
置くと、吸盤や容器びレンズの働ををして 
火災につなびるおそれびありを険です。 



I アル5ボディには、お石で固定す 
るアクセヴリーを取0つけること 
はでをまだん。 

参磁石はアル5につかないため、磁石式の巧 
わち運転標識や高齢者運転標識などは取り 
つけることびでさません。 


/ V ンズフリ ー なかの自動ま電話や 
携帯電話を運面者は走巧中に巧用 
しないで < ださい。 

参思わめ事故につなびるおそれびあります。 





I ラジェーターや補助タンクび熱い I 
とまは、キャップをはずさないで I 
<ださい。 

•蒸気や熱湯びのさ出ずおそれびあ0を険で 
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クラッチペダルに足をのせたまま ■メガ ネ、ライターやスプレー宙を 
走巧した D 、 化要な上に長い時間、 ■車内に 放置したままにしないでく 
半クラッチ操作を巧わないでくだ ■ださい。 

をし、 C ♦室温び高くなったときの熱や、他の収納物 


♦クラッチび早く摩耗したり、過熱し思わ说 
事故につなびるおそれびあ 0 ます。 


I 車内のスイッチなどに飲み物など 
をこぼさないよラを意して<ださ 
い。 

♦インストル方ントパネル、ドアなどにある 
スイッチなどに飲み物びかかると、故障の 
原因となったり、車両火災につなびるおそ 
れびあ 0 危険です。万一、スイッチに飲み 
物びかかった場合は、すみやかにトヨタ販 
売店にご相談ください。 


I エンジンルームを点巧したあと 
は、エンジンルーム巧に工具や巧 
を置きちれていないことを確認し 
て < ださい。 


との接触などにより、メガネび変形やひび 
割れを起こすおそれびあります。 

♦室温び高くなったとさにライターやスプレ 
一ちび爆発するなどして、火災につなびる 
おそれびあり危険です。 

♦ライターやスプレー吿を収納装備に放置し 
たり、車内に落としたままにしておくと、 
荷物を巧し込んだりシートを動かしたとを 
にライターび着火した〇スプレー吿のガス 
びちれるなどして、火災につなびるおそれ 
びあり危険です。 

■エンジンび かかつているとを、また 
■ はエンジン停止直を、マフラーに触 
I れないよラにミ主意して < ださい。 

♦エンジンびかかっているとさやエンジン停 
止直禮のマフラーは高温になっています。 
荷物の積みおろし時などに手や足び触れる 
と、やけどをするおそれびあ 0 ます。 


♦点検や清掃に使用した工具や巧などをエン g 
ジンルーム内に置を忘れていると、故障の I 
原因となったり、また、エンジンルーム内 I 
は高温になるため火災につなびるおそれび I 


走行直を、ディスクホイールやブ 
レーキまわ D などには触れないで 
<ださい。 


あり危険です。 ♦走行直後のディスクホイールやブレーキま 

わ 0 は高温になっています。タイヤ交換な 


どで手や足び触れると、やけどをするおそ 


れびあります。 
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I シル/ v — ちなどの金属蒸着フィル 
ムを曲面ガラスにおつた場合は、 
ドアやウインドゥを開けたまま放 
置しないで < ださい。 

♦ドアやウインドゥを開けたまま放置する 
と、直射日光び曲面ガラスの内側に反射し、 
レンズの働さをして火災につなびるおそれ 
びあ0危険です。 

I ディーゼル車は、給油ずるとをは 
給油□にノズルを確実に挿入して 
<ださい。 

♦ノズルを浮かして継ぎ足し給油を行ラと、 
オートストップび作動せず、燃料びこぼれ 
る場合びあります。 

♦ガソ U ンスタンド內に掲示されているま意 
事項を守ってください。正常に給油できな 
い場含は、スタンドの係員を呼んで指示に 
したびって < ださい。 

I 内装（巧にインストルメントパネ 
ル）の手入れをするとをは、難出 
しワックスや難出しクリーナーを 
使用しないで<ださい。 

♦インストルメントパネルびフ□ントウィン 
ドゥガラスへ映0込み、運転者の視界をさ 
またげ思わ城事故につなび0、重大な傷書 
わしくは死亡におよぶおそれびあ0ます。 
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夕ーボ車の取り巧いチェックポイント 


夕ーボ装置は、エンジンに大量の空気を過おしてエンジンか5より大きな馬力を引き出ずち 
ので、非甫に精密に作5れていまず。 

夕ーボ装置の故障を防ぐため、必ずな下の点をお守りください。 


I 高巧を巧-登坂を巧直をはエンジ 
ンを止めないで < ださい。 

♦必ずアイドル運転を行い、ターボ装置を;令 
却してか5エンジンを停止してください。 
アイドル運転を行わないとターボ装置の故 
障の原因にな0ます。 


〈エンジン停止前のアイドル運! 

転時間〉 

運転状況 

アイドル 
運転時間 

市街地、郊外などの一般走巧 

必要なし 

ii 

約 80 km / h 定速 

約2日秒 

約1日 Okm / h 定速 

約1分 

山岳ドライブウェイなどの急な 
登坂路走行およびレース場など 

10日1<111/11し^上の連続走行 

約2分 



I エンジンびをえているとさはをふ 
かしや急加速は絶巧に巧わないで 
<ださい。 



I マフラーなどには指定なかの部品 
をほわないで < ださい。 


I 定期的なオイル交換を化ず巧って 
■ くださぃ。 

参エンジンオイルは必ず1巳,000 km ごと、 
オイルフィルターも同時に交換してくださ 
い。 

ターボ装置は、毎分10数万回転におよぶ高 
回転、700でけ上の高温下で使われ、その 
潤滑と;令却はエンジンオイルで行われてい 
まず。したびって定め5れた期間でエンジ 
ンオイル、オイルフィルターを交換しない 
と、装化したエンジンオイルにより、ター 
ボ軸受部の固着、異音の発生など故障の原 
因となります。 













1 .まず読みましょう 

TOYOTA - D - CAT * まの取り扱し、チェックポイント 


T 0 YOTA - D - CAT 車はフィルターに捕集したススが一定量堆積ずるごと（一般走巧で 
約200 km 《） に自動的に排出ガス浄化装置に捕集したススを燃焼（再生）処埋ずるクリーニ 
ングモードとなりまず。排出ガス淨化装置の故障を防ぐため、必ず下の点をお守りください。 

※走行ま件によ0異なります。 


I 指定な巧の燃料を補給しないで< 
ださい。 

♦指定がの燃料を補給すると、エンジンや 
扫趾ガス浄化装置などに悪影響をおよぼし、 
故障するおそれびあ0ます。また、白煙び 
発生し続けることびあります。 


エンジン 

指定燃料 

N 04 C-UP 


軽油 

超低硫黄軽油 ■ 
(S 1 日 ppml ； (下） 


N 04 C-V F 


I 指定銘巧なかのエンジンオイルを 
巧用しないで < ださい。 

♦指定銘柄政外のエンジンオイルを使巧する 
と、排出ガス浄化装置の機能を長時間維持 
することびでさなくなるので、純正指定の 
エンジンオイルの使用を推奨します。 


I テールパイプの改造はしないで< 
だをい。 

♦テールパイプの向をや長さを変更すると、 
排出ガス浄化装置に悪影響をおよぼすおそ 
れびあ0ますので、テールパイプの改造は 
行わないでください。 


I TOYOTA — D — CAT 車は自 
動的に排出ガス浄化装置にお集し 
たススを燃 I 焼（再生）処理しまず。 

♦排出ガスの燃焼（再生）処理のため、車両 
び信号待ちなどで停車したときにアイド U 
ング回転数びあび0排気ブレーキび作動す 
ることがあ0ます。 

♦車をアイドリング状態で長時間放置ずると、 
白煙排出防止のため、アイド U ング回転数 
びあびり、排気ブレーキび作動することび 
おります。 

♦運転状態によっては排出ガス浄化装置内に 
捕集したススの燃焼（再生）処理び完了し 
ない場合びあります。このとさは排出ガス 
浄化装置スイッチの作動表示灯とメーター 
内の排出ガス浄化装置表示灯び点滅します。 
排出ガス浄化装置スイッチを巧してススの 
燃焼（再生）処理を行ってください。 

(1] 2ページ参照） 

I TOYOTA — D — CAT 車には 
次のような特徴があ D まず。 

♦排出ガス浄化装置により、排気ガスを浄化 
して放出するため、従来のディーゼル車と 
は扫原ガスの臭いび異なります。 

♦始動時にテールパイプか 5 白い煙りび出る 
ことびありますび、これは水蒸気ですので 
異常ではあ0ません。 

♦ススの燃焼（再生）処理中にマフラー周辺 
から白い煙0び出ることびありますび、こ 
れはマフラー周辺に溜まった水分び水蒸気 
として排出されているをので異常ではあり 
ません。 


* D - C A T は Diesel — Clean Advanced Techn 日 lo 呂 y の略 
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46 吕.まを装備 


シ—卜 


正しい運起姿敦 


正しい運転姿勢がとれるよラに次の事項に注意してシートを調整しまず。 


へッドレスト中央びちの後方になること 



♦助手席や後席に荷物を積み重ねたりしないでください。急ブレーキをかけたとをや車び 
旋回しているとをなどに荷物び飛び出して、乗員にあたったり、荷物を損傷したり、荷 
物に気をと5れたりして、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 

♦走行中は運転席シートの調整をしないでください。シートが突然動を運転を誤り、思わ 
说事故の原因となって生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ0危険です。 

♦走行中、シート!;(外の場所への乗車や車内の移動はしないでください。急ブレーキをか 
けたときや衝突したとさなどに、身体が慣性力で飛ばされ、頭などを強く巧ち、生命に 
かかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦シートを調整したあとは、シートを軽く前後にゆさぶり確実に固定されていることを確 
認してください。固定されていないとシートび動き、思わ城事故の原因となって生命に 
かかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険でず。 

♦シートの下（シートアンダートレイ内を除く）に物を置かないでください。物び挟まっ 
てシートび固定されず、思わ城事故の原因となって生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれびあり危険です。また、□ック機構の故障の原因になります。 

♦背もたれと背中の間にクッション（座布団）などをいれないでください。正しい運転姿 
勢びとれないばかりか、衝突したとをシートベルトなどの拘束保護装置の効果び十分に 
発揮されず生命にかかわる重大な傷喜を受けるおそれびあり危険です。 


A ミ主意 


♦シートを調整するとさは同乗者や荷物に当てないよラにミ主意してください。同乗ちがけび 
をしたり、荷物をこわしたりするおそれびあります。 

♦シートを調整しているときは、シートの下や動いている部分のおくに手を近づけないでく 
ださい。指や手を挟みけがをするおそれびあります。 

♦室巧を清掃するとをや、シートの下に落とした物を捨ラとをなどは、シートの下に手をし、 
れると、シートレール•シートフレーム（シートの±台部分）などに当たり、けびをする 
おそれびありますので、十分にミ主意して行ってください。 



















吕.をを装碼 


フ□ントシート 


_シートの調整_ 

■前後位置調整 
I 運転席 

レ/1 く一を引いたままシートを前後に動か 
して調整します。調整後、シートを軽く 
ゆさぶりお実に固定されていることをお 
認します 0 



参助手席 ★ 

バンドを引いたまま背をたれを前後に動 
かして調整します。調整後、背をたれを 
軽くゆさぶり、確実に固定されているこ 
とをお認します。 


バンド 



■アームレスト ★ 

使用するとをは、アームレストを一番下 
まで倒します。 


■リクライニング調壁 
•運転席 

レノ（一を引いたまま背もたれを前後に動 
かして調整しまず。調整後、背をたれを 
軽くゆさぶり、お実に固定されているこ 
とを確認します。 



A を意 


背をたれにちたれかかったまま U クライ 
ニング調整をしないでください。背もた 
れに力が加わっていると、レバー操作び 
重かったり、突然背わたれび倒れるおそ 
れびあります。 



★印は グレード等により装着のち無び異なります。 

















2 .を全装備 


へッドレストの調整 


U ヤシ- 


博お席 

■上下位置調壁 

•上げるとさはそのまま引さ上げます。 
•下げるときは、固定ボタンを巧したま 
ま巧し下げます。 

•取りはずすときは固定ボタンを押した 
まま引さ抜さまず。 



A 警告 


へッドレストをはずしたまま走行しなし、 
でください。衝突したとさなどに生命に 
かかわる重大な傷害を受けるおそれびあ 
りち挨でず。走行前に必ず取0つけ、へ 
ッドレスト中央び耳のを方になるよ5に 
高さを調整してください。 


か巧車を除< 


_シートの調整_ 

■リクライニング調藝女 

バンドを引いたまま背をたれを前後に動 
かして調整します。調整後、背ちたれを 
軽くゆさぶり、確実に固定されているこ 
とを確認しまず。 


バンド 



，知識 


’ - 

I」ヤシートの U クライニングでをる角度 
は、シートの位置やグレード等によ0異な 
る場含びあります。また、前倒しのみ操作 
でさる場合ちあります。 


A ミち意 _ 

へッドレストを取りつけるときは、"カチッ" 
と音びして固定されたことを確認してくだ 
さい。固定されていないと、衝突したとを 
などにけがをするおそれびあ0ます。 


★印は グレード等によ0装着の有無が異なります。 
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スぺースアップシート ★ 


I 最後席ンート 

最後席シートを巧りたたんで格納ずるこ 
とにより、ラゲージスぺースを広く使用 
ずることびでさまず。 

A 警告 


♦倒したシートの上や荷室に人を乗せて 
走巧しないでください。急ブレーキを 
かけたとをや衝突したときなどに生命 
にかかわる重大な傷害を受けるおそれ 
びあ0危険です。 

♦走行中はスペースアップおよびわとに 
わどす操作を巧わないで<ださい。ブ 
レーキをかけたとをや衝突したとさな 
どに生命にかかわる重大な傷害を受け 
るおそれびあり危険です。 

♦シートを操作したとさは、シートを軽 
くゆさぶりシートび確実に固定されて 
いることを確認してください。確実に 
固定されていないと、走行中にシート 
び動を思わ城事故の原園となって生命 
にかかわる重大な傷害を受けるおそれ 
びあ0危険です。 


■スペースアップずるとをは 

の安全な場所に車両を駐車させ、しっか 
りと ノ（ー キング ブレーキを かけます。 
回ベルトを引さ、背ちたれを前に倒し 
ます。 



团再度ベルトを引さ、シートを持ち上 
げます。 



团固定べルトをアシストグリップにか 
けます。 



固固定ベルトを引いて、シートを固定 
します。 


固シートが確実に固定されていること 
を確認します。 

A を意 _ 

シートベルトびバックルに差し込まれたま 
まスペースアップしないでください。シー 
卜やバックルなどび破損するおそれびあり 
ます。 


車内巧ベルト車が用ベルト 
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■ちとにちどすとさは 

の固定ベルトをゆるめます。 

回固定べルトをアシストグリップから 
はがしよ9 0 

参固定べルトはシート妻側のポケットに 
収納します。 

团シートをラしろに倒します。 

团シートの背もたれを起こします。 

固シートを軽くゆさぶりお実に固定さ 
れていることを確認します。 

A を意 _ 

シートををどすときは、シートに手や足を 
挟まないよラにを意してください。 


捕助シ- 


助手席- U ヤシート横にあります。 


■使用するときは 

お助シートを倒し、背をたれを起こしま 
ず。 




A 汪意 _ 

シートを倒すときは、同乗ちや荷物に当て 
ないよラにを意してください。同乗者びけ 
びをしたり、荷物びこわれたりするおそれ 
びあ0ます。 


★印は グレー ド等によ 0 装着の有無が異なります。 















吕.をを装碼 


■八イバック補助シート ★ 

高さを2段階に調整することびでさます。 
♦上げるとさはそのまま弓 I を上げます。 
♦下げるときは、固をボタンを押したま 
ま押し下げます。 


巧護ち用シー 


r バス（幼巧車） 

センタードア後部と最後部に保護ち用 
シートびあります。 



•最を部 

シートクッシヨンを倒します。 



非常ドア （81 ページ参照）を使用ずる 
ときは、シートクッシヨンを持ち上げて 
<ださい。 
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運拓おガード ■ 七パレーターパ イプ 


r バス（幼巧車） 

幼児び運転者の操作をさまたげることの 
ないように、運転席と U ヤシートの間に 
取りつけられています。 

ガード先端のストッパーを引いたまま操 
作します。 

•走行中は必ず使用してください。 


ストッ A .- 


口 (ン1 

ストッパーを引いたまま操作します。 
♦走行中は必ず使用してください。 









































MEMO 


2 .を全装備 


シー トベルト 


正しい着用 


シートベルトは正しく着用しないと効果が半減したり、を険な場合がありまず。 

次の使用ち法にしたがって走行前に運転をは必ず着用し、同乗ちにち必ず着用させ 
て < ださい。 


背もたれを調整し、上体を起 
こし深く腰かけてすねること 


肩に十分かけること 
(首にかかったり肩から 
はずれないこと） 


ねじれていないこと 



A 警告 


ず腰骨のでさる 
だけおい位置に密 
着させること 


〈妊娠中のかたの着用〉 

お腹のふくらみをさ 



♦車に柔る場含は、全員びシートベルトを着用してください。ベルトを着用しないと、急 
ブレーキをかけたときや衝突したとをなどに生命にかかわる重大な傷書を受けるおそれ 
びあり危険です。 

♦シートベルトを着用するときは必ずなのことをお守りください。お守0いただかないと 
シートベルトにより重大な傷喜を受けたり、衝突したときなどにシートベルトび十分な 
効果を発揮せず、生命にかかわる重大な傷喜を受けるおそれびあり危険です。 
♦シートベルトは上体を起こして、シートに深く腰かけた状態で着用してください。正 
しい姿勢については 「正しい 運乾姿勢 J (4 日ぺージ）を参照してください。 

♦ 3 点式シートベルトの肩ベルトは、首にかかった0脇の下を通した0して着用しない 
でください。必ず肩に十分かかるよラに着巧してください。 

• シートベルトは必ず腰骨のでをるだけ低い位置に密着させて着用してください。シー 
トベルトが腰骨か5ずれていると衝突したときなどに腹部などに強い圧迫を受けるお 
それびありまず。 

• シートベルトはねじれびないよラに着用して<ださい。ねじれていると衝突したとさ 
などに衝擊力を十分に分散させることびでをません。 

• シートベルトは1人用です。2人！; Lt で1本のべルトを使用しないでください。 
♦シートベルトを着巧する場合は洗たくばさみやクリップなどでたるみをつけないでく 
ださい。 

♦シートの背わたれを必要！; LL に倒して走行しないでください。衝突したときなどに体 
びシートベルトの下にちぐ0、腹部などに強い圧迫を受けます。 

♦八ンドルやインストルメントパネルに必要 ULL 近づいて運転しないでください。 
















2 .ま全装備 


A 警告 


♦シートベルトのバックルには異物がはい5ないよラにしてください。異物びはいるとプ 
レートびバックルに完全にはまらない場含びあり、衝突したとをなどにシートベルトび 
十分な効果を発揮せず、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ0危険です。 

♦お子さまでちシートベルトを必ず着用させてください。 

ひざの上でおテさまをだいていても、急ブレーキや衝突したとをなどに十分に支えるこ 
とびで走ずお子さまび生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。 

♦ほつれ、すりきれびでをたり、正常に作動しなくなったシートベルトはすぐに交換して 
ください。また、事故により強い衝撃を受けたり、傷のついたシートベルトは使用しな 
いですぐに新品と交換してください。そのまま使用すると衝突したときなどに正常に働 
かず、シートベルトび十分な効果を発揮せず、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそ 
れびあり危険です。 

♦シートベルトの改造や取0つけ-取0はずしなどをしないでください。衝突したとさな 
どにシートベルトび十分な効果を発揮せず、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれ 
があ0危険です。 

シートベルトの取りつけ-取りはずし、交換についてはトヨタ販売店にご相談ください。 
♦シートベルトの清掃にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤を使巧しないでください。ま 
た、ベルトを漂白したり、染めたりしないでください。シートベルトの性能が落ち、衝 
突したとさなどにシートベルトが十分な効果を発揮せず、生命にかかわる重大な傷害を 
受けるおそれがあり危険です。清掃するとをは中性洗剤か城るま湯を使用し、乾<まで 
シートベルトを使用しないでくださし、。 

♦妊娠中の女性ち必ずシートベルトを正しく着用してください。 

(ただし、医師にを意事項をご確認ください。） 

•妊娠中のシートベルトの着用については、基本的に通常着用するとさと同様ですび、 
腰部べルトび腰骨のできるだけ低い位置にかかるよラにお腹のふくらみの下に着用ず 
るよラにして < ださい。 

また、肩ベルトは確実に肩を通しお腹のふく日みをさけて陶部にかかるよラに着巧し 
て < ださい。 

♦ベルトを正しく着用していないと、急ブレーキをかけたとをや衝突したときなどにベ 
ルトびお腹のふくらみに食い込むなどして、母体だけでなく胎児までび生命にかかわ 
る重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

♦疾患のあるかたを必ずシートベルトを正しく着用してください。 

(ただし、医師にを意事項をご確認ください。） 

♦すべてのシートに、シートベルトでテ供専用シートを取りつけることはでをません。 
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ELR (緊急時固定機插）付を3点式シートベルト 


運転席-助手席 


E L R 機構 

シートベルトは身体の動をにあわせて伸 
縮しまずが、強い衝撃で体が前に倒れそ 
5なときには、ベルトび自動のに□ック 
され身体を固定しまず。 

■脱着のしかた 

のプレートを持って引を出し、ねじれ 
ていないことを確かめます。 

シートベルトび□ックしたまま引を 
出せないとさは、一度ベルトを強く 
引いてから、ベルトをゆるめ、再度 
ゆつ < D と引さ出します。 



回プレートを"カチッ"と音びするま 
でバックルに差し込みます。 



团腹部べルトはおず腰骨のでをるだけ 
あい位置にかかるよラにし、肩べル 
卜を引さ、腰部に密着させます。 



团肩ベルトは、必ず肩に十分かかるよ 
ラにしまず。 

このとさ、ベルトび首に当たったり、 
肩からはずれてしまねないよラにし 
ます。 



臣]はずすとさはバックルのボタンを押 
しまず。 
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巧着用警告な 


運転席シートベルト 

巧着用警告な 


を 


エンジンスイッチび " ON ”のとき運 
転席シートベルトを着用していないと点 
滅します。ただちにシートベルトを着用 
してください。 

■運転席シートベルト非着用 

藝化ブザ_ 

警告巧び点滅している状態で、車まび約 
20 km / hl ； ■(上になると、断続音び約 
120秒間鳴ります。[ブヴーび鳴りはじ 
めてから、約30砂後にブヴーの音びを 
ねります。 

•シートベルトを装着すると消音しま 
す。 










2 .を全装備 


ELR (緊急時固定機描）付を2点式シートベルト ★ 


のプレートを持って引を出し、ねじれ 
ていないことを確かめます。 

シートベルトび□ックしたまま引き 
出せないとさは、ベルトを押し込ん 
でから、再度ゆっくりと引さ出しま 
ず。 



回プレートを"カチッ"と音びするま 
でバックルに差し込みます。 



团はずすとさはプレートを持ちなびら 
バックルのボタンを押しまず。 


A 汪意 _ 

シートベルトをはずすときはプレートを持 
ちなび5ボタンを押して<ださい。プレー 
卜を持たないとべルトび巻取5れる隙に、 
同乗者などにあたりけびをするおそれびあ 
りまず。 


★印は グレード等によ0装着の有無が異なります。 









MEMO 


2 .ま全装備 


ABS** 


A 警告 


♦ A 日 S を過信しないでください。 

A 日 S び作動した状態でわス U ップの 
抑制や八ンドルの効さ方には限界びあ 
ります。 

A 巨 S を過信せず速度をおさえ、車間 
距離を十分にとって安全運転にむびけ 
て < ださい。 

• A 巨 S はタイヤのグ U ップ限界を超 
えたり、八イド□プレーニング現象 
※び起こった場含は効果を発揮でさ 
ません。 

※雨天の高速走行などで、タイヤと路面 
の間に水膜び発生し、接地力を失って 
しまラ現象 

♦ A B S は制動距離を短くずるための装 
置ではありません。 

次の場含などは 、 A BS のついていな 
い車両に比べて制動距離び長くなるこ 
とがあ0ます。速度をひかえめにして 
車間距離を十分にとってください。 
•砂利道、新雪路を走行しているとき 
•タイヤチェーンを装着しているとき 
•道路の継ぎ目などの段差を乗りこえ 
るとを 

• 凹凸道や石だたみなどの悪路を走行 
しているとを 


_ ABS _ 

急ブレーキをかけたとをや、ずべりやず 
い路面でブレーキをかけたときに起こる 
タイヤの□ック（回転が止まること）を 
防ぐことによりスリップを抑制しまず。 
また、ブレーキ油圧増圧機能により、高 
い制動力が必要と判断された場合、また 
はブレーキブースターの負圧が低下して 
十分なブレーキカが得6れなくなった場 
合に、より大きな制動力を発生させるこ 
とにより、ドライバーの操作を補助しま 
ず。 

■運転について 

参急ブレーキ時は 、 A BS び効果を発揮 
するよラにブレーキペダルをでさるだ 
け強く踏み続けることび必要です。 

参急ブレーキ時にポンピングブレーキ X ’ 
をしないで < ださい。 

ポンピングブレーキをすると制動距離 
び長くなります。 

《ブレーキペダルを数回に分けてル刻みに 
踏むブレーキのかけ方 

■作動について 

ABS び作動すると、なのよラな現象び 
発生することびありますび、異常ではあ 
りません。 

♦ ABS の作動音ととちにブレーキぺダ 
ルびル刻みに動いたり、車体や八ンド 
ルに振動を感じたり、車両停止後ちモ 
ーター音び聞こえることびありまず。 
♦ ABS の作動び終了すると、ブレーキ 
ペダルび少し奥にはいったりすること 
びあります。 


ネ A 日 S は Antilock 日 rake System (アンチ□ック■ブレーキ•システム）の略 
★印は グレー ド等によ 0 装着の有無び異な 0 ます。 
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—^ 知識 - 

• A 巨 S は、車速び約]日 km / h を超える 
と作動でさるよラになります。 

また、車速び約日 km / h まで下びると作 
動をやめます。 

♦雨の曰に、マンホールのふた、橋の継ぎ 
目、工事中の鉄板などの上でブレーキを 
踏むとすべ0やすいため、 ABS び作動 
しやす < なります。 

♦エンジン始動時や、始動後の発進直後に 
エンジン ルーム か5 モーター 音や"カ チ 
ッ"といラ音び聞こえることがあ0ます。 
これは、システムの作動をチェックして 
いるとをの音で、異常ではありません。 

♦ A 巨 S び作動すると排気ブレーキ 
(1] 4ページ参照）は、作動しません。 


A 巳5警告な - (©) 


参エンジンスイッチを " ON " の位置 
にすると点灯し、数秒をに消なします。 
その後、 ABS システムに異常びある 
と点灯します。 

•警告灯び点なしているとさは 、 ABS 
は作動しませんび、通常のブレーキと 
しての性能は確なされています。 

参警告灯び点なしているとさは 、 ABS 
び作動しないため急ブレーキ時やすべ 
りやすい路面でのブレーキ時には、夕 
イヤび□ックすることびあります。 

—お ァドバィス - 

警告灯が次のようになったときは、システ 
ムの異常び考え5れますので、トヨタ販売 
店で点検を受けてください。 

♦エンジンスイッチを"日 N " の位置に 
してち点灯しないとを 
♦エンジンスイッチを"日 N " の位置で 
点'なしたまま消灯しないとき、または走 
行中点灯したままのとを 
なお、走行中に点灯してわ、その禮消灯す 
れば異常ではあ0ません。ただし、同じ現 
象び再度発生した場含は、トヨタ販売店で 
点検を受けてください。 
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操作装置 


各部の開閉 . 百 4 

キー . 己 4 

ドアインデックス . 己4 

フ□ントドア . 己6 

グライド式ドア . 67 

巧戸式ドア . 73 

トランク . 77 

観音扉ドア . 79 

非常ドア . 81 

ウインドウガラス . 82 

フユーエル リッ ド 

(燃料補給印 . 83 

エンジン点検 □. 86 

各部の 調壁 . 87 

パンドル . 87 

インナ ー= ラー . 87 

了ウターミラー . 88 

メーター、表示巧、 警告 巧の見方 
• ••••••••••••••••••••••• 90 

メーター . 90 

表示な、警告'な . 92 


巧巧の確巧 . 100 

ライトスイッチ . 100 

へッドランプレべリング 

調壁ダイヤル . 101 

方向指示レバー . 10吕 

フォグランプスイッチ . 103 

フォグランプ断線検知スイッチ……103 
ワイパ ー& ウォッシヤースイッチ…104 

非常点滅なスイッチ . 10己 

リヤウインドゥデフォッガ ー 
(量り取り）スイッチ……10己 
運拓装置 . 108 

エンジン（イグニッション） 

スイッチ . 108 

エンジンのかけ方 . 109 

が出ガス浄化装置スイッチ…11吕 

が気ブレーキスイッチ . 114 

パーキングブレーキ . 114 

ホーン . 11己 

マニュアル 

トランスミッション . 116 

才ートマチック 

トランスミッション . 117 

才ートマチック車の運転のしかた…121 
4輪エアサスペンション……124 










































3 .操作装置 


る部の開閉 


キ— 


参キーはドアの施錠-解錠のほか、エン 
ジンの始動-停止に使用します。 
•キーは2枚あります。 


マスターキー 



万一、キーを紛失したときのために、キ 
ーナンバーを手帳などにひかえておいて 
ください。キーナンバーからトヨタ販売 
店で純正のキーを作ることびでさます。 


■— 6 ァドバィス - 

キーを作るとさはトヨタ販売店にご相談く 
ださい。トヨタ純正品(外のキーを使用す 
ると、キーびスムーズにまわ5な<なるお 
それびあります。 


ドアインデックス 


A 警告 


♦走行ずる前にずベてのドアが確実に閉 
まっていることを確認してください。 
ドアび確実に閉まっていないと、走行 
中にドアび突然開き、思わ城事故につ 
なびるおそれがあります。 

♦おテさまにドアの操作をさせないでく 
ださし、。 

•閉めるとき、手•頭-首などを挟ん 
だりして、生命にかかわる重大な傷 
害を受けるおそれがありを険です。 
•走行中にドアを開け、お子さまび車 
がに放0出されたりして、重大な傷 
害におよぶか、最悪の場含死 t につ 
なびるおそれびお0ます。 


• — 6 ムァ iJ 識 - 

♦乗車中の施錠、解錠についてはそれぞれ 
次のよラな効果びありますので、ご選択 
<ださい。 

•乗車中、施錠している場合 

-同乗ちび誤ってドアを開けることを 
防ぎます。 

-車がか5の不意の侵入者を防ぎま 
す。 

•シートベルトの着巧とあわせて、事 
故時に車かに投げ出される可能性び 
かなくな0ます。 

♦乗車中、解錠している場合 

-万一の場合に車かか5の救援活動び 
受けやすくな0ます。 

♦車から離れるときは、必ずエンジンを止 
め施錠することび法的に義務づけ5れて 
います。また、施錠していてち車内に貴 
重品などを置かないよラにしましょラ。 
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車両によって装着されているドアび異なります。 

しソ下の項目を参照して、該当ずるページをお読みください。 


車両 

ドァ 

機能-機構 

記載 

ぺージ 


フ□ントドア 

•運転席ドア 

66 



• グライド式ドア 

67 



-手動式ドア 

67 



-才ートドア ★ 

68 

バス 

(幼児車を除 <) 

センタードア 

-電動格納式補助ステップ ★ 

71 


•巧戸式ドア 
-手動式ドア 

73 

73 



-才ートドア ★ 

75 


バックドァ 

• トランク 
•観音扉ドア ★ 

フフ 

79 


フ□ントドア 

•運転席ドア 

66 

バス 
(幼お車） 


•巧戸式ドア 

73 

センタードア 

-手動式ドア 
-才ートドア ★ 

73 

フ已 


パ'ックドァ 

•非常ドア 

81 


フ□ントドア 

•運転席ドア 
•助手席ドア ★ 

66 



• グライド式ドア 

67 



-手動式ドア 

67 

バン 

センタードア 

-才ートドア ★ 

68 



•巧戸式ドア ★ 

73 



-手動式ドア 

73 


パ‘ックドァ 

•観音扉ドア 

79 



★印は グレード等により装着のち無び異なります。 
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フ□ントドア 


施錠と解錠 


■キーを使っての施錠と解錠 

キーを前側にまわすと施綻、ラしろ側に 
まわずと解錠されます。 



•運転席ドアに差し込んだキーを上記の 
よラに操作ずると、下記のドア（非常 
ドアを除く）び装着されている場合は、 
運転席ドアと装着されているドアを同 
時に施錠-解錠ずることびでさまず。 
•巧手席ドア 
• グライドドア※ 

•観音扉ドア 

※緊急辑除レバー （70 ページ参照）装着車を除く 

■ □ックレ J V- での施錠と解錠 

□ックレバーを 前ちに押し込むと施綻 
し、をちに引さ出すと解錠されます。 


■キーを使わずに施錠ずるには 

□ックレバーを施錠側にして、ドア八ン 
ドルを引さ上げたままドアを閉めます。 



キー巧き忘れ防止ウォーニング 

エンジンスイッチび " LOCK " また 
は‘‘ ACC ’’の位置のとさ産転席ドアを 
開けると、キーの抜さ忘れを警告するチャ 
イムび鳴ります。 

’ - 知識 - ' 

キーの閉じ込み防止のため、キーを持って 
いることを確認してから施錠しましよ5。 


ドア カーテシ ランプ 

フロントドアを開けると、開けた側のド 
アの力ーテシランプび点 I なします。 

ドアを閉めると消灯します。 


_電気式ドァ□ック_ 

■ドア□ックスイッチを使っての 
施錠と解錠 

スイッチの上側を巧ずと施錠、下側を押 
ずと解錠されます。 



運転席ドアのスイッチを操作すると、下 
記のドア（非常ドアを除く）び装着され 
ている場合は、運転席ドアと装着されて 
いるドアを同時に施結-解錠することび 
でさます。 

•巧手席ドア 
• グライドドア※ 

•観音扉ドア 

※緊急解除レバー （70 ページ参照）装着車を除< 
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グライド式ドア 


手動式ドア 

■キーを使っての施錠と解錠 

キーを前側にまわずと施錠、うしろ側に 
まわすと解綻されまず。 



■□ックボタンでの施錠と解錠 

ロックボタンを押ずと陆錠し、引くと解 
錠されます。 


■キーを使わずに施錠するには 

□ックボタンを施錠側にして、ドアを閉 
めます。 



■車内からのドアの開閉 

•開けるとさは、ドアレバーをちにまね 
して車両後ちへ押します。 

•閉めるとさは、アームを持って車両前 
ちへ引さまず。 



A 警告 


♦走行前にセンタードアを軽くゆさぶり、 
確実に□ックされていることを確認し 
て < ださい。 

センタードアび確実に閉まっていない 
と、走行中にセンタードアび突然開さ、 
思わめ事故につなびるおそれびありち 
険でず。 
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3 .操作装置 



A 警告 


♦センタードアを開閉するとさは、次の 
ことをお守0 ください。お守0いただ 
かないと骨折など重大な傷害を受ける 
おそれびあり危険です。 



•傾斜地、ドアと壁などの間び狭い場 
所、強風など周囲の状況を確認し、 
予期せ城動をにを対処でをるよラ、 
ドアレノ く一やアームを確実に保持し 
てドアを開閉して < ださい。 

• 傾斜地では平坦な場所よりわセンタ 
ードアの開閉びしにくくなる場合び 
あります。また、急にセンタードア 
び開いた0開じたりするおそれびあ 
0ます。指などを挟まないよう十分 
ま意してください。 

♦センタードアび全開で静止している 
ことを確認してください。とくに傾 
斜地では急にセンタードアび閉じる 
おそれびあり危険です。 

♦センタードアの後方の安全を十分確 
認してください。 

♦ほかの人の手などを挟まないよラに 
ま意してください。 


センタードアステップランプ 

ライトスイッチが日 N の位置のとき 、 t 
ンタードアを開けると、センタードアス 
テツプランプが点灯します。 

ドアを閉めると消灯します。 


才ートドア ★ 

■施錠と解錠、手動でのドアの開閉 

目7ページの 「手動式ドア」 をご覧くだ 
さい。 


A 警告 


♦センタードアを開閉するとさはほかの 
人の手などを挟まないよラに十分ま意 
してください。骨折など重大な傷害を 
受けるおそれがあり危険です。 



♦自動開閉時は、車かおよび車内のドア 
付近に人がいないか、器物びないかな 
ど安全を確認し、センタードアで指な 
どを挟まないよラ十分を意してくださ 
い。 

♦人びいるとさは、安全を確認し動かす 
ことを知5せる「声かけ」をしてくだ 
さい。また、お子さまには操作をさせ 
ないでください。重大な傷害につなび 
るおそれびあ0危険です。 

♦万一、走行中にセンタードア開放警告 
巧 （99 ページ参照）び点灯して、ブヴ 
一び鳴った場合、センタードアび確実 
に閉まっていません。 

停車して、センタードアを確実に閉め 
て < ださい。 


★印は グレード等によ0装着の有無が異なります。 
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. —巧ァ ドバィス - 

ドアの開閉は、バッテリーあびりを防ぐた 
I めエンジン回転中に巧ってくださし、。 

• - 知識 - 

♦走行中にスイッチを押しても、ドアの開 
開はでさません。 

♦傾斜した場所では、開閉びでさないこと 
びあ0ます。この場合、手動で開閉して 
<ださい。 


■ ドアの開閉 

エンジンスイッチが " ON " の位置の 
とさ開閉でさます。 

•目タイプのシフトレバー (1 18ペー 
ジ参照）搭載車ではシフトレバーを© 
にいれてないと開閉でさません。 

のたンタードアの横にある切り替えレ 
バーを「自動」の位置にします。 



• 「手動」の位置にすると、手動で開閉 
することがでさます。 

• 「手動」の位置にすると、ーター内 
の「オートドア自動/手動切替表示灯」 
が点灯します。 （9 己ページ参照） 


回□ックボタンを巧して施錠します。 
•切り替えレバーを「手動」の位置にし 
ても、手動で開閉することができなく 
なります。 

团スイッチを操作します。 

•上に押している間は開さ、下に巧して 
いる間は閉ま0ます。 



•スイッチから手を離すと、その位置で 
停止します。 

•ドアが開閉し始めるとさ、ブヴーで警 
告します。 

• - 知識 - 、 

♦グライド式才ートドアび開閉している最 
中にスイッチを離してドアび違中で停止 
した場含、スイッチを再操作してちドア 
を全開でさないことびあ0ます。 

その場合は、グライド式オートドアを一 
度全開させた後で、閉操作をしてくださ 
い。 

♦巨タイプのシフトレバー (118 ページ参 
照）搭載車では、グライド式オートドア 
び開いているとさに、シフトレバーを© 
政かにしよラとするとブヴーび鳴りま 
す。 























3 .操作装置 


■開閉できないときは（車内か5の 
操作） 

のバッテ U - の©端子をはずしまず。 
间サーキットブレーカーの穴に細い棒 
を"カチッ"という音びする位置ま 
で軽く差し込みます。 



团バツテ U - を接続し、エンジンスイ 
ツチを " ON " の位置にします。 


. —@ ァドバィス - 

L 处上の操作を行っても、ドアび開閉しない 
ときや、ヴーキットブレーカーの回路び再 
び切れる場含は、トヨタ販売店で点検を受 
けて < ださし、。 


■開閉できないときは（車がか5の 
操作） ★ 

• — 知識 - ' 

この操作を行ラ前に、車内の切り誓えレバ 
—操作によりオートドアを「手動」に切り 
誓え5れる場をは、緊急解除レバーを使用 
せずに、その操作で「手動」に切り誓え、 
開閉を行ってください。 


緊急解除レバーを引くと、オートドア 
が手動に切り替わり、車外からドアを 
開けることがでさます。 



★印は グレード等によ0装着の有無が異なります。 































3 .操作装置 


•緊急解除レバーで手動に切り替えた塌 
合、自動に戻すには、緊急解除レバー 
を元の位置に押し戻してから、車内の 
切り替えレバーを「自動」の位置に戻 
します。 



’ - 知識 - 

駐車時などで、グライド式ドアび施錠され 
ている状態のとをは、緊急解除レバーを引 
いても車がか5ドアを開けることはできま 
せん。 


アクセルインター□ック 


r 才ートドア女] 

センタードアび開いているとさは、アク 
セルペダルが固定されます。 


—6 •ァ ドバィス - 

ドアび開いているとさに、アクセルペダル 
を踏まないでください。また、アクセルぺ 
ダルを踏んでいるとさに、ドアの開閉をし 
ないでください。アクセルインター□ツク 
装置の故障の原因および U ンク系の故障の 
原因になります。 


電動格納式補助ステップ ★ 


A 警告 


♦ステップの操作をする前に、運転者は 
ステップび安全に操作できるよラに車 
がおよび車内のステップ付近の状態を 
必ず確認してください。 

♦ステップ作動中は、指や手を挟まない 
よう十分ま意してください。また、お 
テさまには操作をさせないでください。 


— 6 •ァ ドバィス - 

ステップの操作は、バッテ U —あがりを防 
ぐためエンジン回転中に行ってください。 


A 知識 


[ —の 州 

走行中にスイ 
I 操作はでさま 


'ッチを巧してち、ステップの 
操作はでさません。 











































3 .操作 装置 


■ステップを作動させるときは 

なの条件をすべて満たしているとを 
に、オートセンタードアスイッチを開 
( 0 P E N 側）または閉 (CLOSE 
側）操作すると、ドアの開閉に連動し 
てステップび作動しまず。（作動中は 
ブヴーび鳴り続けます。） 

•エンジンスイッチび " ON ”の位置 
のとを 

•車両び停止しているとを 
• S T E P スイッチの 「 STEP 」 側び 
押されているとを 



•ステップの格納作動は、スイッチの 
状態にかかわらず、ドアスイッチを 
閉作動側に押すと連動で格納されま 
ず。 


■格納でさないとさは 

万一、ステップび出た状態のままスイッ 
チで格納することびできないとさは、手 
動で格納することびできまず。 

のステップ下側の格納装置の蝶ネジを 
ゆるめて、八ンドル固定を解除しま 
ず。 



回八ンドルをまねして水平にします。 



■ステップを作動させないときは 

S T E P スイッチの 「 OFF 」 側を押し 
ます。 


团格納位置までステップを手で押し上 
げ、そのまま保持します。 


. - 知識 - 

参ステップび出ているとさにセンタードア 
を手動またはオートセンタードアスイッ 
チ操作により全開すると、ステップび自 
動的に格納されまず。 

参ステップの作動中に、人や異物の挟み込 
みなどにより異南を感知すると、その位 
置でステップび停止しまず。 




































3 .操作装置 


团八ンドルをちとの位置にをどしてス 
テップを固定します。 

固蝶ネジを締めて八ンドルを固定しま 
す。 

■アクセルインター□ック 

ステップが出ているとをは、アクセルぺ 
ダルが固定されます。 

1 -, 

. —の' ァドバィス -^ 

ステップび出ているとさに、アクセルぺダ 
ルを踏まないでください。また、アクセル 
ペダルを踏んでいるとをに、ステップの操 
作をしないでください。アクセルインター 
n ック装置の故障の原因および U ンク系の 
故障の原因にな0ます。 


巧戸式ドア 


手動式ドア 


■キーを使っての施錠と解錠 

キーを前側にまわすと施錠、ラしろ側に 
まわずと解錠されます。 



■車がからのドアの開閉 

•開けるとさは、ドア八ンドルを少し手 
前に引をなびら、ボタンを巧してドア 
を巧します。 

•閉めるとさは、ドアの先端 （ A 部）を 
横に押しなびらドア八ンドルを手前に 
引さます。 



ドア A ンドル 
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3 .操作装置 


■車内からのドアの開閉 

•開けるとさは、□ックボタンを押しな 
びらドア八ンドルを引いたままドアを 
引さます。 

•閉めるとさは、アームを持ってドアを 
押しまず。 



A 警告 


♦走行前にセンタードアを軽くゆさぶり、 
確実に□ックされていることを確認し 
て < ださい。 

センタードアび確実に閉まっていない 
と、走行中にセンタードアび突然開を、 
思わ说事故につながるおそれがあ〇危 
険です。 


A 警告 


♦センタードアを開閉するとをは、次の 
ことをお守りください。お守りいただ 
かないと骨折など重大な傷害を受ける 
おそれげあり危険です。 



•傾斜地、強風など周囲の状況を確認 
し、予期せ械動さにち対処でさるよ 
ラ、ミち意してドアを開閉してくださ 
い。 

• 傾斜地では平坦な場所よりわセンタ 
ードアの開閉びしにくくなる場をび 
あ0ます。また、急にセンタードア 
び開いたり閉じたりするおそれびあ 
ります。指などを挟まないよラ十分 
を意して < ださい。 

•センタードアび全開で静止している 
ことを確認してください。とくに傾 
斜地では急にセンタードアび閉じる 
おそれびあ0危険です。 

♦センタードアの周辺の安全を十分確 
認してください。 

•ほかの人の手などを挟まないように 
ま意して < ださい。 


_センタードアステップランプ_ 

ライトスイッチが日 N の位置のとを、セ 
ンタードアを開けると、センタードアス 
テップランプが点灯します。 

ドアを閉めると消灯します。 














































3 .操作装置 


才ートドア ★ 

■施錠と解錠、手動でのドアの開閉 

73ページの 「手動式ドア」 をご覧くだ 
さし、。 


. — in ァ ドバィス - 

ドアの開閉は、バツテ U — あび0を防ぐた 
I めエンジン回転中に行ってください。 


A 警告 


♦センタードアを開閉するとをはほかの 
人の手などを挟まないよラに十分ま意 
してください。骨折など重大な傷害を 
受けるおそれびあ0危険です。 



♦自動開閉時は、車がおよび車内のドア 
付近に人がいないか、器物びないかな 
どま全を確認し、センタードアで指な 
どを挟まないよラ十分注意してくださ 
い。 

♦人びいるときは、安全を確認し動かず 
ことを知5せる「青かけ」をしてくだ 
さい。また、お子さまには操作をさせ 
ないでください。重大な傷害につなび 
るおそれびあり危険です。 

♦万一、走行中にセンタードア開放警告 
灯 （99 ページ参照）び点灯して、ブヴ 
一び鳴った場合、センタードアげ確実 
に閉まっていません。 

停車して、センタードアを確実に開奴 
て < ださい。 


• - 知識 - 

♦走巧中にスイッチを押してち、ドアの開 
開はでさません。 

♦傾斜した場所では、開閉びできないこと 
びあります。この場合、手動で開閉して 
<ださい。 


★印は グレー ド等によ 0 装着の有無が異な 0 ます。 



























3 .操作装置 


■ ドアの開閉 

エンジンスイッチび ‘‘ ON " の位置の 
とさ開閉でさます。 

•目タイプのシフトレバー （1 18ぺ一 
ジ参照）搭載車ではシフトレバーを© 
にいれてないと開閉でをません。 

田]オートドア ユニッ トの裏にあるキャ 
ンセルスイッチを押して自動 （AU 
TO ) の状態にします。 

•手動の状態にすると、手動で開閉ずる 
ことびでをます。 

参手動の状態にすると、メーター内の 
「オートドア自動/手動切替表示な」び 
点なします。 （9 已ページ参照） 



た状態) 


回スイッチを操作します。 

♦上 （ OPEN 側）に巧している間は開 
さ、下（巳 LOSE 側）に押している 
間は閉ま0ます。 



♦スイッチから手を離すと、その位置で 
停止します。 

• ドアび開閉し始めるとさ、ブヴーで警 
告します。 

’ - 知識 - ' 

参停車中は、キャンセルスイッチの状態に 
関係なく、ドア八ン円レの操作でドアを 
開閉でさます。 

ただし、ドアび全開のとさにキャンセル 
スイッチび自動 （ AUTO ) の巧態にな 
つていると、ドア八ンドルでドアを閉め 
よ5としてち、ブレーキ制;卸びかかるた 
め、ドアは閉めにくくなりまず。ドアを 
閉めるときは、キャンセルスイッチを手 
動の状態にしてから閉めてください。 

参駐車時などで、巧戸まドアび施錠されて 
いる状態のときは、車かか5ドアを開け 
ることはでさません。 


アクセルインター□ック 


r バス（幼児車）-才ートドア ★ 

センタードアび開いているとをは、アク 
セルペダルび固定されます。 

★印は グレード等によ0装着の有無び異なります。 
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L 

. — 巧ァ ドバィス - 

ドアび開いているとをに、アクセルペダル 
を踏まないでください。また、アクセルぺ 
ダルを踏んでいるときに、ドアの開閉をし 
ないでください。アクセルインター□ツク 
装置の故障の原因およびI」ンク系の故障の 
原因にな0ます。 


トランク 


A 警告 



♦トランクに人を絶対にのせないで<だ 
さい。急ブレーキをかけたとさや衝突 
したときなどに、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死亡につながるおそれ 
びあ0ます。 

♦トランクを開閉するとさは、周囲のま 
全を確か奴、トランクで指などを挟ま 
ないよラ十分にま意してください。重 
大な傷害を受けるおそれげあります。 

♦お子さまにはトランクの開閉操作をさ 
せないでください。閉めるときに手、 
頭、首などを挟んだりして、生命にか 
かわる重大な傷害を受けるおそれびあ 
りち険です。 

♦ トランクの中でお子さまを遊ばせたり 
しないで<ださい。トランクは中から 
開けることびでさません。閉じ込めら 
れると、熱射病などにより、重大な傷 
害におよぶか、最悪の場合死亡につな 
びるおそれがあります。 


A 警告 


♦トランクを開けたまま走行しないでく 
ださい。開けたまま走行すると、トラ 
ンクび車外のをのなどに当たり、思わ 
说事故につなびるおそれびあり危険で 
す。また、排気ガスび車内に侵入し、 
重大な健康障害におよぶか、最悪の場 
合死亡につなびるおそれびあります。 
走行する前に、必ずトランクが閉まっ 
ていることを確認してください。 

♦強風時の開閉には十分を意してくださ 
し、トランクび風にあおられて勢いよ 
<開いたり閉じたりするおそれびあり 
危険です。 

♦トランクを開ける前に、トランク表面 
の重量物（雪など）を取り除いてくだ 
さい。開いたあとに、重みでトランク 
び突然開じるおそれびあります。 
♦トランクび全開状態で静止しているこ 
とを確認してか5使用してくださし、。 
半開状態で使用すると、トランクび突 
然閉じてけがをするおそれびあります。 
とくに傾斜地では開いたあとにトラン 
クび閉じる場含びあり危険でず。 

♦傾斜地では平坦な場所よ0わトランク 
の開閉びしにくくなる場含びあります。 
また、急にトランクげ開いた0閉じた 
りするおそれびあります。指などを挟 
まないよラ十分を意してください。 

♦走巧前にトランクを軽くゆさぶり、確 
実に□ックされていることを確認して 
<ださい。 

トランクび確実に閉まっていないと、 
走行中にトランクび突然開さ、思わ城 
事故につながるおそれびあり危険でず。 
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. — 6' ァドバィス - 

♦盗難を防ぐため、トランク内に貴重品を 
置かないよラにしましょラ。 

♦ビニール片-ステッカー-粘着材などの 
異物びステーの□ッド部（伸縮部）に付 
着しないようにしてください。また、繊 
維などの付着を防止ずるため、□ッド部 
を軍手などで触れないでください。異物 
び付着すると、ステーび円滑に動かなく 
なったり、開けたとさ保持力び損なわれ 
るおそれびあ0ます。 



♦ステーに手をかけた0、横方向に力をか 
けた0しないで<ださい。ステーび巧び 
0、トランクび開閉でさな<なるおそれ 
びあります。 


■キーを使っての施錠と解錠 

キーを左側にまわすと施錠、ち側にまわ 
すと解錠されます。 



■ ドアの開閉 

•開けるとさは、八ンドルをちにまねし 
て、トランクを持ち上げます。 



•閉めるとさは、トランクを押して閉め 
よす 0 


■トランクロ ★ 

トランクを開けると、トランク灯が点灯 
します。 

I" 

/—が ァドバィス ->1 

エンジンを停止しているときは、トランク 
を長時間開けたままにしないでください。 
バッテ U —あびりを起こすおそれびありま 
す。 

L ゾ 


★印は グレード等により装着のち無が異なります。 
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観音扉ドア 


■キーを使っての施錠と解錠 

キーを左側にまわすと施錠、ち側にまわ 
すと解錠されます。 



■□ックレノ V —での施錠と解錠 

□ックレバーを前ちに押し込むと施錠 
し、後ちに引さ出すと解錠されます。 


■キーを使わずに施錠ずるには 

ち側ドアを閉めてから、左側ドアの□ッ 
クレバーを施錠側にして、ドア八ンドル 
を引き上げたままドアを閉めます。 


□ックレバー 



■ち側ドアの開閉 

•開けるとさは、ドアレバーを引さます。 
•閉めるとさは、そのまま閉めます。 



A 警告 


♦バックドアを閉めるとさは、周囲の安 
全を確かめ、バックドアで指などを挟 
まないように十分ま意してくださし、。 
重大な傷害を受けるおそれびありを険 
でず。 



♦おテさまにはバックドアの開閉操作を 
させないでください。開奴るとさに手、 
頭、首などを挟んだりして、重大な傷 
害を受けるおそれびあ0危険です。 
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A 警告 


♦走行前にバックドアを軽くゆさぶ0、 
確実に□ックされていることを確認し 
て < ださい。 

バックドアび確実に閉まっていないと、 
走行中にバックドアが突然開き、思わ 
说事故につなびるおそれびあり危険で 
す。 

♦バックドアを開けたまま走行しないで 
ください。開けたまま走行すると、パ' 
ックドアび車がのわのなどに当た0、 
思わ说事故につながるおそれがあ〇危 
険です。また、排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれがあ0ま 
す。走行する前に、必ずバックドアび 
閉まっていることを確認してくださし、。 

♦傾斜地では、平坦な場所よりちドアの 
開閉びしに<かった0、急に開閉して 
しまう場含げあ0ます。指などを挟ま 
ないよラ十分ま意してください。 

♦強風時の開閉には十分を意してくださ 
し)。バックドアび風にあお日れて勢い 
よ < 開いた0閉じた0するおそれびあ 
り危険でず。 

♦バックドアが全開で静止していること 
を確認してください。とくに傾斜地で 
は急にバックドアび閉じるおそれびあ 
り盾;険です。 

♦バックドアを開けて駐停車するときは、 
車両後方に停止表示板または停止表示 
灯を置いてください。バックドアを開 
いていると非常点滅灯などび見えなく 
なるため、思わ姑事故につながるおそ 
れびあります。 


■バックドアオープンストッパー 

左ちのステーをノ くンノ く一上部のステー巧 
に差し込んでバックドアを固定します。 



■巧りたたみ式バックステップ ★ 

使用するとさはレバーを左に動かし、ス 
テツプを手前に倒します。 



参折りたたむときは、ステップを持ち上 
げ、 レバーを ちに動かします。 

•走行中はステップを折りたたんでおい 
て < ださい。 


★印は グレー ド等によ 0 装着の有無が異なります。 
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非常ドア 


■車内からのドアの開閉 

の力；く一を手前に弓 I いてはずします。 
•エンジンスイッチび " ON " の位置 
のとさ運転席のブヴーび鳴ります。 

回レバーを下に動かずとドアび開きま 
す。 



■車外か5のドアの開閉 

の透明プラスチック板を破りまず。 
♦エンジンスイッチび " ON " の位置 
のとさ運転席のブヴーび鳴りまず。 

回レバーを下に動かすとドアび開きま 
す。 



A 警告 


♦バックドアを閉めるとさは、周囲の安 
全を確かめ、バックドアで指などを挟 
まないよラに十分ま意してくださし、。 
重大な傷害を受けるおそれびあり危険 
です。 



♦おテさまにはバックドアの開閉操作を 
させないでください。開奴るとさに手、 
頭、首などを挟んだりして、重大な傷 
害を受けるおそれびあ0危険です。 

♦走行前にバックドアを軽くゆさぶり、 
確実に□ックされていることを確認し 
て < ださい。 

バックドアび確実に閉まっていないと、 
走行中にバックドアが突然開き、思わ 
说事故につながるおそれびあり危険で 
す。 

♦バックドアを開けたまま走行しないで 
ください。開けたまま走巧すると、バ 
ックドアび車がのものなどに当たり、 
思わ说事故につなびるおそれがあ〇危 
険です。また、排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害におよぶか、最悪 
の場合死亡につなびるおそれがあ0ま 
す。走行する前に、必ずバックドアび 
閉まってし、ることを確認してくださし、。 
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A 警告 


♦傾斜地では、平坦な場所よりもドアの 
開閉びしに<かった0、急に開閉して 
しまう場合があります。指などを挟ま 
ないよラ十分ま意してください。 

♦強風時の開閉には十分ま意してくださ 
し)。バックドアび風にあお!5れて勢い 
よ < 開いた0閉じた0するおそれびお 
り盾;険です。 

♦バックドアげ全開で静止していること 
を確認してください。とくに傾斜地で 
は急にバックドアび閉じるおそれびあ 
りを険でず。 

♦おテさまをバックドアか5柔りお0さ 
せるとさは、必ず保護者の人が付さ添 
ってください。乗りおりずる位置び高 
いため、足を踏みはずし、けがをずる 
おそれびあります。 

♦バックドアを開けて駐停車するときは、 
車両後方に停止表示板または停止表示 
灯を置いてください。バックドアを開 
いていると非常点滅巧などび見えなく 
なるため、思わ城事故につながるおそ 
れびあります。 


ウインドウガラス 


ツマ-を押したまま、スライドさせます 
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歷料捕給口） 


A 警告 



フユーエルリツドオープナー 


r ディーゼル車1 

•フユーエル U ッド（燃料補給口）は助 
手席側後ちにあります。 

•フュー エル U ッ ドオープナーを 引くと 
開をます。 

♦燃料タンク容量は約 9 已 L です。 

A 警告 


参フュー エル IJ ッ ド、 フューエルキヤッ 
プを開けるなど給油操作を行5前に、 
車体などの金属部分に触れて体の静電 
気除去を行ってください。体に静電気 
を帯びていると、放電による火花で燃 
料に引义ずる場合びあ0、やけどをず 
るおそれびあります。 


A 警告 


♦フューエルキャップを開ける場含は、 
必ずキャップのツマ S 部分を持ち、 
ゆっ < りと開けて<ださい。 

気温び高いとをなどに、燃料タンク 
内の圧力び高くなっていると、給油 
□か!5燃料び吹さ返すおそれびあり 
まず。 

フューエルキャップをかしゆるめた 
ときに"シュ ー" という音びする場 
合は、それ！; LL 開けないでください。 
その音が止まってか5ゆっくり開け 
て < ださい。 

•給油中、再び車内のシートに戻ったり、 
帯電している人や物に触れないでくだ 
さい。（再帯電することびあります。） 

•給油□には静電気除まを巧ったかた政 
がの人を近づけないでください。 

•給油ずるとさは給油□にノズルを確実 
に挿入してください。ノズルを浮かし 
て継ぎ足し給油を行ラと、オートスト 
ップび作動せず、燃料びこぼれる場含 
があります。 

•給油終了後、フューエルキャップを開 
める場合、"カチッ"と音びするまで 
ちにまわし、確実に閉まっていること 
を確認してください。 

♦車に合ったトヨタ純正のフューエルキ 
ャップ1；(がは使用しないでくださし、。 

♦その他、ガソ U ンスタンド巧に掲示さ 
れているま意事項を守ってください。 
正常に給油でさない場合は、スタンド 
の係員を呼んで指示にしたびってくだ 
さい。 

•給油時に、気化した燃料を吸わないよ 
ラにしてください。燃料の成分には、 
有書物質を含んでいるをのわあ0ます 
ので、ごミ主意< ださし、。 
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LPG 車 


ボンベのフタ 



•フューエル U ッド（燃料補給口）は運 
転席側側面にあります。 

•フュー エル U ッ ドオープナーを 引<と 
開さます。 

•燃料タンク容量は約122 L です。 

• L P オートガスを補給してください。 


■燃料補給について 

A 警告 


LP 才ートガス補給は、 LPG スタンド 
の係員におまかせ < ださい。 

また、 LP オートガス補給時は 、 LPG 
スタンド指定の場所政がで火気を取り扱 
わないでください。引火するおそれびあり 
危険です。 


• - &ム ァ iJ 識 - 

♦ LP オートガスは「高圧ガス保安法」の 
適用を受けますので、車両の所有者とボ 
ンベの所有者び異なる場合は、ボンベに 
容器の所有ち表示び義務づけ5れていま 
す。 

♦ LP オートガスは「高圧ガス保安法」の 
適用を受けますので、ボンべおよびバル 
ブには定期的な検査び義務づけ5れてし、 
ます。詳しくはトヨタ販売闻こご相談く 
ださい。 


丘]エンジンスイッチを "LOCK " 
の位置にしまず。 

回フューエルリッドオープナーを引い 
てフューエル I 」ッドを開けます。 

团補給口のビニールキャップをはずし 
ます。 
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团運転席側側面 I こあるボンベのフタを開 
けて、燃料取り出しバルブ(赤色）を 
ちにいっぱいまでまわして閉め、燃料 
充てんバルブ彼色）を左にいっぱい 
までまねして開けます。 



• — 知識 - 

保安基準により、タンク容量の85%び 
最大充てん量となりまず。 


■燃料呈十 

夕+周の数字びボンべ内の燃料容量を％ 
表示で表わします。 



固燃料充てんバルブ(灰色）をちにいっ 
ぱいまでまわして閉め、燃料取り出 
しバルブ（赤色）を左にいっぱいま 
でまわして開けてボンベのフタを閉 
めます。 

巧 ] L P オートガス充てんガンをはずし、 
補給□にビニールキャップを取りつ 
けます。 

团フユーエル U ッドを閉めます。 
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エンジジ点検 □ 


前部 

■開けるとさは 

圧!フ□アマット付き車は、フ□アマッ 
卜をめ <D ます。 

回ツマミを左にまねして□ックをはず 
し、エンジンカバーを左に動かして、 
金具をフックからはずします。 

■閉めるとさは 



してお実に固定します。 

参確実に固定されたことを確認してくだ 
さい。 


後部 

■開けるとさは 

圧!フ□アマット付さ車は、フロアマッ 
卜をめくりまず。 

回レバー (2 力所）を引いて、エンジ 
ンカバーを持ち上げ、金具をフック 
からはずします。 



■閉めるとさは 

金具をフックにかけ、エンジンカバーを 
おろし、レバー (2 力所）を押します。 
♦確実に固定されたことをお認してくだ 
さい。 


















る部の調整 


3.操作装置 


八ンドル 


チルト&テレスコピックステアリング 

レバーを引さ上げ、八ンドルを上下前穫 
に動かし適切な位置にして、レバーを押 
し下げれば固定されます。 



A 警告 


♦走巧中は八ンドル位置の調整をしない 
で<ださい。運転を誤り思わ城事故の 
原因となって重大な傷害を受けるおそ 
れびあり危険です。 

♦八ンドル位置を調整したあとは、確実 
に固定されていることを確認してくだ 
さい。固定が不十分だと八ンドル位置 
び突然かわり思わ城事故の原因となっ 
て重大な傷害を受けるおそれがあ0ち 
険です。 


インナー S ラー ★ 


A 警告 


走行中は5ラーの調整をしないでくださ 
い。運転を誤 D 思わめ事巧につなびるお 
それびあ0ます。 


鏡面角度調壁のしかた 

■電動リモコンインナ ー S ラーを除く 

手で調整します。調整したあとは、をち 
お認び十分でさるか確認してください。 

■電動リモコンインナ ー S ラー 

エンジン スイッチび " A 巳 C " または" 
ON " の位置のとさ使用できます。 

己]メインスイッチをち側 （ IN ) に動 
かします。 

回位置調整スイッチで5ラーの角度を 
調整します。 


メインスイッチ 



★印は グレード等により装着のち無び異なります。 
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アウターミラー 


A 警告 

走行中は5ラーの調整をしないでくださ 
い。運転を誤り思わめ事巧につなびるお 
それびあ0ます。 


鏡面角度調壁のしかた 

■運転席側および助手席側 ミう一 
(電動格納式を除く） 

アウターミラー全体を手で調整します。 

調整したあとは、達転席にすわり、アウ 

ター S ラーで後ち確認び十分できるかお 

認してください。 

■助手席側ミラー(電動格納式） 

エンジンスイッチび " A 巳 C " または" 

ON " の位置のとを使巧でをます。 

己]メインスイッチを左側（電動 U モコ 
ンインナーミラー付き車は0 U T 、 
電動リモコンインナー5ラー付き車 
じ(外は ON ) に動かします。 

回位置調整スイッチで5ラーの角度を 
調整しまず。 

•電動 I 」モコンインナー S ラー付さ車しソ 
がは、調整したあと、メインスイッ 
チをち側 （ OFF ) にちどします。 


電動 リモコンインナーミラー付を車 


メインスイッチ 




ニフ— ヒ—夕 

寒を地仕様車 


エンジンスイッチび " ON " の位置の 
とさに U ヤウインドウデフォッガースイ 
ッチ （10 己ページ参照）を巧すと 、 U 
ヤウインドウガラスの曇りを取るのと同 
時に、アウター S ラーの鏡面を暖めて、 
霜、露、雨滴などを取り除さます。 
スイッチを押ずと、約1已分間作動しま 
ず。ちラー度巧ずと、作動を停止します。 
♦作動中は作動表示なび点打します。 
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アウター三ラーの格納.復帰 

■助手席側ミラー(手動格納式） 

5ラーを手で車両前ち、または後ちに倒 
して格納します。 



♦ S ラーをちどずとさは、運転席側は 
R •助手席側は L の位置にマークを合 
わせて < ださい。 


マー ク 



A 警告 


5ラーを倒したまま走行しないでくださ 
い。云ラーによる後方確認びできず事故 
につなびるおそれびありまず。 


■助手席側三ラー（電動格納式） 

エンジンスイッチび " A 己 C " または" 
ON " の位置のとを使用でをます。 

S ラーを車両前ちに倒して格納すること 
びでさまず。 

格納スイッチを押すごとに格納と復帰を 
繰り返します。 

参手で5ラーを車両後ちに倒して格納し 
たとさも、スイッチを押すと、車両前 
ちに倒して格納されます。 

♦手動で操作ずることをでさまず。 


電動リモコンインナ ー S ラー付を車 




A ミち意 


ミラーび動いているときは手を触れたりし 
ないでください。手を挟んでけびをした0、 
S ラーの故障などの原因になるおそれがあ 
0ます。 
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メーター、表示な、警告なの見方 


メーター 


ディーゼル車] 


③④ ①⑨ 



LPG 車 


③④ ①⑨ 



① スピードメーター 

車両の走行速度をおします。 


@ タコメーター 

毎分のエンジン回転数を示します。 


—6 •ァド バィス - 

指針びレッドゾーン（エンジンの許容回転 
数を越えている範囲）にはいらないよラに 
運転してください。指針びレッドゾーンに 
はいる運転を続けるとエンジンなどに悪影 
響をおよぼし、損傷するおそれびあります。 
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③ 燃料計 

燃料残量をおします。 

燃料補給後、指示が安定するまでかし時 
間がかか0ます。 



燃料タンク容量 （ L ) 

ディーゼル車 

95 

L PG き 

122 


' - ^ス □識 - 

♦坂道やカーブなどでは、タンク内の燃料 
び移動するため、指針び振れることがあ 
0ます。 

♦エンジンスイッチび"日 N " の位置の 
まま燃料を補給すると、正しい燃料残量 
び表示でさません。燃料補給時には、安 
全のためにちエンジンは必ず止めてくだ 
さい。 


® 水温計 

エンジンスイッチが"日 N " のとさ、 
エンジン冷却水の温度をおします。 

I 

/—の' ァドバィス -^ 

指針び H のレッドゾーンにはいったとを 
は、オーバーヒートのおそれびあ0ます。 
ただちに安全な場所に停車し、244ぺ一 

ジの 「オーバーヒートしたとさは」 にした 

びって処置をしてください。 


( D オドメーター/トリップメーター 

エンジンスイッチが"日 N " のとさ、 
表示されます。 

B オドメーター 

走行した総距離を km の単位でおします。 
■トリップ メーター 

2種類の区間距離（卜 U ップ A 、 トリッ 
プ B ) を km の単位でおします。 

. —おァ ドバィス -^ 

バッテリーとの接続び断たれたとさは、卜 
U ップメーターは0になります。 


® 表示切り替え&トリップメーターリセ 
ットボタン/メーター照度調整ボタン 

■表示切り替え機能 

エンジンスイッチび ‘‘ ON ’’のとさ、 
ボタンを押ずごとになのよラに表示び切 
り替わります。 

オドメーター- 

i 

卜 U ップ メータ ー A 

i 

卜 U ップメーター目 

i 

メーター照度調整表示* — 

去ライトスイッチび ON のときに表示 
■トリップメーターリセット 機能 
卜 I 」ップ A 、 または卜 U ップ B の I 」セッ 
卜したいちを表示させたまま、ボタンを 
押し続けると0にちどります。 
■メーター 照度調整機能 
メーター照度調整の表示中にボタンを押 
し続けると照度を4段階に調整できまず。 
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表示。、警告!口 


ディーゼル （4 輪エアサスペンション装着車を除 <) 


⑩⑩⑩ ® ④① ①⑥⑦③⑨ 



ディーゼル （4 輪エアサスペンション装着車) 


⑩⑩⑩ ® ④① ①⑥⑦⑩③⑨ 
















































3 .操作装置 


LPG 車 


⑩ ® ① ①③⑨ 



■表示'灯 

©ち向指示表示灯 

② フォグランプ表示な 

③ へッ ドランプ上向を表示な 
@予熱表示な 

® 排気ブレーキ作動表示灯 
® 電動格納式補助ステップ表示な 
⑦オーバードライブ0 F F 表示な 
® 排出ガスミき化装置表示灯 
©オートドア自動/手動切替表示な 
フオグランプ断線確認な 


■警告‘口 

⑩充電警告な 
⑩ミ由圧警告な 
返)ミ由量警告な 
⑩エンジン警告な 

(g ブレーキ警告なくキューム警告灯 
®A 目 S 警告な 
⑩燃料' 水分離器水位警告な 
⑩エアサス作動警告な 
⑩燃料残量警告な 
⑩センタードア開放警告な 
@運転席シートベルト警告灯 


図はすべてのグレード-エンジン等における表示灯-警告灯を掲載しています。 
実際のお車に設定される表示な-警告なはグレード-エンジン等により異なります。 
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©方向指示表示な =ク 今 


方向指示灯、非常点滅灯を作動させると 
扁滅します。 

—おァ ドバィス - - 

点滅び異南に速くなったとさは、方向指示 
巧の電球切れびちえられまず。方向指示な 
び点滅ずるか確認してください。 



を 0 

② フォグランプ表示な 


フォグランプ装着車 

D 位置にず 
参照） 

フォグランプスイッチを ONC 
ると点巧しまず。 （103 ぺージ 

③へッ ドランプ 

上向き表示な 

ID 

へッドランプを上向きにすると片 

肋しまず。 

④予熱表示口 


ディーゼル車の寒を地仕様車 

1 

エンジンスイッチを"日 N " の位置に 


すると点なし、予熱プラグの加熱び完了 
すると消なします。 


⑥ が気ブレーキ作!席示り * 
ディーゼル車 1 

排気ブレーキを作動させると点打しま 
ず。（114ページ参照） 


⑥ 電動格納式 

補助ステップ表示な 

STEP 

電動格納式補助ステップ付を車 


電動格納式補助ステップび出' 
に点なします。 （71 ページ参貝 

C いるとさ 
胃） 

(2) オーバー ドライブ 

OF F 表示灯 

0 /D 

OFF 


「ィートマナック車 

オーバードライブを0 F F にすると点な 
しまず。 （12 □ページ参照） 


/—6 ァドバィス - 

オートマチック車で走行中（才ーバードラ 
イブスイッチび ON のとき）オーバードラ 
イブ日 F F 表示灯び点滅したときは、オー 
トマチックトランス S ッシヨンの異常び考 
え5れますのでトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 
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® が出ガスミき化装置 

表示口 



r ディーゼル車 

エンジンスイッチび ‘‘ ON ’’のとさ、 
排出ガス浄化装置スイッチを巧すと点な 
します。をラー度、排出ガス浄化装置ス 
イッチを押ず、またはエンジンを始動し 
たとさにススび一定量堆積していなけれ 
ば消なします。 

エンジンを始動したとを、ススび一定量 
堆積していると点滅しまず。 

参点滅び約10砂で消なすればク I 」一二 
ングモードであることを示し、自動的 
にススの燃焼（再生）処理を行いまず。 
ただし、排出ガスミき化装置スイッチを 
巧して燃焼（再生）処理を行ラことを 
でをます。 

参点滅び約10砂 L ソ上継続しているとさ 
は、排出ガスミき化装置スイッチを巧し 
てススの燃焼（再生）処理び必要であ 
ることを示していまず。詳しくは 
112ページを参照してください。 


©オート ドア自動/手動 

切替表示な 


AUTO OFF 


r 才ートドア装着車 I 

センタードアの横にある切り替えレバー 
(日日ページ参照）、キャンセルスイッチ 
(7 己ぺージ参照）を「手動」にすると点 
灯します。切り替えレバー、キャンセル 
スイッチを「自動」にすると消巧します。 
I 

—化 ァドバィス - 

表示灯び点なしたとさは、他の柔員び誤つ 
て切り替えレバー、キャンセルスイッチを 
「手動」に操作していないか確認してくだ 
さい。 



■ ■ 

⑩ 充電警告口 

- + 



エンジンスイッチを ‘‘ ON ’’の位置に 
すると点なし、エンジンをかけると消な 
します。 


エンジン回輯中、充電系統に異常びある 
と点なします。 

—おァ ドバィス - 

エンジン回転中に点なしたときは、 V ベル 
卜の切れなどび考えられまず。ただちに安 
全な場所に停車し、トヨタ販売店へご連絡 
ください。 


⑩ 油圧警告。 


エンジンスイッチを ‘‘ ON " の位置に 
すると点なし、エンジンをかけると消灯 
しまず。 

エンジン回転中、エンジン内部を酒滑し 
ているオイルの圧力に異常びあると点灯 
しまず。 

オイル量の点検はオイルレベルゲージにより 
行ってください。 

•ディーゼル車の点検ち法は 188 ペー 
ジ、 L PG 車の点検方法については 

「メンテナンスノート」を参照してくだ 
さい。 

お アドパィス - 

エンジン回転中に点灯したときは、ただち 
に安全な場所に停車し、エンジンを止めて、 
エンジンオイル量を点検してください。 
エンジンオイルび減っていないのに点巧し 
ているとをや、エンジンオイルを補給して 
も点灯するときは、トヨタ販売ちへご連絡 
<ださい。 






































3 .操作装置 


喊由量 警告。 



エンジンスイッチを ‘‘ ON " の位置に 


ずると点なし、エンジンをかけると消な 


しまず。 


エンジン回転中、エンジンのオイル量び 
かなくなると点なします。 


/— 6 ァドバィス - 

警告灯び点灯したときは、すみやかにエン 
ジンオイル量を点検し、オイルを補給して 
ください。点巧したまま走行をつづけると、 
エンジンを損傷するおそれびあります。 
(ディーゼル車の点検-補給ち法は 188 ぺ 
ージ、 L P G 車の点検-補給ちまについて 
は 「メンテナンスノート J を参照してくだ 
さい。） 


’ - 知識 - 

坂道など車両び大きく傾いた場含やカーブ 
などではエンジン内のオイルび移動するた 
め警苦巧び点巧することびあります。 


® エンジン警告口 コ〇 

エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点灯し、エンジンをかけると消灯 
します。 

エンジン回転中、エンジン電子制御シス 
テム、またはオートマチックトランス S 
ッシヨン電子制御システム〔オートマチ 
ック車）に異常があると点灯します。 


e — @ ァ ドバィス - 

エンジン回転中に点灯したときは、ただち 
にトヨタ販売店で点検を受けてください。 


⑩ ブレーキ 警告な/ // T \\ 

バキューム 警告な- ブザ ー I り、^ノ 

■ブレーキ 警告な 
ABS 装着車を原口 

エンジンスイッチび " ON " の位置で 
次のよラな場合に点なします。 
♦パーキングブレーキをかけたままのと 
さ 

♦ブレーキ液び不足しているとさ 
♦ブレーキシステムに異常びあるとき 

ABS 装着車 

エンジンスイッチび " ON " の位置で 
次のよラな場合に点なしまず。 

参パーキングブレーキをかけたままのと 
さ 

参ブレーキ液び不足しているとき 
•ブレーキシステムに異常びあるとを 
また、 L ソ下の状態のとさは、エンジン 
スイッチを " ON " の位置にすると点 
灯し、数秒後に消なします。 
♦パーキングブレーキび解除されている 
とさ 

♦ブレーキ液び不足していないとき 
その後、ブレーキ油圧増圧機能に異常び 
あると点なします。 

A 警告 


警告灯が次のよラになったときは、ただ 
ちに安全な場所に停車してトヨタ販売店 
へご連絡ください。 

♦エンジン回転中にパーキングブレーキ 
を解除しても、ブレーキ液を補給して 
も点灯したままのとを 
この場合、ブレーキの効きび悪くなり、 
制動距離げ長くなるおそれびあります。 
効きび悪いときはブレーキペダルを強く 
踏み続けてください。 
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■バキューム警告な-ブザー 

エンジン回転中、バキュームタンク内の 
負圧びほ下すると点灯し、警告ブヴーび 
鳴りまず。 

ブヴーは車両を停車して、パーキングブ 
レーキレノ（一を引くと止まります。 


■パーキングブレーキ未解除 

警化ブザ_ 

パーキングブレーキを解除しないまま車 
まび約已 km / h じ(上になると警告ブヴー 
び鳴ります。ブヴーは、パーキングブレ 
ーキレノ（一を解除すると止まります。 


A 警告 

警告なび点なし、ブヴーび鳴つたときは、 
絶対に走行しないで<ださい。ブレーキ 
び十分効かないためをおでず。 


A 江意 _ 

♦エンジン回転中に点灯し、ブヴーび鳴つ 
たとさはただちに安全な場所に停車さ 
せ、エンジンをアイドル回転させて警告 
巧び消灯するまで、負圧を上昇させてく 
ださい。 

この場合、ブレーキの効さが悪くなり、 
制動距離び長くなるおそれがあります。 
効さび悪いとさはブレーキペダルを強く 
踏み続けてください。 

♦アイドル回転させてち消灯しないとを 
は、ただちにトヨタ販売店にご連絡くだ 
さし、。 


， - 知識 - 

♦エンジン始動時、約2日秒間警告灯び点 
灯することびありますび、その懐消灯す 
れば異常ではありません。 

♦繰り返しブレーキペダルを踏むと警告巧 
び点口し、警告ブヴーび鳴ることがあ0 
ますび、数秒後に消えれば異常ではあ0 
ません。 


A ミち意 

ブヴーび鳴ったとをはすみやかに停車して 
パーキングプレーキを解除してください。パ 
ーキングブレーキをかけたまま走行すると、 
ブレーキ部品び早く磨耗したりブレーキが 
過熱し効きび悪くなるおそれびあります。 


® ABS 警告口 コ (©) 

ABS 装着車| - 

参エンジンスイッチを " ON " の位置 
にずると点灯し、数秒後に消なします。 
その後、 ABS システムに異常びある 
と点なします。 

参警告灯び点なしているとさは 、 ABS 
は作動しませんび、通常のブレーキと 
しての性能は確なされています。 

参警告灯び点なしているとさは 、 ABS 
び作動しないため急ブレーキ時やすべ 
りやすい路面でのブレーキ時には、夕 
イヤび□ックすることびあります。 

(日〇ページ参照） 

—6 •ァ ドバィス - 

警告'なび次のようになったときは、システ 
ムの異常び考え5れますので、トヨタ販売 
店で点検を受けてください。 

♦エンジンスイッチを"日 N " の位置に 
してち点灯しないとを。 

♦エンジンスイッチび"日 N " の位置で 
点'なしたまま消灯しないとき、または走 
行中点灯したままのとさ。 

なお、走行中に点灯してを、その棲消灯す 
れば異常ではあ0ません。ただし、同じ現 
象び再度発生した場合は、トヨタ販売店で 
点検を受けてください。 

しゾ 
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饭 燃料.水分離器水位 

警告な 


r ディーゼル車 I 

エンジンスイッチを ‘‘ ON " の位置に 
ずると点なし、エンジンをかけると消な 
しまず。 

エンジン回転中、燃料-水分離器内に規 
定レベルけ上の水びたまると点なしま 
す。 

/—おァ ドバィス - X 

点灯したまま走巧を続けないでください。 
噴射ポンプび焼さつさエンジンを損傷する 
おそれびあ0ます。点灯したとさは、すみ 
やかに排かしてください。 （190 ページ参 

昭） 


{© エアサス作動警告な 



4輪エアサスペンシヨン装着車 


エンジンスイッチを"日 N " の位置に 
すると点滅し、数秒後に消灯します。 
エンジン回転中、4輪エアサスペンシヨ 
ンシステムに異常があると点滅します。 

A ミち意 _ 

駐停車するときは、ルーフと建物などとの 
すさ間には十分ミち意してください。人の乗 
りおりや荷物の積みおろしなどで車高が変 
化し、ルーフを建物などにぶつけるおそれ 
びあ0ます。 


I 

/—が ァドバィス - 

エンジン回転中に点滅したとさは、装置の 
異常び考え5れます。ただちにトヨタ販売 
店で点検を受けてください。 




® 燃料残量警告打 
L ディーゼル車」 


曲 


エンジンスイッチが"日 N " の位置の 
とさ残量が約] 4 L 政下になると点口し 


ます。 


点灯したとさは、すみやかに燃料を補給 
して < ださい。 


• — Ai ァ lI 識 - 

坂道やカーブなどではタンク内の燃料び移 
動するため警告灯び早めに点灯することが 
おります。 































3 .操作装置 




⑩ センタードア開放警告な 




センタードアが確実に閉まっていないと 
点灯します。 


A 警告 


警告なび点なしたまま走行しないでくだ 
さい。センタードアび確実に閉まってい 
ないため、走行中にセンタードアび開き 
思わめ事故につなびるおそれびあ0ます。 




@ 運転席シートベルト 

る 

非着用警告な 


エンジンスイッチび " ON " の位置の 
とを運転席シートベルトを着用していな 
いと点滅します。 

ただちにシートベルトを着用してくださ 
しんエンジンスイッチび ‘‘ ON ”のと 
さ運転席シートベルトを着用していない 
と点滅します。ただちにシートベルトを 
着用してください。 

■運転席シートベルト非着用 

藝化ブザ_ 

警告なび点滅している状態で、車まび約 
20 km / hl ； ■(上になると、断続音び約 
120秒間鳴ります。（ブヴーび鳴りはじ 
めてから、約30砂をにブヴーの音びを 
ねります。 

♦シートベルトを装着ずると消音しま 
ず。 


⑩ フォグランプ 

-か- 

断線確認な ★ 

が 


フォグランプ断線検巧スイッチの L (左 
側）または R (ち側）を巧したとさに、 
フォグランプの電球び断線していない場 
合に薄く点なします。 （103 ページ参照） 

A ミち意 _ 

断線検巧スイッチを操作してわ確認灯が点 
巧しない場含は、フォグランプの電球が断 
線しているおそれびあります。 

すみやかにフォグランプの電球を新品と交 
換してください。に08ページ参照） 


★印は グレード等により装着のち無び異なります。 
























100 五操作装置 


視界の瞄呆 


ライトス イツ 


エンジンスイッチの位置に関ななく点 
な-消灯でさます。 



ツマミをまわすと ON ①、 ON ⑨の位置 
で、下表〇印のランプび点なします。 


ツマ5の位置 

① 

② 

へッドランプ 

一 

〇 

車幅な、尾な 

〇 

〇 

番号な 

〇 

〇 

方 ー ター 照明 

〇 

〇 

U ヤホイール灯※ 

〇 

〇 


《 U ヤホイールな付さ車 


■へッドランプを上向きに切り替え 
るには 

•ライトスイッチび ON ⑨の位置のとき 
レバーを前ちに押します。 

•ライトスイッチび0 F F の位置でも 
レバーを手前に引いている間、 へッ 
ドランプの上向きび点なします。 

参へッドランプび上向をのとさは、メー 
夕一内のへ ッ ドランプ上向さ表示灯び 
点灯します。 

• - 知識 - ' 

完全に充電されたバッテ U —でち、エンジ 
ンを停止した状態で長時間ライト類を点な 
すると、バッテリーあびりの原因とな0ま 
す。 


■ランプオートカットシステム ★ 

•ライトスイッチが日 N の位置のままエ 
ンジンを止め、運転席側ドアを開ける 
と自動的に消むします。 

•次のいずれかの操作をすると再び点口 
します。 

•エンジンスイッチを"日 N " の位 
置にする。 

•ライトスイッチを日 F F の位置に 
し、もラー度日 N の位置にする。 
(この塌合ドアを開けてもライトは 
消灯しません。） 


★印は グレード等によ0装着の有無が異なります。 
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へッドランプレべリング調壁ダイヤル 


4輪エアサスペンション装着車を除く I 



へッドランプ（□-ビーム）び点なしているとさに使用でをます。 

ダイヤルをまわすと、へッドランプの光軸（光の照日す方向）を下向さに調 
整でさます。 

参通常は0 (ゼ □) の位置（光軸び一ま上向を）で使用しまず。 

♦荷物や人をのせることにより車両前面び上を向いて、へッドランプの照らす範囲 
びいつちとちびラ（いつちより上向をになつている）とをに、ダイヤルをまわし 
てへッドランプの光を下向さにしまず。 

荷物や人をおろしたあとには、おずダイヤルを0 (ゼロ）の位置にもどしておいて 
<ださい。 

<ダイヤル位置の目ま> 


乗員や荷台の積載状況 

ダイヤル 

位置 

運転席のみ乗車時 

0 




下記が 

1 

運転席のみ乗車時で 
かつ最大積載時 

バス 

□ングボディ車 

幼児車かつノ '^イルーフかつ M T 車 



幼児車かつ標準ルーフかつ A T 車 

2 


標準ボディ車 



バン 

3 
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• — 知識 - 

♦車検などで光軸調整をするときは、ダイヤルを日（ゼ □) の位置（一番上向さの位置） 
にしてか5行ってくださし、。 

♦光軸調整時にダイヤル位置が0 (ゼロ）のときの光軸基準を示す数値び、ヘッドランプ下 
に刻印してあります。 



方向指示レバー 



エンジンスイッチが"日 N " の位置のとさ使用でさまず。 

レバーを上または下へ操作すると、左またはち側のち向指お灯が点滅します。 

♦六 ー ター内の方向指示表示灯ち点滅します。 

レバーは八ンドルをちどすと自動的にもどります。もどらないときは、手でちどし 
て < ださい。 


/— in ァ ドバィス - 

点滅び異常に速くなったとさは、方向指示灯の電球切れび考え5れます。方向指示灯び点滅 
するか確認してください。 


































3 .操作装置 


フォグランプスイツチ* ■ フォグランプ断線燃!]スイツチ* 


ライトスイッチび ON ①、 ON ⑨の位置 
のとさ使用でをます。 

ツマ S を0 N の位置にまわすと点灯し、 
OF F の位置にまわすと消灯します。 



フォグランプスイッチを ON にしてちフ 
ォグランプび点なしない場合、検知スイ 
ッチ （L [左側]または R [ち側])を 
押します。 

•フォグランプの電球び断線している場 
合は、検巧スイッチを押してをフォグ 
ランプ断線確認巧は不なのままです。 

(99ぺ_ご;参阻） 

•フォグランプの電球び断線していない 
場合は、検巧スイッチを押している間 
フオグランプ断線確認打び薄く点なし 
まず。 



. — 知战 - 

参片側の電球び断線した場合でち、左ちと 
もにフォグランプび消なしてしまいま 
す。電球を新品と交おする前に、フォグ 
ランプ断線検巧スイッチを巧して、左ち 
どち5のフォグランプの電球び断線して 
いるかを確認してください。 

参フォグランプの電球び断線していてち、 
フォグランプスイッチを ON の位置にま 
わすとメーター内のフォグランプ表示打 
は点打しまず。 （94 ぺージ参照） 


A ま意 _ 

断線検巧スイツチを操作してち確認好び点 
なしない場合は、フォグランプの電球び断 
線しているおそれびあ0ます。 （99 ページ 
参照）ずみやかにフォグランプの電球を新 
品と交換してください。 （208 ページ参勵 


★印は グレード等によ0装着の有無び異な0ます。 
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ワイパー&ウォッシャースイッチ 


エンジンスイッチび " ON ”の位置のとさ使用でさます。 


_フ□ント 

■ワイパーの使い方 
L 閣夕時間調整式ワイバー 


■ウォツシャー液の噴射方法 

レノ（一先端のスイツチを押します。 
•間欠時間調整式ワイバーは、ワイパー 
び乙〜3回作動します。 


レバーを操作すると、下のよラに作動し 
ます。 

♦間欠作動のとをツマ S をまわすと、間 
欠時間を約2〜1 ] 砂の間で調整でを 
ます。 



個タワィパー 

レバーを操作すると、下のよラに作動し 
まず。 



A 警告 


寒冷時はガラスび暖まるまでウォッシャ 
一液を使用しないでください。 

ウォッシャー液びフ□ン ト ガラスに凍り 
つを視界不良をおこすおそれびあります。 


11ャ女 


■ワイパーの使い方 

ツマ S を図のよラにまわすと作動しま 
す。 


/ウォッシャー液噴射 



■ゥォッシャー液の噴射方法 

参イ氏连作動中にゥォッシャー液を噴射さ 
せるときは0 N の位置から上の固側 
にまわします。 

参ツマ S を 0 F F の位置から下の白 3 側 
にまわすとウオッシャー液び噴射され 
ます。 


★印は グレード等によ0装着の有無び異なります。 
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L 

. — 巧ァ ドバィス - 

♦ガラスび凍結しているとをや長時間ワイ 
パーを使用しなかったとさは、ワイパー 
ゴムびガラスに張りついていないことを 
確認してください。ガラスに張0つし、た 
まま作動させるとワイパーゴムを損傷す 
るおそれびあ0ます。 

♦必ずウォッシャー液を噴射してか5ワイ 
パーを作動させてください。ガラスび乾 
いているとさにワイパーを作動させると 
ガラスを傷つけるおそれびあります。 

♦ウォッシャー液び出ないとを、ウォッ 
シャースイッチを操作し続けるとポンプ 
び故障するおそれびあります。ウォッ 
シャー液量やノズ J レのつまりを点検して 
<ださい。 

♦積雪などにより、ワイパーび途中で止 
まったときは、車を安全な場所に止めて 
ワイパースイッチを日 F F 、 エンジン 
スイッチを "ACC " または "LOG 
K " の位置にし、ワイパーび作動でを 
るよラに積雪などの障害物を取0除いて 
<ださい。 


非常点滅なスイツ 


故障などでやむを得ず、路上駐車する場 
合、他車に知らせるため使用します。 

参スイツチを押すとすべてのち向指示な 
び点滅します。 

•メーター内のち向指示表示なを点滅し 
ます。 

もラー度押すと消灯します。 



• — 知識 - 

ワイバーモーターには、保震機能としてブ 
レー カーを内蔵しています。モーターの負 
担び大をい状況び続いたとをなどには、ブ 
レー カーび作動し、一時的にモーターび止 
まることびあ0ます。 ] 日分ほどすると、 
ブレーカーび復帰して、通常どお0使用で 
さるよラにな0ます。 
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リヤウインドウデフォッガ ー 
(曇り取り）スイッチ* 


リヤガラスを熱線で暖めて曇りを取りま 
す。 

エンジンスイッチび " ON ”の位置の 
とさ使用でさます。 

参スイッチを押すと約！已分間作動しま 
す。をラー度押すと、停止します。 

• 作動中は作動表示灯び点なします。 



• - 知識 - 

参連続して長時間使用ずると、バッテリー 
あび0の原因とな0ます。 

参寒;令化仕様車の場合、スイッチを巧すと、 
5 ラーヒーター （88 ページ 参照）ち同 
時に作動します。 


★印は グレー ド等によ 0 装着の有無び異なります。 
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MEMO 



108 江操作装置 


運面装置 


エンジン（イク’こジシ3ン）スイッチ 



各位置の働き 


LOCK " か5 " ACC ’’ の 
位置にまわずとを 

キーがまわりに<いとさは、八ンドルを 
軽く左ちにまわしながらキーをまわしま 
す。 

■ ‘ ACC " か5 " LOCK " の 
位置にまわずとを 

キーを押しながらまわします。 
オートマチック車は、シフトレバーを© 
の位置にしてからキーを巧しながらまわ 
します。 


キーを巧き差しできる位置。 

キーを 巧くと八ンドルび□ッ 
クされます。 


エンジン停止時、次のもの 
が使巧でをる位置。 

シガレツトライター、電動 U 
モ コン S ラー 


エンジン回 I ち中の位置。 

ディーゼル車の寒;令地仕様 
車では始動時に予熱表示灯 
び点灯します。 

(次ぺージ参照） 


エンジンを始動ずる位置。 


• - 知識 - 

♦エンジン停止時はエンジンスイッチを" 
日 N " または "ACC " の位置のまま 
長時間放置すると、バッテ U —あび0 
の原因となります。 

♦エンジンスイッチを " ON " の位置に 
したとさ、バキューム警告ブザーび鳴る 
ことびありますびエンジンをかけて鳴り 
止めば異常ではありません。 （9 日ページ 
参照） 


LOCK 
(□ック） 


ACC 

(アクがリ ー) 


ON 

(オン) 


START 

(スタート) 
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エンジンのかけ方 


r ディーゼル車 

エンジンをかけるまえに 

のパーキングブレーキをかけているこ 
とを確認します。 

回シフトレバーびマニュアル車は のの 
位置、オートマチック車は©の位置 
にあることを確認します。 

(オートマチック車は ⑩ でも始動でき 
まずび、安全のため©で行ってくだ 
さい。） 

A ミち意 _ 

窓越しなど車がか5のエンジン始動は絶対 
に行わないでください。 

思わ说事故につながるおそれがあ0ますの 
でぶ、ず運転席にずわって行ってください。 


— ft ァドバィス - 

♦約3日秒を限度にエンジンびかかるまで 
エンジンスイッチをまわし続けてくだ 
さい。約3日秒間始動してもかか5ない 
とさは、エンジンスイッチを "ACC " 
の位置にもどし、約20秒上待ってか 
5再始動してください。 

♦予熱表示灯び点巧しているときにエン 
ジンをかけると、バッテ U - の寿命に 
悪影響をおよぼしまず。消灯してか5 
エンジンをかけて < ださし、。 


• — A ム知識 - 

予熱表示灯の点灯時間は、エンジンび;令え 
ていると長くなります。 


エンジンのかけ方 


の運転席にすわり、ブレーキペダルを 
しっかりと踏みます。 

回アクセルペダルを踏まずにエンジン 
スイッチを " START I ’の位置に 
まねし、エンジンを始動します。 

•マニュアル車は、クラッチペダルを 
いっぱいに踏み込んで行います。 

•寒;令地仕様車は、エンジンスイッチ 
を " ACC ”にすると予熱表示な 
(94 ページ参照）び点なします。予熱 
表示なび消なしたらエンジンスイッ 
チを " START " の位置にまわし 
ます。 
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rLPG 車1 

エンジンをかけるまえに 

己]パーキングブレーキをかけているこ 
とをお認しまず。 

回シフト レバーび⑩の 位置にあること 
を確認します。 

团燃料取り出しバルブ（赤色）び左に 
いっぱいまでまわっているか確認し 
ます。まわっていない場合はいっぱ 
いまでまわし、開けます。 

燃料取り出しバルブ陆色) 



エンジンのかけ方 


A を意 _ 

窓越しなど車がか5のエンジン始動は絶対 
に行わないでください。 

思わ说事故につながるおそれびありますの 
で必ず運転席にすわって行ってください。 


の運転席にすわり、ブレーキペダルを 
しっかりと踏みます。 

回クラッチペダルをいっぱいに踏み込み 
よ9 〇 

因]アクセルペダルは踏まずに、エンジ 
ンスイッチを " START " の位 
置にまねし、エンジンを始動します。 

• - 知識 - ' 

2〜3回巧ってもエンジンびかか5ないと 
を、および寒;令時の始動は次ぺージをご賣 
<ださい。 


团エンジンがかかったらしばらく腹機 
運転をします。 

I 

/—のァ ドバィス - V 

寒冷時での暖機運転中はアクセルペダルを 
あお5ないでください。レギュレーターび 
凍結するおそれびあります。 
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エンジンがかか5ないとさ、または 
寒を時の始動のときは 

アクセルペダルを適度に踏んだまま、エ 
ンジンスイッチを "START " の位 
置にまわし、エンジンを始動します。 
•ブレーキペダルをしっかりと踏み、ク 
ラッチペダルをいっぱいに踏み込んで 
行います。 

I 

/—のァ ドバィス - V 

上の操作をしてちエンジンびかか5な 
いときは、燃料過流防止弁び作動してし、 
ることびあ0ます。燃料取0出しバルブ 
(ホ色）をちにいっぱいまでまわして完 
全に閉めてか5、再度バルブをゆっくり 
と開けて < ださい。 

♦寒;令時、始動に失敗したとき、または始 
動渡にエンストしたときは、レギュレー 
夕一び凍結することびあります。この場 
合は、レギュレーターに说るま湯をかけ 
て暖めます。（レギュレーターがには 
说るま湯をかけないよラにしてくださ 



_ L PG 車の駐停車について_ 

長時間駐車ずるとさは、ボンベの燃料取 
り出しバルブ（赤色）をちにいっぱいま 
でまわして閉めます。 

燃料取り出しバルブ啸色） 




u ギュレーター 
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が出ガス浄化装置スイツ 


r ディーゼル車I 

走行中、排出ガス浄化装置スイッチの作 
動表示灯とメーター内の排出ガスミき化装 
置表示灯 （95 ページ参照）び点滅した 
とさは、排出ガス;争化装置スイッチを押 
して排出ガスミ争化装置に捕集したススを 
燃焼（再生）処理（クリーニング）させ 
て < ださい。 

参燃焼（再生）処理は表示打び常時点滅 
してから、約1已 Okm 走行し U 内に行っ 
て < ださい。 

燃焼（再生）処理を行わないまま走行 
を続けると、ブヴーび鳴ります。ブヴ 
一び鳴ったとさは、すみやかに燃焼 
(再生）処理してください。 

•ブヴーを無視して、燃焼（再生）処理 
をしないまま走行を続けると、メータ 
一内のエンジン警告な （9 日ページ参 
照）び点なします。エンジン警告なび 
点灯したとさは、ただちにトヨタ販売 
店で点検を受けてください。 

•ススの燃焼（再生）処理中は、アクセ 
ルペダルを操作しないでください。ス 
スの燃焼（再生）処理び終了する前に、 
アクセルペダルを踏み込んだり、空ぶ 
かししたりすると、ススの燃焼（再生） 
処理び中断されます。処理中に作動び 
停止してしまった場合は、をラー度操 
作をやり直してください。 


’ - ^知战 - 

TOYOTA - D - CAT ※車は、ススを扫 f 出 
ガスを化装置に捕集し、自動的にススの燃 
焼（再生）処 S するク IJ - ニン グモードと 
なります。ただし、運転ま件によっては、 
ススの燃焼（再生）処理び完了しない場合 
びあ0まず。そのとさは、排出ガスを化装 
置スイツチの作動表示打とメーター内の排 
出ガス浄化装置表示な （95 ページ参照） 
び点滅します。これは、排出ガス浄化装置 
の機能を回復するちので故障ではありませ 
Aj 。 

※□― C 冉 T は、 Diesel—Clean Advanced 
Technology の略。 


排出ガス浄化装置スイッチ 



排出ガスミき化装置スイッチ 


が出ガスを化装置表示な c：：C^) 

エンジンスイッチび ‘‘ ON ”のとを、 
排出ガスミき化装置スイッチを押すと点な 
します。ちラー度、排出ガスミき化装置ス 
イッチを押す、またはエンジンを始動し 
たとをにススび一定量堆積していなけれ 
ば消なします。 
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エンジンを始動したとを、ススび一定量 

堆積していると点滅しまず。 

参点滅び約1□秒で消なすればクリーニン 
グモードであることをおし、自動的に 
ススの燃焼（再生）処理を行います。 
ただし、排出ガスミき化装置スイッチを 
押して燃焼（再生）処理を行ラことも 
でさます。 

♦点滅び約10秒し U 上継続しているとさ 
は、排出ガスミき化装置スイッチを巧し 
てススの燃焼（再生）処理び必要であ 
ることを示していまず。 


燃焼（再生）処理のしかた 


田車を安全な場所に停車させます。 

回パーキングブレーキを確実にかけ、 
シフトレバーをマニュアル車は⑩、 
オートマチック車は©の位置にしま 
す。 

参エンジンはかけたままにしておさま 
す。 

团排出ガスミき化装置スイッチを押しま 
す。 

参スイッチの作動表示灯とメーター内の 
排出ガスミき化装置表示打 （9 已ページ 
参照）び点滅から点なにかわり、アイ 
ド1」ング回転数び上びり排気ブレーキ 
び作動します。 

•スイッチの作動表示灯とメーター内 
の排出ガス浄化装置表示なび消灯 
し、アイドリング回転数びもとにを 
どればススの燃焼（再生）処理は終 
了です。 

•ススの燃焼（再生）処理は約]己〜 
2□分程で終了します。 

• ススの燃焼（再生）処理び終了する 
まで、アクセルペダルを操作しない 
でください。 

※外気温により異なります。 


A 警告 


ススの燃焼（再生）処理を行ラとさは、 
排気管の周辺に可燃物びないことを確認 
してください。排気管周辺に燃えやすい 
ちのびあると、乂災になるおそれびあり 
盾;険です。また、ススの燃焼（再生）処 
理中は排気ガスび高温にな0ますので、 
排気管の周辺で作業などをすると、やけ 
どをするおそれびあります。 


—® 知識 - 

♦ススの燃焼（再生）処理び自動で処理し 
やすくするために、停車時はシフトレバ 
—をマニュアル車は の、 オートマチック 
車は©の位置にすることを推奨します。 

♦ススの燃焼（再生）処理はマフラーの中 
の温度を一定の温度に上げますので、 
マフラーの中の温度び高いほど早く終了 
します。 

♦ススの燃焼（再生）処理はエンジンび冷 
えているとさよりち、運転直後に行ラほ 
ラび早く終了します。 
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排気ブレーキスイツ 


r ディーゼル車] 

障あ時などにやや強めのエンジンブレー 
キを効かすことびでさます。 

•レバーを手前に引きます。 

•作動表示灯 （94 ページ参照）び点 
巧し作動待機状態であることを知ら 
せます。 



参走行中にアクセルペダルを離ずと、排 
気ブレーキび作動します。 

•次のとさは排気ブレーキは作動しませ 
ん。 

•クラッチペダルまたはアクセルぺダ 
ルを踏んだとさ 

•シフトレバーを⑩の位置にしたとき 
• ABS び作動したとを （ ABS 装着 
車） 

•ス U ップしやすい氷雪路などでは排気 
ブレーキび自動的に解除される場合び 
あります。 （ ABS 装着車） 

•レバーをもどずと解除されまず。（作 
動表示灯び消なします。） 

' - 知識 - ' 

参排出ガスを化のため、車両び信号待ちな 
どで停車したとさにアイドI」ング回転数 
びあびり、排気ブレーキび作動します。 

参アイド IJ ング状態で長時間放置ずると、 
白煙排出防止のためアイドI」ング回転数 
びあびり、排気ブレーキび作動すること 
びあ0ます。 

参オートマチック車では、排気ブレーキを 
作動させると車速などに応じてシフトダ 
ウンずることびあ0ます。 


—キングブ レー キ 


駐車するとさはボタンを押さずにレバー 
をいっぱいまで引さます。 

解除するとさはレバーを少し引さ上げな 
びら先端のボタンを巧さえて、完全に下 
までちどします。 



A を意 _ 

パーキングブレーキをかけたまま走行しな 
いで < ださい。 

ブレーキ部品び早く摩耗した0ブレーキび 
過熱し効をび悪くなるおそれびありまず。 


/—6 ァドバィス - 

冬季のノ くーキングブレーキの使用について 
は、17日ページの「駐車するとさは」を 
お読みください。 
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ホーン 


八ンドルの心マーク周辺部を巧すと、 
ホーン（警音器）び鳴ります。 
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アルトラジスミツシ 



■駐車ずるとさは 

パーキングブレーキをかけ、シフトレバ 
一を平地や下り坂では©、上り巧では〇 
の位置にします。 

また、寒;令時に駐車するときは、17日 

ページ 「駐車するとをは」 をあわせてご 
覧ください。 

A ミち意 _ 

駐車ずるとさは、必ずバーキングブレーキ 
をかけてください。バーキングブレーキを 
かけていないと、車両び動を、思わめ事故 
につなびるおそれびあ0まず。 


—6 ァドバィス - 

車両び動いているときは、シフトレバーを 
©の位置にいれないでください。車び完全 
に止まってか5操作しないとトランスミツ 
シヨンを損傷するおそれびあります。 
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オートマチックトランスミッ 


34 ぺージの 「才ートマチック車の取り扱いチェックポイント」、121 ぺージの 
「オートマチック車の運転のしかた」 をあわせてお読みください。 


各位置の働さ 


P 

(パーキング) 


R 

(リバ—ス) 


N 

ニユー トラ" 

D 

(ドライプ) 


4 

(フォース） 


を 

(セカンド- □—) 


駐車およびエンジン始動 

駐車のとをは必ずシフトレバーを©の位置にしてください。（©でのみエン 
ジンスイッチからキーび巧けます。） 


後退 

ギヤび渡退に固定されます。 

ブザーび鳴0、シフトレバーが®の位置にあることを運転者と車列の人に知 
らせます。 


動力が伝わ6ない状態 

シフトレバーび®の位置でをエンジンは始動でさますび、安全のため©で行 
つて < ださし、。 



通常走行（前進） 

スピードに応じてギヤび自動的にかわ0ます。 

• 日 /D スイツチび日 N のときは]速か5目速まで 
• 日 /D スイツチび日 F F のときは]速か5已速まで 


下り坂走行（前進） 

スピードや走巧条件に応じて、ギヤび1速と4速の間で自動的にかわります。 
エンジンブレーキび必要な場合に使います。 


急な下り坂（前進） 

スピードや走巧条件に応じて、ギヤび1速と2速の間で自動的にかわります。 
強力なエンジンブレーキび必要な場合に使います。 

•さ5に強力なエンジンブレーキび必要な場合は、 ] 速固定スイッチ （12 日 
ぺージ参照）を使用してください。 


， -& ムス iJ 識 - 

排気ブレーキを作動させると車速などに応じてシフトダウンすることびあります。 
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_シフト レバーの 動かし方_ 

シフトレバーを©と®の間で動かずとさ 
は、ブレーキペダルをしっかり踏み、車 
を完全に止めてから行ってください。 




in 


^ シフトレバーボタンを 巧さずに 
操作します。 

N シフトレバーボタンを 巧して 操 
作します。 

ブレーキ ペダルを踏んだまま、 

シフトレバーボタンを押して操 
作します。 

A 警告 



》シフト□ック辭除ボタンはカバーの下にありま 
す。 


B タイプ 


A タイプ 


今の 操作はシフトレバーボタンを押さずに 
操作してください。いつわレバーボタンを 
押して操作していると意に反してシフトレ 
パーを©、©、〇またはの位置にい 
れてしまい、思わ说事故の原因となり重大 
な傷害を受けるおそれびあり危険です。 


- 口 Iris を 















3 .操作装置 119 


■シフト□ックシステム 

才ートマチック車でのシフトレノ（一の誤 
操作を防ぐシステムです。 

♦ブレーキペダルを踏んだ状態でなけれ 
ば©からレ/ (一操作できません。 
•エンジンスイッチび、‘‘ ACC " 
または‘‘ LOCK " のとをは、ブ 
レーキペダルを踏んでち操作でさま 
せん。 

•シフトレバーを運転席側に引いたま 
まブレーキペダルを踏むと操作でさ 
ないことびありまず。先にブレーキ 
ペダルを踏み操作してください。 
♦©1；(外ではエンジンスイッチからキ 
一は抜けません。 

•エンジンスイッチからキーを抜く 
ときは、シフトレバーを©にいれて 
<ださい。 

(©じ(がではキーを "A C C " から‘‘ 
LOCK " の位置にまわせません。） 
参©にいれるとノ（ックブヴーび鳴ります。 
• ブヴーび鳴り、©にあることを運転 
者に巧らせます。 


t 一6 •アドバイス 


「 A タイプ I 

万一、シフトレバーび©の位置か5レバ 
—操作でさないとさは、エンジンスイツ 
チを " ACC " の位置にしてシフト□ツ 
ク解除ボタンを押しなび5レノ く一を操作し 
て < ださい。 

この場含、シフト□ツクシステム等の故障 
び考え5れますので、ただちにトヨタ販売 
店で点検を受けて < ださい。 


— ft アドバイス 


r B タイプ I 

万一、シフトレバーび©の位置か5レバ 
一操作でをないとさ（センタードアび閉 
まっていてわレバー操作でさないとを等） 
は、エンジンスイッチか5キーを抜を、 
下の操作を行ってください。 

圧!シフト□ック解除ボタンカバーの切り欠 
さに、キーを挿し込みカバーをはずす。 


カバー 



回キーを、シフト n ック解除ボタンの巧に 
差し込み、シフト□ック解除ボタンを巧 
しなび5レバーを操作する。 



シフトレバーび©の位置か5レバー操作 
でさないときは、シフト□ツクシステム等 
の故障び考え5れますので、ただちにトヨ 
夕販売店で点検を受けてください。 
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才ーパードライブ （0/ D ) スイッチ 

オーバードライブを ON にしておくと、 
シフトレバーを®の位置にして走行して 
いるとさに、已连ギヤ（オーバードライ 
ブギヤ）にはいり、燃費性能と静肃性を 
高めます。 

スイッチを押すごとに ON と0 F F に切 
り替わります。 

• OF F のとさオーバードライブ0 F F 
表示な （94 ページ参照）び点なしま 
す。 



■スイッチが ON のとさ 

通常走行に適します。 

•シフトレバーを®の位置にして走行 
中、日速ギヤにはいり、燃費性能と静 
雨性を高めます。 

■スイッチが OF F のとさ 

坂道走行に適します。 

•下り坂では軽いエンジンブレーキび得 
られます。 

•上り坂では変速回数のみないなめらか 
な走行びでさます。 


1速固定スイッチ 

シフトレバーを® S の位置にして走行 
しているときに、]ま固定スイッチを押 
すと]まギヤにはいり、強めのエンジン 
ブレーキびかか 0 ます。 

スイッチを押すごとに ri 速固定」と 
「1 -2 速の自動変ま」に切り替わります。 
♦1 速固定中にはスイッチ内の作動表お 
巧び点なします。 

♦1 ま固定中にスイッチを押すと、作動 
表示なび消なし、]ま固定び解除され 
まず。 
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才ートマチックまの運拓のしかた 


オートマチック車の特性 


■クリープ現象 

エンジンびかかっているとさ、シフトレ 
バーび©⑩(がの位置にあると、動力び 
つなびった状態になりアクセルペダルを 
踏まなくてをゆっくりと動さ出す現象を 
ク U —プ現象といいます。 

. - 知識 - ' 

停車中は、平坦路であってち車び動かない 
よラにブレーキペダルをしっかりと踏み、 
必要に応じてバーキングブレーキをかけて 
<ださい。 


参エンジン始動直後やエアコン作動時お 
よび排出ガスミき化装置作動時など、自 
動的にエンジンの回転びあびり（アイ 
ドルアップ）、ク1」ープ現象び強くな 
ることびあ0ますので、ブレーキぺダ 
ルはしっかりと踏んでください。 

•渋滞や狭い場所での移動は、ク U —プ 
現象を利用し、アクセルペダルを踏ま 
ずにブレーキ操作のみで速度を調節す 
ると スムーズに 行えます。 

■キックダウン 

走行中にアクセルペダルをいっぱいに踏 

み込むと、自動的になまギヤに切り替わ 

り、エンジンの回転数び上昇して急加速 

させることびでさます。 

これをキックダウンといいます。 

. - 知識 - ' 

追い越し時の急加まや高速道路での合流び 
楽に行えます。 

♦すべりやすい路面やカーフ走行中で 
は、急激なアクセルペダルの操作は避 
けて < ださい。 


_エンジンをかけるまえに_ 

の正しい運転姿勢をとります。 

ペダルび確実に踏め、八ンドル操作 
び楽にでをるよラに、シートの位置 
を調整してください。 （4 巳ページ参 

阻') 

回アクセ J レぺダ^レの位置を確認します。 
团ブレーキペダルの位置をち足で確認 
します。 

踏み間違いを防ぐため、アクセルぺ 
ダルと ブレーキ ペダルをち足で踏み、 
その位置をお認し、足におぼえさせ 
ておくことび重要です。 


エンジン始動 

のパーキングブレーキびかかっている 
ことを確認します。 

回シフトレパーび©の位置にあること 
を確認します。 

⑩でも始動できますび、ま全のため 
車輪び固定される©で行ってくださ 
い。 

团ブレーキペダルをち足で踏みます。 



因エンジンを始動します。 
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発進 

のブレーキペダルをち足でしっかり踏 
みシフトレバーを操作しまず。 
ブレーキペダルをしっかり踏んでい 
ないとク U —プ現象により、車び動 
<ことびあ0ます。 

とくにエンジン始動直をやエアコン 
作動時などはク U — プ現象び強<な 
るため、よりしっかりとブレーキぺ 
ダルを踏んでください。 

A 警告 


シフトレバー操作は、絶対にアクセルぺ 
ダルを踏み込んだまま行わないでくださ 
い。車び急発進し、思わめ事故につなび 
り重大な傷害を受けるおそれびあり危お 
です。 


回パーキングブレーキを解除します。 

团 ブレーキ ペダルを徐々にゆるめてか 
日、アクセルペダルをゆっくり踏み 
発進しまず。 

マニュアル車では、発進時のスピー 
ド調節を半クラッチ操作と併用して 
行いますび、オートマチック車では、 
アクセル操作のみで行いますのでア 
クセル操作は慎重に行ってくださし)。 

■上り坂の発進 

己]シフトレバーの位置を目でお認しま 
ず。 

回アクセルペダルをゆっくり踏みます。 
团車び動さ出す感触を確認してから、 
パーキングブレーキを解除し、発進 
しまず。 


7 E じ 

■通常走行 

シフトレバーを®の位置にしたまま走行 
します。アクセルとブレーキの操作だけ 
で、加速•減まします。 

■急加速 

アクセルペダルをいっぱいに踏み込みま 
ず。キックダウンし、急加速します。 

■上り坂走行 

上り坂でスピードをなつためにアクセル 
ペダルを踏み込んでいくと、意に反して 
キックダウンし、急にエンジン回転び上 
びることびありまず。このよラなとさは、 
あらかじめシフトレバーを©にしておく 
と、エンジン回転数の変化び少ない、な 
めらかな走行びでをます。 

■下り坂走行 

シフトレバーび®のままでスピードび出 
ずざるときは、坂道に応じて〇また 
はにいれエンジンブレーキを併用 
します。 

オーバードライブスイッチを0 F F に 
ずることによってを軽いエンジンブレ 
ーキび得られます。フットブレーキを 
使いすざると、フレーキの効きび悪く 
なるおそれびあります。 

I 

—がァ ドバイス - 

急な坂道では、1速固定スイッチを使用ず 
るとほ连で登板、降坂をスムーズに行えま 
す。 
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A 警告 _停車 


坂道などでは、シフトレバーを®、〇また 
はのの位置にいれたまま情 I まで禮退し 
たり、©にいれたまま情 I 年で前進すること 
は絶対にやめて < ださい。 

エンストして、ブレーキの効きび悪くなっ 
たり、八ンドルび重くなったりして、思わ 
城事故や故障の原因となるおそれびありま 
す。 


A 汪意 _ 

•走行中にはシフトレバーを⑩の位置にし 
ないでください。のにすると、エンジン 
ブレーキびまつたく効かないため思わめ 
事故につなびるおそれびあ0ます。 

•前進で走行中はシフトレバーを©にいれ 
ないでください。車輪び□ックして思わ 
め事巧につなびるおそれびありまず。ま 
た、トランス S ツシヨンに無理な力び加 
わり、故障の原因となるおそれびありま 
ず。 

•ブレーキペダルはアクセルペダルと同じ 
ち足で操作して<ださい。左足でのブレ 
ーキ操作は、緊急時の反応び遅れるなど 
思わめ事故につなびるおそれびあります。 


ん 

—がァ ドバイス - 

シフトレバー をのの 位置にしたままで走行 
するとトランス5ッシヨンの故障の原因と 
なるおそれびあ0ます。 


圧]シフトレバーを®の位置にしたままブ 
レーキ ぺ夕レをしっかり踏みます。 
エアコンは温度変化により断続的に 
作動しまず。作動中は自動的にアイ 
ドルアップし、クリープ現象び強く 
なりますので、車び動き出さないよ 
ラにとくに注意してください。 

回必要に応じてパーキングブレーキをか 
けまず。 

上り坂の停車はクI」ープ現象で前へ進 
をラとずる力よりを、車び後退しよラ 
とする力のちび大をくなり、車び後退 
することびあります。 

ブレーキペダルを踏み、しっかりとパ 
ーキングブレーキをかけて < ださい。 
团停車時間び長くなりそうなときは、 
シフトレバーを©または⑩の位置に 
いれます。 

A 警告 


停車中の空ふかしはしないでください。 
シフトレバーが© ⑩ L 处がの位置にはいつ 
ていると車び急発進し、思わ城事故につ 
なび0重大な傷害を受けるおそれびあり 
危険です。 


停車後再発進す るとさはシフ トレバーが 
® の位置にあることをしっかり確認して 
から、発進してください。 

/— &ァ ドバィス -X 

アクセルペダルと ブレーキ ペダルを同時に 
踏んだり、上り坂でシフトレバーを®の位 
置のままアクセルをふかしなび5止まらな 
いでください。トランス S ツシヨンび過熱 
し、故障の原因にな0ます。 
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駐車 


4輪エアサスペンション* 


圧]車を完全に止めまず。 

回 ブレーキ ペダルを踏んだまま、 バー 
キング ブレーキを お実にかけまず。 

团シフトレバーを©の位置にいれます。 
駐車時にはおず©にあることを確認 
して < ださい。 

团エンジンを止めます。 

車を離れるとさは必ずエンジンを停 
止してください。 



A ミち意 _ 

エンジンをかけたままにしておくと、万一、 
シフトレノ く一び®しが！の位置にはいっていた 
場を、ク U —ブ現象で車びひとりでに動さ出 
したり、誤ってアクセルペダルを踏み込んだ 
とを、急発進するおそれがあ0ます。 


—な' ァドバィス - 

車輪び完全に止ま5ないうちに、シフト 
レバーを©の位置にいれないでください。 
トランス5ツシヨンに無 I 里な力びかかり、 
故障の原因となるおそれびあります。 


走行状態に応じてサスペンシヨンの硬さ 
と車高を自動的に制御ずる装置です。 

A 警告 


縁石乗り上げ時、脱輪時、ジャッキアッ 
プ時、レッカー車等で車両を持ち上げて 
けん引してをらうときなどは、必ずエン 
ジンを止めてください。エンジンスイッ 
チを"日 N " の位置のままにしておく 
と、車高びかわり思わ城事故につながる 
おそれびあります。 


エアサス作動警告口 



エンジンスイッチを"日 N " の位置に 
すると点滅し、数秒後に消灯します。 
エンジン回転中、 4 輪エアサスペンシヨ 
ンシステムに異常があると点滅します。 


A 汪意 _ 

駐停車するときは、ルーフと建物などとの 
すさ間には十分注意してください。人の乗 
りおりや荷物の積みおろしなどで車高び変 
化し、ルーフを建物などにぶつけるおそれ 
びあ0ます。 


/—6 ァドバィス - 

エンジン回転中に点滅したとさは、装置の 
異常び考え5れます。ただちにトヨタ販売 
店で点検を受けて < ださい。 


★印は グレード等により装着の有無び異なります。 
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巧調 . 12已 

エアコンインデックス . 126 

のき出し □ (フ□ント）……1吕7 

のさ出し □ (リヤ） . 1吕9 

才ートエアコン . 13吕 

マニュアルエアコン . 136 

エアフイルター . 140 

ルーフ ベンチ レーター . 141 

換気扇 . 141 

オーディオ . 142 

才ーデイオインデックス……14吕 
才ーディオの上手な使い方…144 

アンテナ . 14己 

CD プレーヤー 

-体 AM / FM ラジオ……148 

マイクアンプ . 1己8 

標準マイク . 1己9 


き巧装備 . 1百0 

サンバイザー/お客様表示板 ...... 160 

室内な . 160 

スポットランプ . 1己1 

時計 . 161 

シガレットライター . 1己吕 

巧皿 . 16 吕 

カップホルダー . 163 

力ードケース . 164 

シートアンダートレイ . 164 

巧洗い巧か巧き穴 . 1己己 

□-プフック . 1己己 

セパレーターカーテン . 166 

を蔵庫 . 167 

力ーテン . 170 

フ□アマット . 171 
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空調 


エアコンインデックス 


のき出し □ (フ□ント） . 127ぺージ 

•吹さ出し□の調整 . 127ぺージ 

参吹き出し□表示と使用目的 . 128ページ 

のき出し □ (リヤ ） ★ . 129ぺージ 

•吹さ出し□の調整 . 129ぺージ 

•吹き出し□表示と使用目的 . 130ぺージ 


オートエアコン ★ 


^づが、 J ぶ CfP け：：ご j 

接曙刻} H 描’-)ぉ，因] 

1 •«413«|12>4^ 1 

囚_国' 

1 …つ |= e = esfc | 〔巧 J 

1 ザが 一 。" L 。 ■ • 1 

1 .巧《化> 1 

1 1 

.、お)…《日]卜〜 j お1 • 妇 j 

J [ a ■ 、 【 J 


. 13吕ぺージ 

♦通常の使いち . 133ぺージ 

♦フ□ントガラスの曇りを取るには '''133 ぺージ 

♦各スイツチの使いち . 134ぺージ 


マニュアルエアコン ★ 



. 136ぺージ 

♦フ□ントガラスの曇りを取るには '''137 ぺージ 
♦各スイツチ.レバーの使いち 137ページ 


エアフィルター ★ 


140ぺージ 


ルーフベンチレーター ★ 


141ぺージ 


換気扇 ★ 


141ぺージ 


★印は グレード等によ0装着の有無び異なります。 
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巧を出し □ (フロント) 


のさ出し□の調壁 


助手席のさ出し □ 運転席を側の定出し □ 運転席ち側のを出し □ 



■運転席のさ出し □ 

ノブを上下または左ちに動かして風向き 
を調整しまず。 

ち側收さ出し□は、ダイヤルを左ちに動 
かすことによりのさ出し□を開閉するこ 
とびでさます。 


■助手席のさ出し □ 

ノブを上下または左ちに動かして風向さ 
を調整します。 

ダイヤルを上下に動かすことによりのき 
出し□を開閉することびでさます。 




ダイヤル ノブ 



• - 7 □識 - 

クーラー付き車の場合、；令房時まれに吹き出し□か!5麗び吹さ出したよ5にみえることびあ 
りますび、これは湿った空気び急に;令やされたときに発生するちのであり異苗ではありませ 
ん。 
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のき出し□表示と使用目的 

使用目的に合った吹き出し口を還択することびでさます。 


ツ 


上半身に送風したいとき 


而7 2 足元への送風と窓ガラスの 
V /^ 曇りを取りたいとき 





上半身と足元に送風したい 
とき 


窓ガラスの量りを取りたい 










. — ^知战 - 

才ートエアコン装着車は、 AUTO スイッ 
チび ON のとさは、のさ出し□び自動的に 
切り替わりまず。 
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巧を出し口（リヤ) 


のさ出し□の調壁 



※上記のイラストは1つの例であり、吹さ出し□の数-位置は車両により異なります。 

■天井吹き出し □ 

ツマミを上下または左ちに動かして風向きを調整します。 

ツマ5をまわすことによ0吹さ出し□を開閉することびでをます。 



. - 知識 - 

クーラー付舌車の場合、；令房時まれに吹き出し□か5震び吹き出したよ5にみえることびあ 
りますび、これは湿った空気び急に;令やされにときに発生するちのであり異苗ではありませ 
ん。 
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のき出し□表示と使用目的 

使用目的に合った吹き出し口を逞択することびでさます。 


才ートエアコン 


• 


ツ 

上半身に送風したいとき 





—'1 

旷 i' 

\ 

\ 

\ 

v/i 

足元に送風したいとさ 




. — 知封 - 

参天井か5は;令風、足元か5は温風び送 
風されまず。 

参 AUTO スイッチび ON のときは、ロタ 
き出し□び自動的に切0替わ0ます。 


マニュアルエアコン 


クーラー （リヤ）作動時 



リヤ ヒーター 作動時 



《上記のイラストは1つの例であり、吹 
さ出し□の数-位置は車両により異な 
ります。 
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MEMO 


■ 


132 4 .快適装備 



①〜 ( D はフ□ント用のスイッチ 
⑩〜 ® はリヤ用のスイッチ 


• — 知識 - 

♦エアコン使用中に、車室内がのさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込まれて混ざり含 
ラことによ0、吹き出し口か5の風に臭いびすることがあ0ます。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしておくことをおす 
すめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時にはエアコン始動 
直後、しば5く送風び停止する場合びあります。 


★印は グレード等によ0装着の有無が異なります。 
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通常の使い方 

己] AUTO スイッチを巧します。 
♦フロント（其 i ■ 而7を除く）-リヤの 
吹き出し□と風量び自動的に調整され 
ます。 

回温度調整スイッチを押して希望温度 
に合わせます。 

团作動を止めたいとさは、 OFF スイッ 
チを押します。 

. - 知識 - ' 

トンネル内や;ま滞などでよごれた外気を車 
内にいれたくないときや早くを暖房したい 
とさ、外気温度び高いと舌の;令房効果を早 
めたいとさは内外気切0替えスイッチを押 
して、ピを）（内気循環側）にすると効果 
的です。 


_フ□ントガラスの量りを取るには 

己]フ□ントデフ□スタースイッチを押 
しまず。 

♦吹さ出し□をな i にずれば曇りを取る 
のと同時に足元にも送風できます。 

回内外気切り替えスイッチを(外 
気導入側）にします。 

•外気温が低いとさは自動的に(外 
気導入側）に切り替わります。 

• -夕^ム 知識 - ' 

内気循環モードにもどしたいとをは、内外 
気切0誓えスイッチを押すと内気循環モー 
ドにもどりますび、ガラスび曇0やすくな 
るため、でさるだけが気導入モードにして 
<ださい。 


•温度、風量はお好みに合わせて調整し 
て < ださい。 

• - 知識 - 、 

の回の操作に加えて、次の操作を巧ラと、 
より早くガラスの曇りび取れます。 

♦風量を増す。（フアンスイッチを操作す 
る） 

♦設定温度を上げる。（温度調整スイッチ 
を操作する） 


■リヒート機構 ★ 

降雨時など湿度の高いとさに、湿った外 
気を除湿•暖房しながら導入し、窓の曇 
りを抑えます。 
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_各スイッチの使い方_ 

スイッチの機能び作動しているときは、 
そのスイッチ上部の作動表示なび点灯し 
ます。 

■フ□ント 
① AUTO スイッチ 

スイッチを押すと、フアンび作動し、フ 
□ント（る i ■ 而7を除く）- U ヤの吹を 
出し□と風量び自動で調整されます。 

. 失□識 -- 

AUTO スイッチび ON のとさに政;さ出し 
口切0替えスイッチおよびフアンスイッチ 
を操作すると AUTO スイッチは OF F に 
なります。 


② OF F スイッチ 

スイッチを押ずと、フアンび停止します。 

③ 温度調整スイッチ 

フ□ント- U ヤの設定温度を18で:〜 
32° C の間で調整することびでさます。 
スイッチをちに動かすと温度び上びり、 
左に動かすと下びります。 

( D フ□ント ヒータ ー J くランススイッチ 
吹さ出し□を巧 i にしているとさ、およ 
びヒーターび作動しているとき、フロン 
卜の設定温度を U ヤの設定温度に巧し、 
一已で〜+已°ごの間で調整することびで 
をます。 

(をフアンスイッチ 

フアンび停止中のとさスイッチを巧す 
と、フアンび作動します。 

フアンび作動中のとき、風量を4段階に 
切り替えることびでをます。 

•風量を 

強くするとさはスイッチの►側 
弱くするとさはスイッチの◄側 
を巧します。 

•選択した風量の表示灯び点灯します。 


® 内が気切り替えスイッチ 

外気導入（外気を車内にいれる）、内気 
循環（外気をしや断ずる）の切り替えび 
でさます。 

スイッチを押すごとに、が気導入と内気 
循環に切り替わります。 


表示 

モード 

1—1 

外気導入 

外気を導入している状態です。 
通常はこの位置でお使いくださ 
い。 

1—1 

内気循環 

外気をしゃ断している状態です。 
トンネルや渋滞など外気びよご 
れているとをや早<冷暖房した 
いとを、が気温度び高いとさの 
冷房効果を早めたいとさにお使 
い < ださい。 


. - 知封 - 

長時間、内気循環にずるとガラスび曇りや 
ず < なりまず。 


@のを出し□切り替えスイッチ 

使用目的に合った吹さ出し□を選択する 
ことびできます。 （ 128ページ参照） 
♦還択した吹さ出し口の表示なび点なし 
ます。 

. - 知識 - ' 

AU TO スイッチを ON にしているとさ、 
なのよ5な機能びありまず。 

参巧走出し□び、-または、一’のとき、を場 
などの寒いときには温風の準備びで去 
るまで、しばらくの間ファンを停止し 
まず。 

参巧走出し口び V または、ッ’のとき、夏場 
などの暑いとさには;令風の準備びで舌る 
まで、数秒間ファンを停止します。 
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@フ□ントデフ□スタースイッチ 


窓ガラスの曇りを取りたいとさにスイツ 
チを押しまず。 （133 ページ参照） 

♦ファンび停止中のときスイツチを巧す 
と、フアンび自動的に作動します。 


返)のき出し□切り替えスイッチ 

使用目的に合った吹さ出し□を選択ずる 
ことびできます。 （130 ページ参照） 

参選択した吹き出し□の表示なび点なし 
よ9 0 


• - 知識 - 

か気温びほいとさにスイツチを巧す 
と、(外気導入側）に切り替わ D ま 
す。 


(をバワーヒータースイッチ ★ 

より強い暖房にすることびでさます。 
エンジン回転中のみ使用でさます。 
スイッチを押すごとに、 ON と OFF に 
切り替わります。 


⑩除湿スイッチ ★ 

I 」ヤ天井吹き出し□から送風され、1」ヤ 
エアコンの除湿機能を ON にすることび 
でさます。 

スイッチを押すごとに、 ON と OFF に 
切り替わります。 



知識 


〕におくまで下びると除湿機能は 
ON になりません。 


. - 失□識 - 

作動表示打び点滅したとさは、スイッチを 
一度 OFF にして占、6、再度 ON にしてく 
ださい。 


⑩暖機スイッチ ★ 

停車中にアイドル回転を上げ、暖房効果 
を高めます。 

スイッチを押すごとに、 ON と OFF に 
切り替わります。 

■ U ャ 

(0) フアンスイッチ 

フアンび停止中のときスイッチを押す 
と、フアンび作動します。 

フアンび作動中のとき、風量を4段階に 
切り替えることびでさます。 

風量を 

•強くずるとさはスイッチの►側 
♦弱くずるとをはスイッチの◄側 
を押します。 

♦還択した風量の表示灯び点なします。 


® 換気スイッチ ★ 

リヤ天井吹き出し□から送風され、 U ヤ 
エアコンをが気導入にし、換気をするこ 
とびでをます。 

•風量び自動で調整されます。 
スイッチを巧すごとに、 ON と OFF に 
切り琶わりまず。 

. - 知識 - - 

換気スイッチを巧すと、吹さ出し温度び低 
くなることびあ D ます。このとき、除湿ス 
イッチ付走車は、除湿スイッチを押すと、 
快適なのさ出し温度になります。 


★印は グレー ド等によ 0 装着の有無び異な 0 ます。 
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アルエアコン 




(り〜® はフ□ント ヒーター 用のスイッチ 
⑦〜⑩ は クーラー （ U ヤ）用のスイッチ 
⑩〜 ® はリヤ ヒーター 用のスイッチ 

クーラー （ U ヤ） ■ U ヤヒーターはグレード等により装着の有無が異なります。 

’ - 知識 - 

♦エアコン 使用中に、車室内がのさまざまな臭いび エアコン 装置巧に取り込まれて混ざ0合 
ラことによ0、吹き出し口か5の風に臭いびすることがあ0ます。 

♦エアコン 始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしておくことをおす 
すめします。 


★印は グレー ド等によ0装着の有無が異なります。 





































































































4 .快適装碼 


_フ□ントガラスの量りを取るには 

己]吹さ出し□切り替えレバーを而7の位 
置にします。 

Si の位置にずれば曇りを取るのと同 
時に足元にを送風できまず。 

回内外気切り替えレバーを(が気 
導入側）の位置にします。 

温度、風量はお好みに合わせて調整 
してください。 

. - 知識 - ' 

の回の操作に加えて、巧の操作を行5と、 
よ0早くガラスの曇りび取れます。 

•風量を増す。 

(ファン調整 W (-を操作する。） 

•設定温度を上げる。 

(温度調整レバーを操作ずる。） 


_各スイッチ-レバーの使い方_ 

スイッチの機能び作動しているときは、 
作動表示灯び点なします。 

■フ□ントヒータ ー 
①フアン調整レバー 

フ アンび停止中のと きスイッチを押ず 
と、フアンび作動します。 

フアンび作動中のとき、風量を4段階に 
切り替えることびでさます。 


レバー 

位置 

OFF 

L 日 ■ ■ H 1 

風 量 

停止 

弱 W 強 


②温度調整レバー 

レ J く一を左ちに動かして室内の温度を調 
整します。 

♦ちに動かすと設定温度び上びり、左に 
動かすと設定温度び下びります。 


③巧が気切り替えレバー 

外気導入（外気を車内にいれる）、内気 
循環（が気をしや断する）の切り替えび 
でさます。 


レバー 位置 

モード 


外気導入 

外気を導入している状態です。 
通常はこの位置でお使いくださ 
い。 


内気循環 

外気をしゃ断している状態です。 
トンネルや渋滞などが気びよご 
れているとをや早くを暖房した 
いとさ、外気温度び高いとさの 
冷房劲果を早めたいとさにお使 
い < ださい。 


’ - 知識 - 

長時間、内気循環にするとガラスび曇0や 
す< な0ます。 


④吹き出し□切り替えレバー 

使用目的に含った0欠さ出し口を選おする 
ことがでをます。 （128 ページ参照） 
•選択した吹き出し口の表示灯が点灯し 
よ9 〇 

• - 知識 - 、 

吹を出し口切り誓えレバーをか’の位置に 
し、温度調整レバーを左端（白色の範囲） 
の位置で使用すれば、暖め5れた風び足元 
から、 比較的温度の低い風び運転席-助手 
席吹さ出し□か5吹さ出します。 
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⑥パワ ーヒータースイッチ ★ 

より強い暖房にすることびできます。 
エンジン回転中のみ使用でさます。 
スイッチを押すごとに、 ON と OFF に 
切り替わります。 

’ - 知識 - ' 

作動表示なび点滅したとさは、スイッチを 
一度 OFF にして占、5、再度 ON にしてく 
ださい。 


©暖機スイッチ ★ 

停車中にアイドル回転を上げ、暖房効果 
を高めまず。 

スイッチを押すごとに、 ON と OFF に 
切り替わります。 

■クーラー （ U ヤ） 

⑦フアン調壁レバー 

フ アンび停止中のとさ レバーを 0 F F じ ( 
がの位置にすると、フアンび作動します。 
フアンび作動中のとさ、風量を4段階に 
切り替えることびでさます。 


レバ‘一 

位置 

OFF 

L 0 ■ ■ H I 

風 量 

停止 

賣看'*一一 * '弓重 


® 温度調整 レバー 

レノ く一を左ちに動かして室内の温度を調 
整します。 

参ちに動かすと設定温度び下がり、左に 
動かすと設定温度び上びります。 


( D 内が気切り替えスイッチ 

外気導入（外気を車内にいれる）、内気 
循環（外気をしや断ずる）の切り替えび 
でさます。 


表示 

モード 

I—I 

外気導入 

外気を導入している状態です。 
通常はこの位置でお使いくださ 
い。 

I—I 

内気循環 

外気をしゃ断している状態です。 
トンネルや渋滞などが気びよご 
れているとをや早<冷隱房した 
いとを、が気温度び高いとさの 
冷房効果を早めたいとさにお使 
い < ださい。 


. — 知战 - 

長時間、内気循環にずるとガラスび曇りや 
ず < なりまず。 


⑩換気スイッチ 

クーラーを外気導入にし、換気をするこ 
とびでをます。 

スイッチを押すごとに、 ON と OFF に 
切り替わります。 


★印は グレード等によ0装着の有無び異なります。 
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■ U ヤヒーター 
⑩フアン調整レバー 

フアンび停止中のときレバーを 0 F F &. 
外の位置にすると、フアンび作動します。 
フアンび作動中のとき、風量を3段階に 
切り替えることびでさます。 


レバー 

位置 

OFF 

L 0 ■ H I 

風 量 

停止 

弱 W 強 


® 温度調整 レバー 

レ J く一を左ちに動かして室内の温度を調 
整します。 

参ちに動かすと設定温度び上びり、左に 
動かすと設定温度び下びります。 


■ 
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エアフイルター 


クリーンエアフィルターびはいっていま 
す。 

快適にお使いいただくため、エアフィル 
ターの定期的な清掃、交換をおすすめし 
ます。 

■才ートエアコン（ヒーター用）、 

フ□ントヒーター 
寒;令地仕様車 
清掃-交換の目ま 

参清掃… 10,000 km 【己, OOOkm 】 ごと 
参交換 . 30,000 km ごと 

【】 は、をじん地区（大都市.寒;令地 
など、交通量•粉じんのをい地区）の場 
合。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談くださ 
い。 

—おァ ドバィス - 

エアコンの風量び著しく低下したときは 
フィルターの目詰まりび考え 5 れます。 
清掃または交換してください。 


■オートエアコン（クーラー用）、 
クーラー（リヤ） 

夏季など クーラーを ひんぱんに使用する 
とさは、月に一度程度はフィルターの清 
掃を行うようにしてください。 

清掃-交換の目安 

•清掃…] 0| 日 0 日 km 【己， 0 日日 km 】 ごと 
•交換 . 3 日.□日日 km ごと 

【】 は、多じん地区（大都市•寒冷地 
など、交通量■粉じんの多い地区）の場 
含。 

清掃-交換については18日ページの 

r エアコンの 手入れ」 をご覧<ださい。 


/— 6' ァドバィス - 

エアコンの風量び著しく低下したときは 
フィルターの目詰まりび考え5れます。 
清掃または交換してください。 
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ルーフ ベンチ レーター ★H 換気扇* 


室内の換気をするために、外気を車内に ♦エンジンスイッチび " ON " の位置 
いれることびでさます。 のとさ使用でさます。 

•ツマ S を動かします。 ♦スイッチのち側 （H I )を巧すと強< 



★印は グレード等により装着のち無び異なります。 
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才ーデイオ 


《 D V D/C D プレーヤー装着車にお乗りの 
かたは別冊の取扱書ちあわせてご覧くださ 
い。 


ーデイオインデックス 


才ーデイオの上手な使い方 . 144ぺージ 

アンテナ . 146ぺージ 


C D プレーヤ-体 A M / F M ラジオ ★ 


148ぺージ 



齡 TOYOTA •*1*^? 



F — ’ ' づ 


0 

AUDIO C0NT 


5 

tsumnaaaan 口 田 see 口 upf 山 art th fu u/to.p 

で || 了貝爵只 禪趣.も谭醉•，站衝立を站ち巧巧:1も H 强> 

1-SRAND, ，己 •RPTi V rase A VFOI - 

1 0 

FOLDER 

© 


© 

SEEK 

TRACK 

包 

1 1 1 2 1 3 l|0 4 1 5 1 6 1 


1 TEXT 1 1 "III 1 隊 M |0| FM 1 AM 1 1 AUTO-P | 

v ノ 


♦音量.音質調整 .] 48ページ 

♦ラジオの使いち . 149ぺージ 

♦巳□プレーヤーの使いち '''1 已2ページ 



★印は グレード等によ0装着の有無び異なります。 
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マイクアンプ ★ 


1己8ぺージ 



エンジンスイッチび "ACC " または " ON ”の位置のとさ使用でさます。 
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オーディオの上手な巧い方 


安全運転に支障びないよラに適度な音量 
でお聞を < ださい。 

A ミち意 _ 

走行中のオーディオ操作はま全運転に支障 
びないよ5に十分を意して行ってくださ 
し'!。 


, -^ァ □識 - 

オーディオを聞いているときに車内または 
車の近くでデジタル式携帯電話を使用した 
場合、才ーディオのスピーカーか5ノイズ 
(雑音）び聞こえることびあ0ますび、故 
障ではありません。 


■ラジオ 

ラジオの受信は、アンテナの位置び刻々 
とかわるため電波の強さびかわったり、 
障害物や電車、信号機などの霞響により 
最良な受信状態を維持することび困難な 
場合をあります。 


■ CD 

参このプレーヤーは、下のマークの付い 
た音楽用 CD や CD-R ( CD - 
Recordable )、 CD-RW ( CD - 
ReWritable ) び使用できます。（コピ 
-プ□テクト機能付 C D などは使用で 
さません。） 

• CD — R に D - Recordable )、 CD - 
RW に D - ReWritable ) は、記録状 
態やディスクの特性、キズ、ミちれ、長 
時間の車室内環境における劣化により 
再生でさない場合びあります。また、 
フアイナライズ処理されていない C 
D — R、CD — RW は再生でをません。 



•寒いとさや雨降りのとさは、車内のガ 
ラスび曇るよラに、プレーヤー内部に 
ち露（水滴）び生ずることびあります。 
この場合、音びとんだり、再生び停止 
したりしますので、しばらくの間、換 
気または除湿してから使用してくださ 
し、。 

•悪路走行などで激しく振動した場合、 
音巧びすることびありまず。 
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I 

/—が アドバイス 


/—必 アドバイス 


♦ CD 取り出しボタンを巧して、 CD び飛 
び出た状態のまま長時間放置しないでく 
ださい。じ〇びそ〇、使巧でをなくなる 
おそれびあります。 

• CD は直射曰光を避けて保管してくださ 
し、じ〇びそ〇、使用でさなくなるおそ 
れびあります。 

♦ CD を扱ラとをは、中むの巧と端を挟さ 
んで持ち、ラベル面を上にしてください。 

♦直径 12 cm 、 または 8 cm の円形！;(がの 
CD は再生でをません。 

特殊形状の CD は、機器の故障の原因と 
な0ますので、使巧しないでください。 



•Dual Disc には対応していません。機器 
の故障の原因とな0ますので、使用しな 
いで < ださい。 

♦記録部分に透明、または半透明部分びあ 
る CD は、正常に出し入れや再生びでき 
なくなるおそれびありますので、使用し 
ないで < ださい。 



♦レンズク U —ナーを使用すると、プレー 
ヤーのピックアップ部の故障の原因とな 
るおそれびありますので、使用しなし、で 
<ださし、。 

♦セ□八ンテープ、シール、じ0 — 1={用ラ 
ベルなどび貼ってある CD や、はがした 
あとのある CD は使用しないでくださ 
し、。プレーヤーの温度上昇によ0ラベル 
などび内部ではびれた0して、プレーヤ 
一び正常に作動しなくなったり、 CD び 
取り出せなくなるなど、故障の原因とな 
るおそれびあ0ます。 


CD — R 用ラベル シール 




♦ CD のよごれは、プラスチック用メガネ 
ふをなどの柔5かく乾いた巧で軽くふき 
取ってください。手で強く押したり、か 
たい巧でこすると表面に傷びつくことび 
あります。また、レコードスプレー•帯 
電防止剤-アルコール-ベンジン-シン 
ナーなどの溶剤や化学ぞラさんなどを使 
用すると、 CD び損傷し、使用できなく 
なるおそれびあります。 

♦変形したディスクは機器の故障の原因と 
なりますので使用しないでくださし、。 
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アンテナ 


ラジオを使用するとをはいっぱいに引き 
出します。 



— 6' ァドバィス - 

巧のよラなとさには、アンテナを損傷す 
るおそれびあるため、アンテナを格納し 
て < ださい。 

♦自動洗車機にかけるとき 

♦車庫の天井などにアンテナび当たるとさ 
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MEMO 


■ 
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CD プレーヤ ーー 化 AM / FM ラジオ ★ 


エンジンスイッチび "ACC " または " ON " のとき使用できます。 



音量-音質調壁 



©パワースイッチ/音量調整ツマ5 

電源の ON . OF F と音量を調整することびでさます。 

•スイッチを押すごとに、電源び ON と OF F に切り替わります。 

参ツマ5をちへまわすと音量び大をくなり、左へまわすとルさくなります。 

②モー ド切り替えスイッチ/才ーデイオコント□-ルツマミ 

左ち音量バランスと音質の調整モードの切り替えやレベルを調整することびでさます。 
•スイッチを巧すごとに、 FAD - BAS - TRE - BAL . ASL の順にモード 
び切り替わります。 

•選択したモードび表示部に表示されます。 

•スイッチで選択したモードのレベル調整をずることびでさます。 

•ツマふるまわして、調整します。 

• 調整レベルび表示部に表示されます。 


モード切り督えスイッチの操作 

才ーディオコント□-ルツマミの操作 

調整モード 

モード表示 

調整レベル範囲 

をへまわず 

ちへまわず 

前を音量バランス 

FAD 

F 7 〜 R 7 

を側大 

前側大 

低音 

BAS 

一ご~ご 

弱 

強 

高音 

TRE 

一ご~ご 

左ち音量バランス 

BAL 

L 7 〜 R 7 

左側大 

ち側大 

音量補正 

ASL 

OFF 

t 

i 

LOW 

MID 

HI GH 


★印は グレード等によ0装着の有無び異なります。 


























































4 .快適装碼149 


ラジオの使い方 



③ AM スイッチ- FM スイッチ 

ラジオを聞いているとをに、スイッチを 
押すと、 AM . FM の切り替えをするこ 
とびでさまず。 

♦選択したバンドび表示部に表ホされま 
ず。 

(4 )TUNE (チュー ニン グ）ダイヤル 

放送局の周波数を微調整することびでさ 
ます。 

周波数を 

参高いちへ還択ずるとをはち側 
♦低いちへ還択ずるとをは左側 
にまねします。 


⑥ SE EK スイッチ 

スイッチを押すと、自動で受信可能な周 
波数を選択します。 

周波数を 

参高いちへ選がするとさは八側 
参ほいちへ選がするとさは V 側 
を押しまず。 

•受信感度び良<、現在表示部に表示 
されている周波数に一ま近い周波数 
を自動で選択しまず。 

•途中で止めたいとさは、をラー度ス 
イッチを巧します。 


. - 知識 - 

化ぼや車の向さなどの条件によ0、すべて 
の周波数の受信感度び悪い場合、自動で選 
おでさないことびあります。 
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⑥プリセットスイッチ 

放送局の周波数をあらかじめ記憶させて 

おくことにより、ワンタッチでその周波 

数を還択ずることびでさます。 

参自宅付近などで曰頃よくお聞さになる 
放送局の周波数を記憶させてお< と便 
利です。 

•スイッチを押すと、そのスイッチに記 
憶されている周波数び選択されます。 

参]つのプ U セットスイッチには AM . 
FM さ]局まで周波数を記憶させるこ 
とびでをます。 

■周波数を記憶させるには 

己] AM または FM スイッチを巧して、 
AM 、 または FM を選択します。 

回 T U N E ダイヤルまたは S E E K ス 
イッチで、記憶させたい周波数を選 
おします。 

团記憶させたいプ U セットスイッチを 
"ピッ"と音びずるまで押し続けます。 


. - 知封 - 

バッテI」一交換やヒューズ交換などで、才 
ーディオとバッテ U —との接続び断たれた 
と走には、記憶されていた周波数はすべて 
消去されます。 


⑦交通情報スイッチ 

交通情報放送を行っている地域で、交通 
情報放送局を受信ずることびできます。 
スイッチを押すと、交通情報放送局び受 
信されます。 

♦をラー度スイッチを巧すと、解除され 
ます。 


. - 矢□封 - 

♦新車時には1日吕 OkHz にセットしてあり 
まず。 

♦交通情報スイッチを巧して、ラジオを受 
信しているときは、 TUNE ダイヤル、 
SEE K スイッチ、プ U セットスイッチ、 
AUTO ■ P スイッチを巧してち、周波 
数は切り替わりません。 


■周波数を記憶させるには 

己] AM スイッチを巧して、 AM を遲択 
しまず。 

回 TU N E ダイヤルまたは S E E K ス 
イッチで、記憶させたい周波数を選 
択します。 

团交通情報スイッチを"ピッ"と音が 
するまで押し続けます。 


• — &ム ァ lI 識 - 

バツテ U —交換やヒユーズ交換などでオー 
デイオとバツテリーとの接続び断たれたと 
きには、1色2日 kHz になります。 
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( Dauto - P (才ートプリセット） 
スイッチ 

自動で受信可能な周波数を、一時的にプ 

U セットスイッチに記憶させることびで 

さます。 

参旅先などで放送局の周波数びわからな 
いとをなどに便利です。 

■周波数を記憶させるには 

田] AM または F M スイッチを押して、 
AM 、 または FM を選択します。 

[2]AUT0 - P スイッチを"ピッ"と 
音びするまで押し続けます。 

♦表示部に 「 AUTO - P 」 の表示び出まず。 

♦AUTO . P スイッチを押すたびに、 
新たに周波数を記憶しなおします。 
•自動で周波数を記憶させてち、スイ 
ッチを押す前 （「 AUTO - P 」 の表示 
び出ていないとを）に記憶させた周 
波数は消去されません。 

♦受信感度の良い周波数をほい順に已局 
まで自動的に記憶します。受信周波数 
び日局未満のとさは、残りのプ U セッ 
トスイッチには何を記憶されません。 

♦周波数の記憶操作び終了すると、"ピ 
ピッ"と音びして記憶した中で一ま低 
い周波数を受信します。 

■AUTO • P スイッチで記憶させ 
た周波数を変更ずるには 

田] T U N E ダイヤルまたは S E E K ス 
イッチで、記憶させたい周波数を選 
択しまず。 

回を要したい周波数び記憶されている 
プ U セットスイッチを"ピッ"と音 
びするまで巧し続けます。 


■解除ずるには 

AUTO . P スイッチを押して、ずぐ手 

を離しまず。 

•表示部の 「 AUTO - P 」 の表示び消えま 
す。 

•AUTO ■ P スイッチを押ず前の状態 
にをど0まず。 

. - 知識 - ' 

参地域や車の向さなどの条件によ0、ずべ 
ての周波数の受信感度び悪い場合、自動 
で記憶でさないことびあります。 

参同じ放送局占、6の受信でち 、 TUNE 
ダイヤル、または SEEK スイッチで 
逞択し、記憶させた周波数と A UT 
0 • P スイッチで記憶させた周波数は一 
致しないことびあ D ます。 

参 AUTO • P スイッチによる周波数の記 
憶操作を同じ場所で繰り返してち、受信 
感度の巧態によっては、操作ごとに記憶 
される周波数び異なることびあ0ます。 
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_ CD プレーヤーの使い方_ 

C D 挿入□に C D のラベル面を上に向け挿入すると 、 C D び自動的に再生されます。 



⑩ D I SC スイッチ 

CD び拝入されているとさにスイッチを 
押すと、 CD び再生されます。 

⑩ CD 取り出しスイッチ 
スイッチを巧すと、挿入されている巳 D 
び取り出されます。 

@)TRACK スイッチ 

スイッチの八側または V 側を押して、再 

生したい巧を還択しまず。 

•表示部に曲まび表示されます。 
MP 3 /WMA ディスクを再生ずる場合 I 

スイッチの八側または V 側を押して、フ 
ァイルを逞択しまず。 

⑩ F I L E ッマミ 

MP 3 /WMA ディスクを再生ずる場合 I 

ツマミをまねしてファイルを選択しまず。 
♦ツマミをちへまわすとうしろのファイ 
ル、左へまわすと前のファイルを選択 
でさます。 


透 ) RPT (U ピート）スイッチ 

スイッチを巧すと（表示部に 「 RPT 」 
び表示されます）、解除するまで何度で 
を同じ巧び繰り返し再生されます。 

♦をラー度スイッチを巧すと、角军除され 
ます。 

MP 3 /WMA ディスクを再まずる晨有 n 

■同ーファイル繰り返しモード 

スイッチを押すと（表示部に 「 RPT 」 
び表示されまず）、解除するまで同じフ 
ァイ J レび繰り返し再生されます。 

♦ちラー度スイッチを巧ずと、解除され 
まず。 

■同ーフォルダ繰り返しモード 

スイッチを"ピッ"と音びずるまで押し 
続けると（表示部に 「曰 RPT 」 び表 
示されます）、解除するまで同じフォル 
ダびび繰り返し再生されます。 

♦をラー度スイッチを押すと、解除され 
まず。 
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@)RAND (ランダム）スイッチ 

スイッチを巧すと（表示部に 「 RAND 」 
び表示されます）、解除するまでランダ 
ムに選曲され、再生されます。 

♦もラー度スイッチを押すと、解除され 
ます。 

I MP 3 /WMA ディスクを再生ずる焉有"] 

■同ーファイルランダムモード 

スイッチを巧すと（表示部に 「 RAND 」 
び表示されます）、再生中のフォルダの 
中からファイルびランダムに再生されま 
す。 

♦をラー度スイッチを押すと、解除され 
ます。 

■ディスク内ランダムモード 

スイッチを"ピッ"と音びするまで巧し 
続けると（表示部に「 " RAND 」 び 
表示されます）、ディスクの中からファ 
イルびランダムに再生されまず。 

♦をう一度スイッチを押ずと、解除され 
ます。 

@早送りスイッチ 

スイッチを押している間、早送りされま 
す。 

♦解除する（再生する）ときは、スイッ 
チから手を離します。 

透)早ちどしスイッチ 

スイッチを押している間、早をどしされ 

まず。 

参解除ずる（再生する）とさは、スイッ 
チから手を離しまず。 

Ufolder スイッチ 
I MP 3 /WMA ディスクを再生する場合 

スイッチの八側または V 側を押して、フ 
ォルダを選択します。 

♦ V 側を"ピッ"と音びずるまで押し続 
けると、最初のフォルダを選択するこ 
とびでさます。 


@)TEXT スイッチ 

CD テキスト対応の CD 再生中は、スイ 
ッチを押すごとになのよラに表示部の表 
おび切り替わります。 

音楽用 CD 再を時 I 

曲番および経過時間 

i 

CD タイトル 

i 

巧名- 


r MP 3 /WMA ディスク再生時 

フォルダ番号-斗 
ファイル番号-経過時間 

i 

フォルダタイトル 

i 

ファイル名 

i 

ディスクタイトル (MP3) 

i 

曲名^ 

i 

アーティスト名* - 

※タグについては、1已已ページ参照 















154 4 .快適装備 



• — 知識 - 

♦表示部に一度に表示でをるのは] 2艾字までです。また、記録されている内容によっては、 
正しく表示されなかったり、表示自体されないことびあります。情報び13文字！; LL の場 
合は、 TEXT スイッチを約1秒！;(上押し続けると13艾字目政降び表示されます。ただ 
し、表示でさるのは最大で24艾字です。 

♦13 艾字目！;^降表示時に、ちラー度 TEXT スイッチを約]秒！;(上押し続ける、または 
約日秒 ULL 操作しないと1文字目〜12艾字目までの表示にちど0まず。 

♦記録してある文字数び2日で字政上ある場含でも、表示できるのは24文きまでです。 
♦表示でをる情報び記録されていない場合は 「 N 0 T I TLEJ と表示されます。 
♦ディスク巧に MP 3/ WMA ファイルび収録されていないと、 「 N 0 MUSIC 」 と表 
示されます。 

■ MP 3/ WMA ファイルについて 

MP 3 (MPEG Audio LAYERS ) は音青圧縮技術に関する標準フォーマットです。 

MP 3 を使用すれば、元のファイルを約1/1日のサイズに圧縮することびでをます。 

WMA (Windows Media Audio ) はマイク n ソフト社の音声圧縮フォーマットです。 
MP 3 よりもかさいサイズに圧縮することびでさます。 

使用でをる MP 3/ WMA ファイルの規格やそれを記憶した方ディア、フォーマットには制 
限びあ0ます。 

■再生可能な MP 3 ファイルの規格について 

♦対応規格 

MP 3 ( MPEG ] LAYERS 、 MPEG 2 LSF LAYERS ) 

♦対応サンプ U ング周波数 
MPEG 1 LAYERS : 32. 44.1、48 ( kHz ) 

MPEG 2 LSF LAYER 3;] 目、22.0已、24 ( kHz ) 

参対応ビットレート 

MPEG 1 LAYERS : 目4、8日、9日、1 12. 128、 160. 192、224、2已色、 
320 ( kbps ) 

MPEG 2 LSF LAYERS :日4、8日、目色、 ]] 2、128、144、160 ( kbps ) 

本 V 巨 R に対応しています。 

♦対応チヤンネルモード：ステレオ、ジョイントステレオ、デュアルチヤンネル、モノラル 

■再生可能な WMA ファイルの規格について 

♦対応規格 

WMA Ve 「.7、8、目 
♦対応サンプ U ング周波数 
32、44.1、48 ( kHz ) 

♦対応ビットレート 

V e 「.7、8 : C 巨 R 48、目4、8日、目日、128、1色日、 ] 日2 ( kbps ) 

Ver . 白： C 目 R 48、 目4、80、目色、128、 160. 192、2己目、320 ( kbps ) 

*2 c h 再生のみ対応しています。 
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• — 知識 - 

■使用でをるメディアについて 

MP 3/ WMA の再生に使用できる^ディアは CD - R および、 CD - RW です。 

CD - R 、 CD - RW の状態によっては再生できない場含びあります。また、ディスクに指 
紋や傷をつけた場合、再生できないことや、音飛びすることびあります。 

■使用でをるディスクのフオーマットについて 

使用でをるメディアのフオーマットは下記のとお0です。 

♦ディスクフオーマット： CD-ROM Model . Mo d e 2 

CD-ROM X A Mode 2 Form]、F o 「 m 2 
♦ファイルフオーマット： 13日9目目0レべル1、 レベル 3 、 (Romeo joiiet ) 

上記フオーマット L 处がで書さ込まれた MP 3/ WMA ファイルは正常に再生できなかった 
り、ファイル名やフォルダ名などび正しく表示されない場合びあります。 

規格な5びに制限事項は次のとおりです。 

♦最大ディレクト U 階層： 8階層 

♦最大フォルダ名/ファイル名文字数：半角32艾字。（全角艾字で記録された情報をこの才 
—ディオで表示することはでをません） 

♦最大フォルダ数：192 (ルート含む） 

♦ディスク内最大ファイル数： 2己巳 

■ファイル名について 

MP 3/ WMA と認識し再生するファイルは MP 3/ WMA の拡張テ ". mp 3" / ". wma " 
びついたちのだけです。 

■マルチセッシヨンについて 

マルチセッションに対応しており、 MP 3/ WMA ファイルを追記したディスクの再生び巧 
能です。ただし、ファーストセッションのみ再生します。 

■ I D 3 タグ/ WMA タグについて 

MP 3 ファイルには 、I D 3 タグと呼ばれる付属で字情報を入力することびでさ、曲のタイ 
トル、アーティスト名などを記録することびできます。 

I D 3 V e 「 .1. 日、].1 、I D 3 V e 「.2.2、 2. 3の I D 3 タグに対応していまず。（又;字 
数は I D 3 Ve 「.1.日、 1.1 に準拠します。） 

WMA ファイルには、 WMA タグと呼ばれる付属文字情報を入力することびでを 、I D 3 夕 
グと同様に巧のタイトル、アーティスト名を記録することびできます。 

■ M P 3 /WM A の再生について 

MP 3/ WMA ファイルび収録されているディスクを挿入すると、最初にディスク内のすべ 
てのファイルをチェックしまず。ファイルのチェックび終わると、最初の MP 3/ WMA フ 
ァイルを再生します。ディスク巧のチェックを早く終わ5せるために、 MP 3/ WMA ファイ 
ル U (がのファイルや必要のないフォルダなどを書き込まないことをおすすめします。 

音楽データと MP 3 または WMA 形式のデータが混在しているディスクは、再生できません。 
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• — 知識 - 

■ J 広張子について 

MP 3/ WMA 1； •(がのファイルに ". mp 3" / ". wma " の拡張テびついていると 、 MP 
3/ WMA ファイルと誤認識して再生してしまい、大きな雑音び出てスピーカを破損する場 
合びあ0ます。 

■再生について 

♦安定した音質で再生するために、 MP 3 の場含、 ] 28 kbps の固定ビットレート、 
44. 1 kHz のヴンプ U ング周波数を推奨します。 

♦ CD — R 、 CD — RW はディスクの特性によ0再生でさない場含びあります。 

♦ MP 3/ WMA は市場にフ U — ウェア等、多くのエンコーダソフトび存在し、エンコーダ 
の状態やファイルフォーマットによって、音質の祟化や再生開始時のノイズの発生、ま 
た再生できない場含もあ0ます。 

♦ディスクに MP 3/ WMA _ UI がのファイルを記録すると、ディスクの認識に時間びかかっ 
たり、再生でさない場をびあります。 

参 Microsoft 、 Windows、Windows Media は米国マイク□ソフトコーポレーシヨンの米 
国、およびその他の国における登録商標および商標です。 
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_の [ア ドバイス - 

>表示部に次の表示で、プレーヤーの状態を知5せます。 
•ディスクびよごれているなど読み取りびでさないとを 


「 ERR 0 R 1 J 


• プレーヤーに異常びあるとさ 


「 ERR 0 R 3 J 

「 ERR 0 R 4 J 

♦プレーヤーの温度異常を検出すると、表示部に次の表示び出て自動的にプレーヤーの機 
能び停止します。この場合、しば5くしてプレーヤーの温度び常温に復帰すると表示び 
消えて使用可能になります。 

「 WAIT 」 


■ 
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マイクアンプ* 



P しか SW'M 

f fi 

C VOL 



C 

y f ワースイツチ/音量調整ツマミ 


マイク差し込み □ 


©パワースイッチ/音量調整ツマ S 

電源の ON . OF F と音量を調整することびでをます。 

•スイッチを巧すごとに、電源び ON と OF F に切り替わります。 

•ツマ5をちへまわすと音量び大をくなり、左へまわすとルさくなりまず。 


★印は グレード等によ0装着の有無び異な0ます。 
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標準マイク* 



マイクアンプのマイク差し込み口に差し 
込みます。（マイクアンプについては、 
]已8ページをご覧ください。） 
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室内装備 


サンバイザー/ 
お客様表おお 

■ 室内な 

I 点口.消な 

運転席 h I 助手席 I ★ 

スイッチを押すと点灯し、もラー度押す 


使用ずるとをは前ちに倒します。 と消灯します。 




■フ□ント 



■ U ヤ 

バンは、バックドアを開けると、スイッ 
チび OF F でも点灯します。 



★印は グレード等によ0装着の有無び異なります。 
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スポットランプ* ■ 時計* 


スイッチを押すと点灯し、ちラー度押すエンジンスイッチの位置に関係なく時 
と消灯します。 刻が表示されます。 




• - 知識 - 

夜間、エンジンスイッチび " LOCK " 
の位置では時計び見にくくなります。その 
場合はエンジンスイッチを"日 N " また 
は "ACC " にしてください。 


■"時""分"を調整ずるときは 

H ボタンを押すと"時"、 M ボタンを巧 
すと"分"が早送りされます。 

■時報に合わせるとさは 

時報と同時に：日日ボタンを押すと時報 
に合わせることがでをます。 

•〇〜2目分は切り下げられます。 

•30 〜已目分は切り上げられます。 

(例） 1: 00 〜] : 29 の場合は]: 00 
に、 12 : 吕 白〜] 2 : 己 9 の)場合 I ま 
1:日日になります。 

’ - 知識 - 、 

秒表示はありませんび、：日〇ボタンを押 
したときは0秒か日作動を開始します。 
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シガレツトライター 


エンジンスイッチび " A 巳 C " または" 
ON " の位置のとを使巧でをます。 

シガレットライターを押し込んで手を離 
しまず。 

をとの位置にをどったら使用でさます。 

A ミち意 _ 

♦シガレットライターの金属部分に触れな 
いで<ださい。やけどをするおそれびお 
ります。 

♦シガレットライターの故障や周辺部の焼 
損を防ぐため、巧のことをお守りくださ 
い。 

♦シガレットライターを押さえたままに 
しないで < ださい。 

•他車のシガレットライターを差し込ま 
ないで < ださい。 

•ソケットか5トヨタ純正品政がの電気 
製品の電源を取り出さないでくださ 
し'!。トヨタ純正品政がの電源を取り出 
した場合、シガレットライターを使用 
すると、赤熱したシガレットライター 
び飛び出したり、押し込まれたまま出 
てこないおそれがあります。 
♦ディーゼル車では 24 V のシガレットラ 
イターを使巧し、 LPG 車では 12 V の 
シガレットライターを必ず使用してくだ 
さい。電圧の異なるシガレットライター 
を使用するとシガレットライターび過熱 
するなど故障の原因になります。 


巧皿 


■運輯席用 

使用するときはフタを手前に引き出しま 
ず。 

♦取りはずすとさはプ□テクターを下へ 
押したまま、ゆっくり取りはずします。 



■後部座席用 

使用ずるとさはフタを開けます。 
♦取りはずすとをはの皿本体を持って上 
に引さ抜さます。 



A ミち意 


出火を防ぐため、次のことをお守りくださ 
い。 

♦マッチ、タバコなどの火は完全に消して 
から灰皿の中にいれ、確実に閉めてくだ 
さい。 

♦灰皿の中に紙くずなどの燃えやすい物を 
いれないで < ださい。 

















4 .快適装碼163 


カツプホルダー ★ 


■運転席用 

使用するとさはツマ S を弓 I を出します。 
♦使用しないとさは収納しておいてくだ 
さい。 


A ミち意 _ 

♦カップホルダーには、カップや飲料宙、 
紙パック政がのものを入れないでくださ 
し、急ブレーキをかけたとをや衝突時に 
収納していたちのび飛び出し、けびをす 
るおそれがあります。やけどを防ぐため 
に温かい飲み物にはフタをしてください。 

♦急ブレーキをかけたとさや衝突時に、力 
ップホルダーに体びあたるなどして、思 
わ惦けびをするおそれがあり危険です。 
カツプホルダーを使用しないとさは収納 
しておいて < ださい。 




■後部座席巧 

使用するときは手前に倒します。 

•使用しないとさは収納しておいてくだ 
さい。 



—6 •ァ ドバィス - 

カップホ J レダーを破損か日守るためカップ 
ホルダーに手をついたりしないでくださ 
し、カップホルダーび破損するおそれびあ 
0ます。 


★印は グレード等によ0装着の有無が異な0ます。 
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シートアンダートレイ 


使用するとさはツマ5を引さ出します。 
•使用しないときは収納しておいてくだ 
さい。 


運転席 

ツマ S を引いてトレイを引さ出します。 
♦走行中は閉めてください。 






A 警告 


フ□ントシートの下（シートアンダー 
トレイ内を除く）に物を置かないで< 
ださい。物び挟まってシートが固定さ 
れず、思わ说事故の原因となって重大 
な傷害を受けるおそれびあ0危険です。 
また、 n ック機構の故障の原因になり 
ます。 


★印は グレード等によ0装着の有無が異なります。 
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巧洗い用化巧を巧* 


二人掛けシートの前から3列目のシート 
下側にあります。 

排水するとさは、ゴムキャップを取りは 
ずします。 

ゴムキャップ 


□ープフック* 


積荷を固定するとさに使用します。 
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七パレー ターカー テン* 


荷室を仕切り、エアコン-ヒーターの効 
果を局めます。 

■開け方 

田]チャックをはずします。 

回上部のボタン （4 力所）をはずします。 



团カーテンを丸めなびら開けます。 
团バンド （2 力所）で固をします。 



■取りはずし方 

己]フ□ント側からボタン（左ち3力巧ず 
つ）をはずします。 


ボタン 



回 U ヤ側からセノ （ レーターノ（一に取り 
つけられているボタン（左已力所■中 
央已力所.ち2力所-上部4力所）と、 
フ□アのボタン（左ち4力所）をはず 
しまず。 



★印は グレード等によ0装着の有無び異なります。 
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团 U ヤ側からドライバーで天井に取り 
つけられているネジ（已力所）をまわ 
してはずします。 


ネジ 



お蔵庫* 


エンジンスイッチび " ON " の位置の 
とを使用でをます。 


_開けるときは_ 

レバーを引いて、金具をフックからはず 
しまず。 



金具をフックにかけ、レバーを押します。 
♦確実に固定されたことをお認してくだ 
さし、 

使用ずるときは 


■電源の ON-OFF 

•温度調整ダイヤルをまわして「切」し U 
外の位置にすると、電源び ON になり 
ます。 

•「切」の位置に合わせると電源び0 F F 
になります。 


温度調整ダイヤル 
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■ミ品度調壁 

温度調整ダイヤルをまわします。 

•使用条件とダイヤルの位置は、を蔵庫 
周囲の温度状態およびノ くッテリーの充 
電状態などにより異なりまずび、一応 
の目安として下表を参考にして使用し 
て < ださい。 


ダイヤル 

位置 

冷蔵室温度 
(負巧がないとき） 

使いち 


約+洗〜 +7 °C 

通常使用時 

2 

約び C 〜 +4 °C 

使用条件に 
合わせてダ 
イヤルをお 
選びくださ 
い。 

3 

約-洗〜+洗 

4 

約一8む〜一4た 

己 

約一12でけ下 

冷凍食品を貯 
蔵するとき 


. — 知識 - 

参長時間エンジンを停止していると、庫内 
の温度は上昇します。 

♦:令蔵庫を効果的に使用していただくため 
に次のような事項にミ主意して使用してく 
ださい。 

• 庫内に食料品を詰め込みすぎない。 
♦温かい食料品は、；令ましてから貯蔵す 
る。 

•水気の多い物、香りの強い物は包んで 
から貯蔵する。 

♦ダイヤル4の位置での使用はでさるだけ 
短時間にしてください。4の位置で長時 
間使用すると、庫内び冷えすぎて食料品 
び凍結したり、ビン類などび割れるおそ 
れびあります。 

♦アイスクリームを貯蔵するときは庫内び 
常に約一1已む下でないとやね5かく 
なることびあります。 


_霜取りをずるときは_ 

庫内に目圓程度の厚さに霜がついたら、 
霜取りを行って < ださい。 

の庫内の貯蔵品をすべて取り出します。 
回電源を OFF にして、霜び溶けるま 
で待ちまず。 

团庫内にたまった水は、スポンジまた 
はフキンなどで取り除さます。 


—6 ァドバィス - 

ナイフなどを使用して無 I 里に霜を取 S ない 
でください。；令却!器に傷びつを、：令蔵庫び 
損傷するおそれびあ0ます。 


■急いで霜を取るときは 

約已〇むじ(下の温水（手びいれられる程 
度の温度）をいれて霜を溶かします。 


—6 ァドバィス - 

約己0で！ iLh の温水をいれると内箱び変あ 
ずるおそれびあ0ますので、必ず約己 0 °C 
1；(下の温水をいれてください。 
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ぶ蔵庫の手入れ 



—おァ ドバィス - 

ブラシ、粉石けん、クレンヴ ー、 ベンジン 
などは使用しないでください。冷蔵庫を傷 
つけたり、変色やしみの原因になります。 


■フタ、内箱の手入れ 

己]よく乾いたやわらかい巧でカラぶき 
します。 

回よごれびひどいとさは、中性洗剤を 
溶かしためるま湯（約已ぴ C じ(下）を 
使用してふさ取り、よく乾いたやわ 
らかい巧で水分をふき取ります。 

■ガスケットの手入れ 

よく乾いたやわらかい巧に中性洗剤を含 
ませてよごれをふさ取ります。 


, —6 ァドバィス - 

巧にを量の水を含ませて&さ取ると水び扉 
の内部に侵入して断熱効果び悪くなるおそ 
れびあります。 


■バスケットの手入れ 

石けん水で洗ったあと、水でよくすすざ、 
乾いた巧で水分をふき取ります。 
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取りはずし方 


カーテンレールからフックをはすしまず。 



フックの取りつけ位置 


■バックドアカーテン 


フック 



■ルツクドマカ-テンを除く フック 



★印は グレード等によ0装着の有無び異な0ます。 
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お車（年式）専用のちのを使用して<だ 
さい。 



参フ□アマットとさペダルび干渉しな 
いように敷いてください。詳しくは 
フ□アマット付属の取扱書をお読み 
<ださい。 


A 警告 


♦運転席にフ n アマットを敷くときは、 
政下のことを必ずお守りくださし、。 
お守りいただかないと、フ□アマッ 
卜びずれて運転中に各ペダルと干渉 
し、思わ城スピードび出たり車を停 
止しにくくなるなど、思わ城事故に 
つながるおそれがあ0危険です。 
•トヨタ純正品であってち、他車種 
および異なる年式のフ□アマット 
は使巧しないでください。 

•運転席専用のフ□アマットを使巧 
して < ださし、。 

•他のフ□アマット類と重ねて使巧 
しないで < ださし、。 

•フ□アマットを前後逆さまにした 
り、裏返して使用しないでくださ 
い。 


A 警告 


♦運転する前に、しソ下のことを確認し 

て < ださい。 

♦フ□アマットび正しい位置に敷か 
れていることを定期的に確認し、 
とくに洗車體は必ず確認を行って 
ください。 

♦エンジン停止およびシフトレバー 
び© (オートマチック車）または 
⑩（マニュアル車）の状態で、各 
ペダルを契まで踏み込み、フ□ア 
マットを干渉しないことを確認し 
て < ださい。 
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MEMO 
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a 車との上手な付を合いかた 


寒を時の取り扱い . 174 

をの前の準備、点検 . 174 

運転ずる前に . 17己 

走行するとをは . 17己 

駐車ずるときは . 176 

ワイパー . 177 

タイヤチ；!:ーン . 177 

ディーゼル車の燃料 . 178 

LPG 車の燃料 . 178 

こんなとをは . 179 

雨の曰の運転 . 179 

夏期の取り扱い.エアコンガスの処理 . 179 



車との上手な付さ合いかた 
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寒を時の取り巧い 


をの前の準備、点巧 


■エンジンオイル 

外気温に応じたエンジンオイルに交換し 
てください。 （2 1巨ページ参照） 

■を却水 
I ディーゼル車1 

を却水の凍結を防ぐために冷却水濃度を 
調整してください。 


使用地域 

希釈割合 

ま結保証温度 

温暖地 

30% 

-12°C 

寒;令 i 也 

已0% 

-3 已。 C 


r 寒;令地仕様車 • LPG 車] 

冷却水の凍結を防ぐために;令却水の濃度 
を已0%にしてください。 


使用地域 

馬択割合 

ま結保証温度 

温暖地 

已0% 

-3已°ご 

寒を地 


■ウォッシャー液 

ウォッシャーミ夜の凍結を防ぐために、 

ウォッシャー液容器に表示してある凍 

結温度を参考に希釈して補給します。 

■パッテリー 

気温び下びるとバッテI」一の性能びほ下 

し、エンジン始動に支障をきたすことび 

あります。バッテ U —の液量、比重を点 

検し、必要に応じて液の補充や充電をし 

て < ださい。 

■を用タイヤ、タイヤチェーン 

♦を用タイヤに取り替えるときは、全輪 
とも指定サイズで、同ーメーカー、同 
一銘柄のタイヤに交換してください。 

♦を用タイヤ装着時ち指定空気圧に調整 
してください。 

♦お使いになるを用タイヤの最高許容ま 
度や制限速度を超えるま度で走行しな 
いで < ださい。 

♦タイヤサイズに合ったタイヤチェーン 
を準備してください。 

(177 ページ参照） 

♦トヨタ純正タイヤチェーン（トリプル 
チェーン）のご使用をおすすめします。 
トヨタ純正品!;(外のタイヤチェーンの 
中には、使用すると、車体にあたり、 
走行のさまたげとなるおそれびあるを 
のもあります。詳しくはトヨタ販売店 
にご相談ください。 
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運転する前に 


■屋根に積もった雪 

走行時にガラス面に落ちた雪び視界のさ 
またげになります。走行する前に取り除 
いてください。 

■ガラスについた雪や霜 

ガラス内外の雪や霜を落として視界を確 
保してください。 

デフ□スターを使ラと、ガラスを傷つけ 
ずに落とすことびできます。 

ん 

—の' ァドバィス - 

フ□ン ト ガラスについた氷を除去するため 
に、たたいて割6ないで<ださい。フ□ン 
ト ガラスの内側（車内側）び割れるおそれ 
びありまず。 


■車に柔るときは 

靴についた雪をよく落としてから、乗車 
して < ださい。 

ペダル類を操作するとさにすべったり、 
室内の湿気びを<なりガラスび曇った 
り、凍結することびあります。 

■が気取り入れ□に積もった雪 

フ□ントガラス前部の外気取り入れ□に 
積もった雪を取り除いてから、エアコン 
のファンを作動させてください。 

雪び積もったままで作動させると、ファ 
ンび故障したり、ガラスび曇ったりする 
おそれびあ0ます。 


■足まわりの着氷 

足まわりなどに付着した氷塊を車体など 
に傷をつけないよラに取り除いてくださ 
い。 

■ ドアの凍結 

ドアび凍結したときは無理に開けよラと 
すると、ドアまわりのゴムびはびれたり、 
損傷するおそれびあります。そんなとさ 
はお湯をかけて氷を溶かしてください。 
なお、すぐに水分を十分ふを取ってくだ 
さい。 

■ワイパーなどの凍結 

ワイ パー、 ドア S ラーなどびずって動 
かない場合は無理に動かそラとしてス 
イッチを押し続けたりすると、装置を 
いためたり、バッテ U —あびりをおこ 
すおそれびあ0ます。 
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走巧するとをは 


■すべりやすい路面の走行 

•ゆっくりスタートし、ひかえめな速度 
で走行してくださし、。また、"急"の 
つく動作は避けてください。橋の上や 
日陰などま結しやすい場所では減速し 
て < ださい。 

参積雪時、凍結路では早めにタイヤチェー 
ンまたはを用タイヤを装着してくださ 
い。 

■走行中の着氷 

走行中にはね上げた雪や水は、車に付着 
して氷になります。フェンダー裏側に付 
着ずると八ンドル操作に霞響しまずので 
ときどき確認し、大きくなる前に取り除 
いて < ださい。 

ブレーキ装置に付着するとブレーキの効 
をび悪くなる場合びありますので、とを 
どを軽くブレーキペダルを踏んでブレー 
キの効き具合を確認してください。 


駐まするとまは 


参寒;令時はパーキングブレーキをかける 
と、ブレーキ装置び凍結してパーキン 
グブレーキび解除でをなくなるおそれ 
びあ0ます。 

駐車する場合は、平らな場所に駐車し、 
バーキングブレーキをかけないで、シ 
フトレバーをマニュアル車は©、才一 
トマチ ッ ク車は©の位置にして輪止め 
をしまず。 

また、マニュアル車でやむを得ず、お 
道に駐車する場合は、シフトレバーを 
下りあでは®、上り坂では〇の位置に 
して < ださい。 

輪止めをするときは、下り坂では前 
輪の前側、上り坂ではを輪のラしろ 
側にしてください。 

♦風の当たる部分は、予想！; Lb にお温と 
なります。バッテ U —あびりを防ぐた 
めにをエンジンルーム側を風下に向け 
て駐車してください。 

•降雪時は寒さでワイバーびガラスに凍 
りついたりします。 

ワイパーアームは立てて駐車してくだ 
さい。 

A 警告 

パーキングブレーキをかけずに駐車する 
ときは、おず輪止奴をしてくださし、。 

輪止奴をしないと、車両び動さ思わ城事 
故につながるおそれびあります。 
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ワイ パー 


きを地用ワイパー 
ブレードについて ★ 

降雪期に使用ずる寒;令地用ワイパーブ 
レードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムでおおってあります。 
トヨタ販売店でさ車指定のブレードを 
お求めください。 

. - 知識 - • 

♦高速走行時は、通甫のワイバーブレード 
よりガラスび庙き取 D にくくなることび 
あります。その場合には速度を落として 
<ださい。 

♦寒;令巧用ワイ(ーブレードを必要としな 
い降雪期け外は、通常のワイバーブレー 
ドを使用してください。 



参タイヤチェーンはを輪 （4 つのタイヤ） 
に取りつけ、卜 U プルチェーンを使用 
してください。 

♦タイヤチェーンの取りつけ、取り扱い 
ち法はタイヤチェーンに付属の取扱書 
にしたがってください。 

♦タイヤチェーンはタイヤサイズに合っ 
たちのを使用して < ださい。 

•トヨタ純正タイヤチェーン（トリプル 
チェーン）のご使用をおすすめします。 
トヨタ純正品 L ソがのタイヤチェーンの 
中には、使用すると、車体にあたり、 
走行のさまたげとなるおそれびあるち 
のもあります。詳しくはトヨタ販売店 
にご相談ください。 

A ミち意 _ 

タイヤチェーンを装着して走行するとを 
は、突起や巧を柔り越えた0、急八ンドル 
や車輪び□ックするよラなブレーキ操作な 
どをしないで<ださい。車両び思わめ動さ 
をして事故につなびるおそれびあります。 


—を •ァ ドバィス - 

♦アルミホイールにタイヤチェーンを取り 
つけると、ホイールに傷びつくことがあ 
ります。 

♦タイヤチェーン（金属チェーン）を装着 
しているとさは、3日 km / hl ； LL で走行 
しないで < ださい。 

タイヤチェーンにかかる負荷び大きくな 
り、チェーンび切れやす<なります。 


★印は グレード等によ0装着の有無が異な0ます。 
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ーゼル車の燃料 


軽ミ由はが気温びほ温になると凍結し、燃 
料配管のつまりなどの故障の原因となり 
ます。 

寒;令地へ行< とさは、現地へ着< までに 
残量を半分（燃料計目盛りの1/2しソ下） 
にしておを、現地に着いたら下表にした 
びつてでさるだけ早 < 寒を i 也用燃料を補 
給してください。 

—おァ ドバィス - 

フエI」一を和用ずる場合は、寒を化に着い 
てすぐ寒冷地用燃料を補給できるよラ、あ 
5かじめ燃料を半分！;(下にしておいてくだ 
さい。 


LPG 車の燃料 


L PG 車は外気温びほ温になると燃料び 
十分に気化でをず、エンスト-再始動不 
良の原因になりますので、を寒（已 °CL ソ 
下）時の始動後は、水温計び動を始める 
程度の暖機產転をしたあと走行するよう 
にしてください。 


—6 ァドバィス - 

と < に寒;令化への移動の際は燃料タンク内 
の燃料を極力かなくして寒;令地用燃料を補 
給するよ5にわびけてくださし、。 


使用燃料 

使用限巧温度^ 

J 1 S2 号軽油 

一巳' o°c 

J 1 S3 号軽油 

-12°C 

J 1 S 特3号軽油 

-19°C 


※環境や使巧状況によって異なります。 



•下記の燃料を使用して<ださい。 


エンジン 

指定 燃料 

N 04 C-UP 


軽油 

超低硫黄軽油 
( S 1日 ppm 政下） 


N 04 C-V F 
























こんなとをは 
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雨の曰の運お 


■ガラスの量りを取りたいとさ 

ガラスび曇ってがび見にくいとさは、エ 
アコンを作動させ、吹き出し口切り督え 
を而、またはる i にし、内外気切り替え 
を位 (外気導入）にしてください。 

■フ□ントガラスの油膜を取るとき 

ミ由膜びあると、雨の夜は対向車のライト 
などび乱反射します。 

ガラスクリーナーを使ってガラスの表面 
をされいにして < ださい。 


夏期の取り扱い • 
エアコンガスの処埋 


■シーズン前のエアコンチェック 

を媒（ガス）び不足していると、を房性 
能びほ下します。 

夏になる前に点検、巧充をしてください。 

■エアコンの上手な使い方 

駐車のあと室内温度び高いときは、窓を 
開けて熱気を逃びしてからエアコンをか 
けて < ださい。 


■炎天下に駐車するときは 

ボディに覆いをかけたり、八ンドルや 
シートにタオルなどをかけて、室内温 
度の上昇を巧えてください。 


■エアコンガスの処理 

エアコンガスは新;令煤 H F C 1 34a 
(R134a) を使用しています。 

地球環境を守るため、大気放出しない 
よ5、修理•廃車時の処理はトヨタ版 
売店にご相談ください。 
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MEMO 


■ 


已.車との上手な付さ合いかた 181 
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簡単な点検、部品交換 . 1 S 8 
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手入れ 


曰頃の手入れ 


車をいつまでを美しく保つためには日頃 
の手入れび必要です。 

•洗車やワックスびけなどを行ラとき 
は、それぞれの用品に記載されている 
説明をよ<読み、用途やミ主意事項など 
を必ずお守りください。 

•月に1度、または水のはじさび悪くな 
ったらワックスびけを行ってくださ 
い。 

参塗装のとび石傷やかを傷は腐食の原因 
とな D ます。 

見つけたら早めにトヨタ純正タッチア 
ップペイントなどで補修してくださ 
い。 

•イ呆菅-駐車は風通しの良い車庫や屋根 
のある場所をおすすめします。 

参塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機 
溶剤を付着させないで<ださい。塗装 
を損傷しまず。万一、付着した場合は 
ただちにふき取る、洗車するなどして 
<ださい。 

•次のよラな場合は塗装の劣化や車体- 
部品の腐きなどを早める原因となりま 
す。 

ただちに洗車してください。 

•ミ毎岸地帯の走行をしたとを 
• 凍結防止剤を散なした道路の走行を 
したとさ 

•コールタール、花粉、樹液、鳥のみ 
ん、虫の死びいなどび付着したとさ 
•ばい煙、油煙、おじん、鉄粉、化学 
物質などの降下のをい場所を走行し 
たとさ 

•ほこり、ミ尼などで着しくよごれたと 
さ 


か装の手人れ 


洗車 

の十分水をかけなびら車体、足まわり、 
下まわりの順番に上から下へとよご 
れを洗い落としまず。 

参車体は、スポンジやセーム皮のような 
柔らかいちので洗います。 

回よごれのひどいとさは力ーシャンプー 
を使用し、水で十分洗い流してくだ 
さい。 

团はん点び残らないよラに水をふさ取 
ります。 

A 警告 


排気管は排気ガスにより高温になります。 
洗車などで触れる場含は、十分に排気管 
び;令奴てか5にしてください。やけどを 
するおそれびあ0ます。 


A 汪意 _ 

下まわり、足まわりを洗うときは、手にけ 
びをしないよラにを意してください。 


/—6 ァドバィス - 

♦エンジンルーム巧の電気部品に水などを 
かけないでください。エンジンの始動不 
良や電気部品の故障などの原因になるお 
それびあ0ます。 

♦ミ先車するときは、硬いブラシやたわしな 
どを使用しないでください。塗装などに 
傷びつをます。 
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■高圧洗車機を使用ずるときは 

♦ノズルの先端を窓ガラスなどに近づけ 
ずざないでください。近づけすざると 
水圧び高いため、室内に水びはいるお 
それびあります。 

参駆動系部品（ディファレンシャルギア 
など）のベア U ングやオイルシール部 
品に近づけすざないでください。近づ 
けすざると、水圧び高いため、内部へ 
の水入りやグ U ス流出により、性能び 
劣化するおそれびあります。 

■ランプについて 

ランプのレンズ表面をワックス、ベンジ 

ンやガソI」ンなどの有機溶剤でふいた 

り、硬いブラシなどでこすったりしない 

で < ださい。 

破損したり、劣化を早めることびありま 

す。 


ワックス 

ワックスびけは洗車後、車体の温度び;令 
えているとさ（およそ体温 L ソ下を目まと 
してください。）に行ってください。 

し 

—がァ ドバイス - 

目地のある素巧部こ塗装用ワックスを使 
用しないで<ださい。塗装用ワックスび付 
着ずると、目巧にはいってとれなくなり、 
白くなることびありまず。 

※素地部=塗装されていないアウター-ラー- 
ドア "ン ドルなどの樹脂部分 


巧装の手入れ 


カークI」ーナーや電気掃除機などでほこ 
りを取り除き、水または城るま湯を含ま 
せた巧で軽 < ふさ取ります。 

A 警告 


♦シートベルトの清掃にベンジンやガソ 
U ンなどの有機溶剤を使用しないでく 
ださい。また、ベルトを漂白したり、 
染めた0しないでください。シートべ 
ルトの性能が落ち、衝突したとさなど 
にシートベルトび十分な効果を発揮せ 
ず、生命にかかわる重大な傷害を受け 
るおそれびあります。清掃するとさは 
中性洗剤か城るま湯を使用し、乾くま 
でシートベルトを使用しないでくださ 
い。 

♦内装（特にインストル^ントパネル） 
の手入れをするときは、說出しワック 
スや颤出しク U —ナーを使用しないで 
ください。インストルメントパネルび 
フ□ントウィンドウガラスへ映り込み、 
運転者の視界をさまたげ思わ城事故に 
つなび0、重大な傷害をしくは死じに 
およぶおそれびあります。 


A 江, 音、 _ 

室内の清掃などで車内に水をかけないでく 
ださい。オーディオ類やフ□アカーペット 
下の電気部品などに水がかかると乂災や故 
障の原因になるおそれびあ0ます。 
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. — 6' ァドバィス - 

♦内装の手入れをするとをは、ベンジン、 
ガソ U ンなどの有機溶剤や酸またはアル 
カリ性の溶剤は使用しないでくださし、。 
変色やしみの原因になります。また、各 
種ク U —ナー類には、これ5の成分び含 
まれているおそれびありますのでよく確 
認のラえ使用してください。 

♦内装の手入れをするときは、離出しワッ 
クスや離出しクリーナーを使用しなし、で 
ください。インストル方ントパネルやそ 
の他内装の塗装のはびれ-溶解-変形の 
原因になるおそれびあります。 

♦芳香剤（液体-固体-ゲル状-プレート 
タイプなど）を、内装品（エアコン•才 
ーディオなど）に直接触れさせた0、こ 
ぼしたりしないよラを意してくださし、。 
含まれる成分によっては変色やしみ、塗 
装はがれの原因となるおそれびありま 
す。 

♦ I 」ヤガラスの内側を清掃するとさは、熱 
線を損傷するおそれびあるため、ガラス 
ク U —ナーなどを使わず、熱線にそって 
かまたは城るま湯を含ませた巧で軽くふ 
いて < ださい。 

♦ U ヤウインドゥデフォッガー付き車で 
は、リヤガラスの内側を掃除するとをは、 
熱線を引っかいた0、損傷させないよラ 
に気をつけてください。 


エアコンの手入れ 


■才ートエアコン（ヒーター用）、 
フ□ントヒーター 
寒冷地仕様車1 

ク U —ンエアフイルターびはいっていま 
す。 

快適にお使いいただくため定期的な清 
掃、交換をおすすめします。 

エアフイルターの清掃、交換については 
トヨタ販売店にごす目談ください。 

清掃、交換の目ま 

♦清掃…10,000 km 【已 ,000km】 ごと 
♦交換 . 30,000 km ごと 

【】は、をじん地区（大都市.寒;令地 
など、交通量■おじんのをい地区）の場 
合。 
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■オートエアコン（クーラー用）、 
クーラー（リヤ） 

ク U - ンエアフイルターびはいっていま 

す。 

快適にお使いいただ<ため、定期的な清 
掃-交換をおすずめします。 

夏季などクーラーをひんぱんに使用する 
とさは、月に一度程度はフイルターの清 
掃を行ラよラにしてください。 

エアフイルターの清掃、交換については 
トヨタ販売店にご相談ください。 

清掃、交換の目ま 

参清掃… 10,000 km 【已 ,000 km 】 ごと 
♦交換 .30,000 km ごと 

【】は、をじん地区（大都市.寒;令化 
など、交通量•粉じんのをい地区）の場 
合。 


f — お ァ ドバィス - 

♦エアコンの風量び著しく低下したとを 
はフィルターの目詰まりび考え S れま 
ず。清掃または交換してください。 

♦フィルターの清掃•交換は、エンジン 
スイッチを " LOCK " の位置にして 
か!5巧ってください。 

♦クーラーの効さび悪<なった5、フィル 
ターの清掃をしてください。 

♦清掃してちクーラーの効さび悪いとさは 
トヨタ販売店で点検を受けてください。 

•フィルターにはち向性びあります。取り 
つけち向をまちびえないよラに取0つけ 
て < ださい。 


田]エンジンスイッチを‘‘ LOCK " 
の位置にします。 

回ドライ八'一でカノ（一のネジをまねし 
てはずし、カバーを取りはずします。 



团フィルターの端を持って、取り出し 
ます。 



团水をかけてフイルターのよごれを洗 
い落とし、しっかり乾かします。 

固取りはずすまえと同じ向きにフイル 
ターを 取りつけます。 

固カバーを取りつけ、ドライバーでネ 
ジをまわして取りつけます。 


一6 •ァ ドバィス - 

エアフィルター装着車では、ぶ、ずフィルター 
を装着した状態でクーラーを使用してくださ 
し'!。フィルターを装着せずにクーラーを使用 
ずると、故障の原因となることびありまず。 
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簡単な点検、部品交換 


A 警告 


点検や交換したあとは、工具や巧などを 
エンジンルームに置さ忘れていないこと 
を確認してください。万一、置さ忘れて 
いると、故障の原因となったり、まに、 
エンジンルーム内は高温になるため火災 
につなびるおそれびありをおでず。 


エンジンオイルについて 


エンジンオイルの量をとさどさ点検して 
ください。なお、高速走行（約 80 km / 
(上での連続走巧）を行ラ前には、お 
ず点検して < ださい。 

• L PG 車の点検ち法については 「メン 
テナンスノート」 を参照してください。 


A 警告 


エンジンオイルを点検-交換するときは、 
ホのことをお守りください。お守りし、た 
だかないと重大な傷害ややけどにつなび 
るおそれびあります。 

参エンジンを止めてください。 

エンジン回転中にベルトやフアンなど 
の回転部分に独れたり付近にいたりす 
ると、手やを服-工具などびきさ込ま 
れたりして、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇ち険でず。 

♦エンジンオイ J レの温度びほいとさに点 
お-交換してください。 

参エンジンび止まっていても;令却水温び 
高いとさは、エンジンオイルち高温に 
なってお0、やけどをするおそれびあ 
りを巧でず。 


ディーゼル車 


■点検のしかた 

エンジンを暖機後に停止し、 已 分しソ上経 
過してから点検します。 

圧] エンジン オイル レベルゲージを 抜さ 
取り、付着しているオイルを巧で巧 
を取りまず。 


エンジンオイルレベルゲージ 



回再びいっぱいに挿し込んでから静か 
に抜さ取りまず。 

♦オイルびエンジンオイルレベルゲージ 
の点検用レベルと LOW LEVEL 
の間にあれば良好でず。 

点検用レベル 



/ FULL LEVEL 

LOW LEVEL 

固]オイルび LOW LEVEL を下ま 
わっているとさは 、 FULL L E 
VE L まで補給します。 

♦オイルび点検用レベルをこえていると 
きは、必ずオイルを交換してください。 


团点検後は、エンジンオイルレベルゲ 
ージを確実に拝し込みます。 
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A ミち意 


排出ガス浄化装置の特性上、気候や運転 
状況によっては、エンジンオイル中に燃 
料び徐々に混ざる場合びあります。この 
ため、エンジンオイルびま入時より増え 
ることびありますび故障ではあ0ません。 


■エンジンオイルの補給 


A ミ主意 


エンジンを高回転-高負荷でを巧してい 
る場合は、走行 km 数にかかわ5ず早めに 
交換してください。また、オイルレベル 
点検時、オイルび著しくよごれていると 
をち走行 km 数にかかわ5ず早めに交換し 
て < ださい。 


田オイルが不足しているとさは、エン 
ジンオイルを入口のキャップをはず 
し、エンジンオイルを補給します。 

回補給後、 ] 日分ほどしてからエンジン 
オイ山レベル ゲージで オイル量を点 
検します。 

ん 

—がァ ドバィス - 

エンジンオイルは、レベルゲージの 「FUL 
L LEVEL 」 の位置 L ソ上いれないでくだ 
さい。エンジンの故障の原因にな D まず。 


■エンジンオイルの交換 

交換時期については、エンジンの種類に 
よって異なりまずので、新車および才一 
バー ホール後、 ].000 km 走行時に交換 
した後は、下記の表にしたびって定期的 
に交換してください。 


. - ァロ識 - 

エンジンオイルはエンジン内部の潤滑、； 令 
却などをする働さびありまず。通甫の運転 
をしていてちピストンおよび吸-排気バル 
ブを涵滑しているオイルの一部び燃焼室な 
どで燃えるため、オイル量は走行ととちに 
減少します。また、減かする量は走行ま件 
などにより異なりまず。 


エンジンを却水について 


r 寒;令化仕様車- LPG 車] 

必ずトヨタ純正□ングライフクーラント 
を已0%の濃度にしていれてください。 


オイル 容量 [ L ] (参考値） 

オイルのみ 
交換時充てん量 

オイルと 

オイルフィルター 
交換時充てん量 

目.3 

7.7 


交換時期 

1己000 km ごと 
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_ウオッシヤー液の補給_ 

ウォッシャー液び不足しているときは、 
ウォッシャータンクのキャップをはず 
し、ウォッシャー液容器に表示してある 
凍結温度を参考に希釈して補給します。 

■ウォッシャータンクの位置 

フ□ント 

助手席前部にあります。 

補給ずるとさはレールに合わせて手前に 
引さ出します。 



燃料-水分離器のが水 


r デイーゼル車 

■燃料-水分離器の位置 

燃料-水分離器は助手席側車両中央部に 
あります。 



リヤ 

トランク左側にあります。 




★印は グレード等によ0装着の有無び異なります。 
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■が水方法 

圧!エンジンを停止します。 


回軽ミ由び飛散しないよラに排出栓の下 
に受け皿などを置きます。 

团排出をを左にまわします。 



团ポンプを押し、水を排出します。 

コップ半分くらいの水を排出しまず。 



レギュレーターの夕ール巧さについて 


rLPG 車 1 

レギュレーター内にタール分び付着ずる 
と、觸媒装置のミき化を損なラおそれびあ 
ります。定期的なタール抜さを行ってく 
ださい。 

詳しくは、トヨタ販売店にご相談くださ 
し、。 


A 警告 


エンジン停止直禮のレギュレーターは直 
接手などで触れないでください。 

レギュレーターび高温になっているため、 
やけどするおそれびあります。 


固排水処理が終わったら、排出栓を確 
実に締めつけます。 

♦排出栓の締めつけは手で行ってくださ 
い。 

固ポンプび抵抗を感じるよラになるま 
で数回押します。 
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_タィャ_ 

曰常点検として必ずタイヤの点検を行つ 
て < ださい。 

下記のタイヤの状態を点検します。 

•空気圧 
♦を裂-損傷 
•溝の深さ 
参異甫な摩耗 

■空気圧 

点検時期 


曰常点検 

_ 3力月ごと（距離項目）_ 

エアゲージでタイヤ（スペアタイヤを含 
む全輪）の空気圧を点検します。空気圧 
不良のとさは、指定空気圧に調整して< 
ださい。 



A 警告 


指定空気圧にしてください。 

空気圧び低すざたり高すぎたりすると、 
柔〇む地が悪<なったり、積荷が傷みや 
すくなります。また、タイヤの異常摩耗 
の原因にわなります。 

空気圧び著しく低いと、フラットスポッ 
卜び発生した0、過熱しやすくなりバー 
スト（破裂）したりして、思わ城事故に 
つながるおそれびあります。 


•点検-測定および充てん時は、必ず夕 
イヤが冷えているとさに行ってくださ 
し、。（走行直後は熱によって空気圧が 
高くなりますが、決して抜かないでく 
ださい。） 

•空気圧の測定後およびエア充てん後 
は、はずしたバルブキャップを必ず取 
りつけて < ださい。 

•空気圧は、運転席ドアを開けたボディ 
側に貼られている「タイヤ空気圧」の 
表で正しい空気圧を確認のラえ、調整 
して < ださい。 


• -& ムァ ij 識 - 

♦指定空気圧でたねみ状態を確認してお< 
と便利です。 

♦正確な点検調整には、タイヤエアゲージ 
とエアコンプレッサーび必要です。 

















已.手入れ、メンテナンスデータ 
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異常な摩耗 


タイヤの接地面に異常な摩耗びないかを 
点検します。 


タイヤの接地面全周や側面にさ裂や損傷 
びないかを点検します。また、訂や石な 
どの異物び刺さったり、かみ込んだりし 
ていないかをタイヤ全周にわたって点検 
します。 



■タイヤのさ裂•損傷 ■タイヤの異常な摩耗 


点検時期 


点検時期 

曰常点検 

3力月ごと（距離項目） 


曰常点検 

3力月ごと（距離項目） 


•タイヤにさ裂•損傷びあるとさは、新 
品のタイヤと交換してください。 
(タイヤの交換については、238ぺ一 

ジ 「タイヤを交換ずるときは」 をご 

覧ください。） 


A ミち意 


傷びコードに達しているとさや、コードび 
震出しているとをは使巧しないでくださ 
い。本来のタイヤ強度がちたれず破損する 
おそれびありまず。 


•異常な摩耗があるときは、トヨタ販売 
店で点検-整備を受けて<ださい。 


■ 
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■タイヤの溝の深さ 


_点検時期_ 

曰常点検 

_ 3力月ごと（距離項目）_ 

タイヤの溝び十分に残っているかを点検 
しまず。 

•残り溝び少なくなってくると、タイヤ 
のス U ップサイン表示（▲位置）に摩 
耗限度表おびあらわれますので、新品 
のタイヤと交換してください。 
(タイヤの交換については、238ぺ一 
ジ 「タイヤを交換ずるとをは」 をご 
覧ください。） 



A 警告 


♦ス I 」ップヴイン（摩耗限度表示）びあ 
5われたときは走行しないでください。 
スリップしやすくな0非常に危険です。 


走行路 

溝の深さ限度 

一般路 

1，目 fMl 


♦高速道路を走巧するとさは、溝の深さ 
を確認してください。溝の深さび規定 
处下のとさは、危険なた奴走行しなし、 
で < ださい。 


走行路 

溝の深さ限度 

高速道路 

2.4 mm 
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■タイヤ □ーテーシヨン 
(タイヤ位置交換） 

タイヤは道路のが況-積荷-ブレーキ操 
作-取りつけ位置などによってそれぞれ 
異なった摩耗をします。また、スペアタ 
イヤは長時間使用しないとを質します。 
タイヤの摩耗を均等にし、寿命を延ばず 
ために定期的な位置交換をして < ださ 
し、 


タイヤ□-テーシヨン時期 

己, OOOkm ごと 


. - ス□識 - 

♦搭載されているジャッキを使用してタイ 
ヤ位置交換を行5とさは、スペアタイヤ 
を使用して1輪ずつ交換してください。 
♦アル5ホイール装着車では前後のタイヤ 
にそれぞれ専用の塗装び施されているた 
め、前後のタイヤを入れ替えて□ーテー 
シヨンしないでくださし、。 


t 車両前ち 



X 




スペアタイヤ 


A 警告 


タイヤ n —テーシヨンを行ったあとは、 
指定空気圧に調整してください。前後の 
タイヤで指定空気圧が異なるため、指定 
空気圧よ0低いと車両の走行安定性を損 
なラばか0でなく、タイヤび偏磨耗した 
りします。高速時にスタンディングウエ 
ーブ現象 X によ0タイヤびバースト（破 
裂）したりして、思わ城事故につなびる 
おそれびお0ます。 

※高速で走行してるとをに、タイヤび波ラつ 
現象 


A 汪意 _ 

♦曰常点検として必ずタイヤの点検を行っ 
てください。に7ページ参照） 

♦タイヤ□ーテーシ ヨン 後は、初期なじみ 
により締めつけトルクび低下することび 
おります。 

約已日〜]日 0 km 走行棲、規定の締めつ 
けトルクでホイール取りつけナットの増 
し締めを巧ってください。 

♦タイヤの取りつけには、ご使用のディス 
クホイール専用のホイール取0つけナッ 
卜およびストップボルトを使用してくだ 
さい。 

♦ホイールナットレンチはホイールナット 
の與まで深くかけてください。かけかた 
び浅いと力をかけたとき、ホイールナッ 
トレンチびがれけびをするおそれびあり 
ます。 

♦ホイールナットのゆるみおよび締めすぎ 
は、ホイールボルトの折損やディスクホ 
イールのさ裂につながり、脱輪の原因に 
なります。 

♦ダブルタイヤの点検のとさは、ホイール 
ナットだけでなくストップボルトを忘れ 
ずに締奴つけてくださし、。 
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A 警告 


♦タイヤ-ディスクホイール-ホイール取0つけナツトを交換するとさはトヨタ販売店に 
ご相談ください。 （39 ページ参照） 

ディスクホイールは下記の表を参照し、必ず指定サイズで同一種類のわのを取りつけ 
てください。指定サイズ！;(がのタイヤ■ディスクホイールを取りつけると、車の性能 
び十分に発揮できないばか0でなく、思わ城事故につなびるおそれびあります。 


〈ディスクホイールの指定サイズ〉 


タイヤサイズ 

ディスクホイール 

リムサイズ 

P . C 占.※ 1 
( mm ) 

オフセツト※ 2 
( mm ) 

色.已 0 R 1 曰一 10 PRLT 

16 X 
己.己 OF 

203.2 
(巳巧） 

119 

21已/7日1=117.已一118/1 16 LLT 

17.5 X 

6.00 

203.2 
(已巧） 

120 

(ス チー •ル） 
127 
仍に） 

21已/7日 R 17 .已 一 112/1 10 LLT 


ホイール取りつけナツトを取りつけるボル 
卜中むの円の直径 Cd ) 


《2ディスクホイールの中む線から取りつけ面 
までの長さ （ C ) 




ホイール取りつけ面 


• - 知識 - 

♦ディスクホイールは、 U ムサイズやオフセツトび同じでをほかの車のちのび使用でをな 
い場含びあります。お手持ちのディスクホイールを使巧するとをは、トヨタ販売店にご 
相談ください。 

♦タイヤやディスクホイールを交換したときは、ホイールバランスを確実にとってください。 
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ヒューズの 点検、交換 

ランプびつかないとをや電気系統の装置び働かないとさは、ヒューズ切れやランプ 
自体の巧切れび考えられます。 

次の手順でヒューズの点検、交換を行つて<ださい。 

圧!エンジンスイッチを" LOCK " の位置にします。 

医]ヒューズボックスを開けます。 

《フ □アヒューズボックス A 》 

助手席ラしろの床面に取りつけられています。 

ネジ （3 力所）をまわしてはずし、力八一をはずします。 
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《フ□アヒューズボックス B 》 

ディーゼル車ではセンタードア後部のカバー 、 L PG 車では通路中央のカバーのツ 
マ-をまねしてはずし、ヒューズボックスのカバー両端のツメを開をなびらカバー 
を持ち上げてはずします。 

• L PG 車はツマミの凹み部にコインなどを差し込んでまわすと、楽に□ックをは 
ずせまず。 

ディーゼル車 LPG 車 


カバー 
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团故障の状況から点検すべさヒューズを表 （200 〜203ページ参照）で確認し、 
ヒューズはずしでヒューズを引を巧き、ヒューズび切れていないかを点検します。 
•ヒューズはずしは、インバネヒューズボックス （202 ページ）についています。 
♦ヒューズは車の仕様によりないをのをあります。 

♦各ヒューズの受け持つ装置は主なちのについて記載しています。 

团ヒューズび切れていたら、表 （200 〜203ぺージ参照)、またはヒューズボック 
スの表示にしたびい規定容量のヒューズに交換します。 


切れた巧態 


A 江意 _ 

規定容量 L 处がのヒューズを使用しないで<ださい。配線び過熱•焼損し、火がになるおそれ 
びありまず。 


—6 •アドバイス - 

取り替えてもまたヒューブび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けてください。 


固ヒューズび切れていないとを、または交換してもライト類び点灯しないとをは電 
球切れび考えられます。 

電球を点検し、切れているとさは交換してください。 


八 


J W 


JL 


切れていないが態 


m 


W y 




固それしソ外の電気系統の装置び働かないとさは、トヨタ販売店で点検を受けて < だ 
さい。 
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《フ□アヒューズボックス A 》 



•予備ヒューズ 


ヒューズの受け持つ主な装置名称 

アンペア数 

ヒューズ名称 

ク ー IJ ングユニット（モーター） 

]已八 

如八※ 

① 

エアコンフアン N 日.1 

クー IJ ングユニット（モーター） 

]已八 

如八※ 

③ 

エアコンフアン N 日ぶ 

クー IJ ングユニット（モーター） 

]已八 

20 A % 

③ 

エアコンフアン N 日.3 

コンデンサーユニット（モーター） 

20 A 

30 A % 

④ 

コンデンサフアン N 日.1 

コンデンサーユニット（モーター） 

20 A 

30 A 《 

⑥ 

コンデンサフアン N 0ぶ 

ヒーター用ウオーターポンプモーター 

10 A 

⑥ 

ウォーターポンプ 

ABS 

20 A 

30 A 《 

⑦ 

ABS SUB 

リヤウインドゥデフオッガー 

20 A 

④ 

デフォッガ 



《 LPG 車 
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《フ□アヒューズボックス B 》 


□ □ 




□ □曾密日 

窗曾□□日^ 



—^~ J - 

」□□□ 


ヒューズの受け持つ主な装置名称 

アンペア数 

ヒューズ名称 

EDU (ディーゼル車） 

1已 A 

① 

EDU 

LPG インジェクター （ LPG 車） 

EFI 

E F 1 ECU 
(ディーゼル車） 

1已 A 

⑨ 

ECD 

オルタネーター 

7.已 A 

③ 

ALT-S 

電動格納式補助ステップ※1 

1已 A 
30 A &2 

④ 

STEP 


電動格納式補助ステップ付を車 
LPG 車 
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《インパネ ヒューズボッ クス》 



ヒューズの受け持つまな装置名称 

アンペア数 

ヒューズ名称 

ワイバ ー& ウォツシャースイツチ 

20 A 

① 

WIPER 

ワイパ 

オートドア、 A 目 S、E F 1 
オルタネータ 

15 A 

③ 

ECLMG 

オートエアコン、マニュアルエアコン 

15 A 

③ 

A.C 

エアつン 

木ーター、 ヒーター、 

後退な、バックブザー 

10 A 

④ 

GAUGE 

メータ 
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ヒューズの受け持つ主な装置名称 

アンペア数 

ヒューズ名称 

方向指示巧 

10 A 

⑥ 

TURN 

ターン 

DVD / CD プレーヤー 

10 A &1 

⑧ 

TV 

テレビ 

S ラーヒーター 

1已 A &3 

⑦ 

M 1 R HTR 

日日□コネクター 

7.已 A 

⑧ 

0 巨 on 

ECT コンピューター、エアサスコンピ 
ューター、5ラーコント□—ル U レー 

7.已 A 别 
10 A &2 

⑨ 

ECU-B 

室内灯、トランク灯、時計、 

オーディオ 

10 A &1 

1已 A &2 

⑩ 

DOME 

ルームランプ 

ウー八ーアンプ、パワーアンプ、 
オーディオ 

1已 A &1 

⑩ 

RADIO N 0.2 

ラジオ 

A 呂 S ECU 、 制動灯、 

八イマウントストップランプ 

1已 A 

⑩ 

STOP 

ストップランプ 

フォグランプ 

1已 A 

⑩ 

FOG 

フォグランプ 

へッドランプ（左側） 

1已 A 


HEAD ( LH ) 

へッドランプ（左） 

へッドランプ（ち側） 

1已 A 

⑩ 

HEAD ( RH ) 

へッドランプ（ち） 

メーター 

7.已 A 

⑩ 

ME"NGN 

木ーター 

郎常点滅灯、ホーン 

1已 A 

⑩ 

HAZ - H 0 RN 

ノ V ヴード-ホーン 

シガレットライター、オーディオ、 

時言丰 

1已 A 

⑩ 

C に- RADI 日 

ライター.ラジオ 

スイッチ照明、尾灯、車幅灯、 

センタードアステップランプ 

1已 A 

⑩ 

TAIL 

テールランプ 

E F 1コンピューター 

10 A 


に N 

イグニッシヨン 

E F 1コンピューター、 

スターターリレー 

7.已 A 

© 

ST 

スタータ 

ドア□ック 

20 A 


D/L 

ドア□ック 


ディーゼル車 
※吕 LPG 車 
《3寒冷地仕様車 
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電球（バルブ）の交換 

ここでは主な電球（バルブ）の交換ち法を記載していまず。記載されていない電球 
の交換についてはトヨタ販売店にご相談ください。 

参ページ数び記載してある電球の交換については、該当ページをお読みください。 


リャ方向指示な兼巧常点滅な、 

を退灯、尾な、制動打/尾な吕09 



フォグランプ吕08 
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A ミち意 _ 

♦ノ V □ゲン電球はガラス球内部の圧力び高 
いため、落としたり、物をぶつけたり、 
傷をつけたりすると破損してガラスび飛 
び散る場合があ0ますので十分ま意して 
取り扱ってください。また、素手で触れ 
ずにきれいな手袋を着巧してください。 

♦電球を交換するとさは、各ランプを消灯 
させ、電球が冷えてから交換してくださ 
し、。やけどするおそれがあ0ます。 


• - & ム知識 - 

ヘッドランプ-制動灯などのランプは、雨 
天走行や洗車などの使用条件によりレンズ 
内面び一時的に曇ることびあります。これ 
はランプ内部と外気の温度差によるちの 
で、雨天時などに窓ガラスび曇るのと同様 
の現象であり、機能上の問題はありません。 
ただし、レンズ内面に大粒の水滴びついて 
いるときやランプ内に水びたまっていると 
きは、トヨタ販売ちにご相談ください。 


/—な 'ァドパ’ィス - 

♦必ず同じ W 数の電球を使用してくださ 
し、。 （2 12ぺージ舞眠'' 

♦電球および電球固定具の取0つけは確実 
に行ってください。取りつけび不完全な 
場合、水入りなどによる故障およびレン 
ズ内面の曇りにつなびるおそれびありま 
す。 


■ 
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■へッドランプ/フ□ント方向指示な兼非常点滅な/車幅な 


<取りはずしち> 

へッドランプ/フ□ント方向指示な/車 
幅好は、電球を交換するまえに m 、 回 
の作業を行ってください。 

のネジ （1 力所）をまわしてはずしてか 
日、クリップ（已力所）のかん合をは 
ずし、ラジェーターグ1」ルを取りは 
ずしまず。 



回ネジ （3 力所）をまわしてはずしてか 
日、ピン （1 力巧）のかん合をはずし、 
へッドランプ本体を取りはずします。 



团フ□ントち向指示灯または車幅なは、 
ヘッドランプ本体裏側にあるソケッ 
卜をち印の方向にまわして取り出し、 
ソケットから電球を抜さ取ります。 
ヘッドランプは、手順田〜固にした 
びって、電球の交換作業を行います。 


車幅灯 へツドランプ（□ービーム) 



团バックカバーを矢印の方向にまわし 
て、取りはずします。 



※図は助手席側で説明していまず。 
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固コネクターを 取りはずします。 



固止め金具をはずし、電球を取り出し 
まず。 



<取りつけち> 

取りはずしたとさの逆の手順で取りつけ 
まず。 


※図は助手席側で説巧していまず。 


A ミ主意 



<へッドランプ本体の取りつけち> 

取りはずしたとをのをの手順で取りつけ 
ます。 

参へッドランプ本体を取りつけるとを 
は、図のようにピン （1 力所）をボデ 
一側の取りつけ穴に確実に差し込んで 
<ださい。 



—おァ ドバィス - 

電球を交換したあとは、トヨタ販売ちでへ 
ッドランプの光軸の点検を受けてくださ 
い。 
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■サイド方向指示な兼非常点滅な 

<取りはずしち> 

のネジ （4 力所）をまわしてはずし、レ 
ンズカバーを取りはずします。 



回電球をソケットから押しなびらまわ 
して、引さ抜さます。 



<取りつけち> 

取りはずしたときのをの手順で取りつけ 
ます。 


■フォグランプ 
フォグランプ装着車 

<取りはずしち> 

圧]ツメを押して、コネクターを取りは 
ずしまず。 



回電球を矢印のち向にまわして、取り 
はずします。 



く 取0つけ方> 

取りはずしたとさの逆の手順で取りつけ 
ます。 


※図は助手席側で説明していまず。 
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■ U ヤランプ 
<取りはずしち> 

のクリップ （7 力所）をはずし、カバー 
を取りはずします。 

♦ク U ップをはずすとさは、中央（下 
図〇部分）を押し込んでください。 



回本体からソケットをまわして取り出 
します。 


後退打 ち向指示打兼巧常点滅打 



回尾 I 打し分外は、電球をソケットから巧 
しなびらまわして、引を巧さます。 
尾灯は、電球をソケットから引き抜 
さます。 


<取りつけち> 

己]電球を取りはずしたとさの逆の手順 
で取りつけます。 

回ク U ップを取りつける前に、ク1」ッ 
プ中央部を引を出します。 

>ク U ップ先端をねじりなびら巧し込む 
と、ク1」ップ中央部び引き出せまず。 



回カバーをちとの位置にちどして、 
ク U ップで固定します。 

>クリップのノブを押し込み、カバーを 
確実に固定してください。 

ノブ 
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■ま号な 
観音扉ドア 
<取りはずしち> 

己]ドライノ（一などでネジをまわしては 
ずし、カバーを取りはずします。 



回電球を押しなびらまわして、引を抜 
さます。 

<取りつけち> 

取りはずしたとをのをの手順で取りつけ 
ます。 


r トランク 

己]ドライノ（一などでネジをまわしては 
ずし、カバーを取りはずします。 


回電球を引さ抜さます。 

カバー 



<取りつけち> 

取りはずしたときのをの手順で取りつけ 
ます。 














メンテナンスデータ 
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項 目 

メンテナンス データ 



遊び [ mm ] 

(負圧なしの状態） 


1 〜 

'6 


ブレーキ 

ペダル 

踏み込んだとさの 
床板とのすさ間 [ mm ] 

〔足皆力49 ON 忆 Ok 呂り〕 
(エンジン ON の状態） 

4已政上 


クラッチ 

遊び [ mm ] 

10〜2己 


ペダル 

クラッチが切れたとさの床板と 
のすさ間 [ mm ] 《 

2己政上 

パーキング 

ブレーキ 

引さしろ[ノッチ] 

〔操作力19日 N に Ok 呂川 

目〜8 




デイー 

新口百日寺 

9.5-11.5 


オルタ 


ゼル車 

点検時 

14-17.5 


ネーター 


LPG 

新口百日寺 

12〜1目 

V 

ベ 


たねみ量 [ mm ] 

車 

点検時 

14-19 

ル 

卜 


阳力98 Nil Ok 吕 flK ; 令間晚 

デイー 

新口百日寺 

8.日〜10.目 


エアつン 
コンプレツ 
ヴー 


ゼル車 

点検時 

10.7-12.1 



LPG 

新口百日寺 

日〜1 ] 




車 

点検時 

11-15 


《クラッチび切れた位置からクラッチぺ夕レを床いっぱいまで踏み込んだ位置ま 
での動さ量 
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ディーゼル車では、 24 V 用のバルブを使用し 、 L PG 車では1 2 V 用のバルブを使 
用して < ださい。 

(ただし、 デイーゼ J レ車のフォグランプは12 V 用のバルブを使用してください。） 


項 目 

メンテナンス データ 

W (ワット）数 

電 巧 

へッドランプ 

デイーゼル車 （ n - ビーム / 八イビーム） . 70 W /70 W 

LPG 車 （□- ビーム / 八イビーム） . 日已 W / 日己 W 

フォグランプ ★ . 已已 W 

フ□ントち向指示な兼非常点滅な . 21 W 

車幅灯 . 己 W 

サイド方向指示灯兼非常点滅な . 21 W 

番号灯 . 己 W 

制動な/尾な . 2]/5 W 

慰了 .5 W 

U ヤち向指示な兼非常点滅な . 21 W 

後退な . 21 W 

U ヤホイールな ★ 

ディーゼル車 .12 W 

LPG 車 . 10 W 

室内な 

堂光灯（ディーゼル車） . 10 W 

白熱灯 

ディーゼル車 .12 W 

LPG 車 . 10 W 

スポットランプ ★ . 己 W 

トランク灯 ★ . 己 W 

ドアカーテシランプ . 己 W 

センタードアステップランプ 

ディーゼル車 .3 W 

LPG 車 . 己 W 


★印は グレード等によ0装着の有無び異なります。 
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を却か-油脂類の容量と銘柄 


使用ずるオイルや液類の品質により、自動車の寿命は著しく左ちされます。トヨタ 
車には、最も適したトヨタ純正オイル•液類（1；(下、「指定銘柄」といいます）のご 
使用をおすずめします。指定銘柄しソ外を使用される場合は、指定銘柄に相当する品 
質のちのをご使用ください。 


項 目 

容量 [ L ] 
(参考値） 

指定銘柄 

ウォッシャタンク 

フ□ント 

2.7 


1」ャ 

1.3 


燃料（フユーエルタンク） 

ディーゼル車 

9己 

超ほ硫黄軽油 （ S 1 OppmiU 下） 

L PG 車 

122 

LP オートガス 

/で 

却 

水 

ディーゼル車 

U ヒート 
機構なし 

17.2 
く 17.已 > 
[22.0] 

トヨタ純正スーパー 
ロ ングライフクーラント 
参凍結保証温度 
濃度30% — 12 °C 
濃度已0% -3 已 °C 

※寒;令地仕様車、 LPG 車 
は174ページをご覧くだ 
さい。 

U ヒート 
機構付さ 

18.2 
く 18.已 > 

[23.0] 

L PG 車 

18.0 


※く〉は、寒;令地仕様車のパワーヒータースイッチなし車 
〔〕は、寒;令地仕様車のパワーヒータースイッチ付き車 
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項 目 

容量 [ L ] 
诊考値） 

指定銘柄 

オートマチックトランス5ッシヨン 
フルード 

1 1.9 

トヨタ純正 

オートフルードタイプ T 一 IV 

マこユアルトランス 
ミツシヨンオイル 

ディーゼル車 

3.0 

卜3夕純正 MG ギヤオイル 
スペシャル n 
(API 白 L -3 i 

SAE 7己 W -90) 

L PG 車 

3.2 

デイファレンシャルオイル 

3.8 

卜3夕純正八イポイド 
ギヤオイル SX 
(API G L - 己， 

SAE 85 W -90) 

パワーステアリングフルード 

1.已 

トヨタ純正 

バワーステア U ングフルード 

クラッチフルード 


トヨタ純正 

ブレーキフルード2已〇日 H 

ブレーキフルード 



■ 
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項目 

容量 [U (参考値 ’ xi ) 

指定銘柄 


N 04 C-UP 
N 04 C-V F 
(ディーゼル車） 

オイルのみ 
交換時充てん量 

日.3 

トヨタ純正ディーゼルオイル 

DH -210 W -30 
(J ASO DH -2 ガイドライン） 

王 

ン 

オイルと 

オイルフイルター 
交換時充てん量 

7.7 

ジ 

ン 

才 

斗 


オイルのみ 
交換時充てん量 

7.8 

トヨタ純正モーターオイル 

SM 已 VV — 吕0&2 
(API SM . EC/ILSAC 

GF -4. SAE 5 W -30) 

1 BZ-FPE 



トヨタ純正モーターオイル 

SM 1 0 W -30 
(API SM . EC/ILSAC 

GF -4 ，SAE lOW -3 日） 

トヨタ純正モーターオイル 

S L 1 0 W -30 
(API SLEC SAE 1 0 W -30) 

ル 

( LPG 車） 

オイルと 

オイルフイルター 
交換時充てん量 

8.6 


エンジンオイルの容量は交換する際の目まです。オイル量の確認は、エンジンを暖機後に 
停止し、已分!; LL 経過してか5レベルゲージで巧ってください。 

《2省燃費性に優れるオイルです。 
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■指定エンジンオイル 
L ディーゼル車 


下記表に基づを、外気温に適した化度のをの 
をご使用ください。 

列気温（む 

_-30 -20 -10 0 _ 10 20 30 _ 40 

r SAE 10W-30 〉 


rLPG 車1 

API 規格 SM / E 巳、 SL / EC か 、I LSAC 規格合格油をおすすめします。 
なお 、I L S A C 規格合格油の宙には ILSAC CERTIFICATION 
(イルサックサーティフィケーシヨン）マークびついています。 



下記表に基づを、外気温に適した粘度のをの 
をご使用ください。 


/I 1 1 1 1 





< SAE 5W-30 




SAE 10W-30 > 

I I I 

I I 


-30 -20 -10 0 10 20 30 40 


か気温(で) 


■タイヤ空気圧 

曰常点検として必ずタイヤ空気圧を点検してください。 （27 ページ参照） 

指定空気圧は、運転席ドアに貼られている「タイヤ空気圧」の表をご覧ください。 
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名称 

車両お状 

型式 

饰ディタイス 

エンジン 

駆動ち式 

グレード 






デラックス 



XZB 40 

(標準） 



LX 




N 04 C-UP 
(4.0 L デイーゼ 
ルターボ） 


GX 



XZ 巨已〇 


LX 

卜3夕 

バス 
朔児車 
を除 <) 

(□ング） 


FR 

GX 

コー スター 

XZ 巨己] 
(□ング） 


けを輪駆動） 

EX 



XZ 巨已〇 
(n ング） 

N 04 C-VF 
(4.0 L デイーゼ 
ルターボ） 


GX 



XZ 巨己] 
(□ング） 


EX 



BZB 40 

(標準） 

1 BZ-FPE 


LX 



巨 Z 巨已〇 
(□ング） 

(4.1 L LPG ) 



■ 
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名称 

車両おげ 

型式 

柿ディタイス 

エンジン 

駆動ち式 

グレード 

卜 3 夕 

コー スター 

バス 
(幼児車） 

XZB 40 

(標準） 

N 04 C-UP 
(4.0 L ディ ーゼ 
ルターボ） 

FR 

(後輪駆動） 

クーラー 付 
幼児車 

XZ 目已〇 
(□ング） 

バン 

XZB 46 V 

(標準） 

LX 

XZB 已目 V 
(□ング） 


■ 
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MEMO 


■ 
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MEMO 


■ 



221 


g 万一のとを 


路上で巧障したときは . 222 

路上で故障したときは . 吕吕吕 

エンストで9台動でさな<なったとさは . 吕吕吕 

非常時に車内か S 腕出するとをは . 223 

幼巧車では . 吕吕3 

巧炎筒、ミ肖义器、工具、スペアタイヤの取日扱い . 224 

発炎筒 . 吕吕4 

消义器 . 吕2己 

工具、ジャッキの取り扱い . 吕吕6 

スペアタイヤ . 吕34 

タイヤを交換するとをは . 238 

タイヤ交換をずるまえに . 吕38 

タイヤ交換 . 吕39 

才ーバーヒートしたとをは . 244 

バッテリーびあびったとをは . 24巨 

けん引について . 249 

事巧び起をたとをは . 251 

車両を緊急停止するには . 252 
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路上で故障したとまは 



路上で巧障したとまは 


参車を路肩に寄せ、非常点滅灯を点滅さ 
せます。 

故障などでやむを得ず、路上駐車する 
場合、他車に知らせるため使用します。 
スイツチを押すとすべての方向指示な 
び点滅します。メーター内の方向指示 
表示灯を点滅します。 



•高ま道路や自動車専用道路では、車両 
後方に停止表示板または停止表おなを 
置いてください。 

(法的にを義務づけられています。） 


エンストで始動でをな< 
なコたとをは 


A 汪意 _ 

踏切内で動けなくなったとさは、ただちに 
踏切の非甫ボタンを押してください。 
緊急を要するとさは発が筒を使用してくだ 
さし)。 


次のち法で安全な場所まで移動してくだ 
さい。 

•付近に人びいるとさは押してをらラ。 

(シフトレバーは⑩の位置で） 
•マニュアル車はシフトレバーを〇 (© 
でちよい）または©の位置にして、ク 
ラッチペダルを踏まずにエンジンス 
イッチを " START " の位置で保 
持すれば、緊急避難的に車を動かすこ 
とびでをまず。 

オートマチック車はでさません。 



•緊急を要するとさは発炎筒で合図しま 
ず。 

参困ったとさは、トヨタ販売店へご連絡 
ください。 

「メンテナンスノート」 の サービス 
網/お客様相談テレホン網をご覧くだ 
さい。 




























非常時に車内か 6 脱出するとをは 


ス万一のとさ 


223 


幼児までは 


■非常ドア 

万一の場合は非常ドアを使用して、車内 
および車外へ出はいりすることびできま 
す。 

非常ドアの開閉のしかたは 8] ページの 
r 巧甫ドア」 を参照してください。 

■赤旗（レッドフラッグ） 

緊急時や交通量びをい場所での幼おの乗 
りおりに使用します。 

♦センタードアのラしろ側にあります。 












224 7 .万一のとき 

発炎筒、消义お、工具、スペアタイヤの取り巧い 


巧炎箇 


参発炎時間は約已分間ですので非常点滅 
巧を併用してください。 

参発炎筒には有効期間びあります。 
本体に表示してある有効期間の切れる 
前にトヨタ販売店でおホめください。 


■格納場所 

運転席足元にあります。 



■発炎筒の使い方 

の本体をひねりなびら取り出し、逆に 
して差し込みます。 



回キャップの頭部のすり薬でこすると 
着义します。 


A 警告 


♦発炎筒をおテさまにはさわらせないで 
ください。いたずらなどによ0発火し、 
思わ说事故につなびり重大な傷害を受 
けるおそれびあ0危険です。 

♦発炎筒をガソ U ンなどの可燃物のおく 
で使用しないでください。引火して、 
やけどなど重大な傷害を受けるおそれ 
びあり危険です。 

♦発炎筒を使巧中は顔や体に向けた0、 
近づけたりしないでください。やけど 
など重大な傷害を受けるおそれびあり 
危険です。 


A ミち意 _ 

発炎筒をトンネル巧などで使用しないで< 
ださい。煙で視界を悪くするので、トンネ 
ル巧などでは非常点滅灯を使用してくださ 
し、。 


ずり薬 
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消义巧 


■格納場所 
L バス（幼巧車を除 <) 


助手席足元にあります。 



■消义器の取り出し方 

レバーを引いて、金具をフックからはず 
します。 

使用ち法は消义器のラベルに表示してあ 
0ます。 

よく読んで万一に備えてください。 

. — 知識 - ' 

有効期限び記載されていまずので、期限び 
過ざる前に交換してください。 


r バス（幼巧車） 

運転席ガード前部にあります。 
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工具、ジャッキの取り巧い 


■格納場所 

工具-工具袋とジャッキは下記の位置にあります。 


バス（か巧車を除く ）I I バス（幼巧車) 



A 江意 _ 

♦搭載工具やジャッキを使用したあとは、ミ夫め5れた場所に確実に格納してください。室内 
などに放置すると思わ说事故につながるおそれびあります。 

♦車に搭載されているジャッキはタイヤ交換やタイヤチェーン脱着政が、使用しないでくだ 
さい。 

♦車に搭載されているジャッキは、お客様の車専用です。ほかの車に使用したり、ほかの車 
のジャッキをお客様の車に使用しないでください。ジャッキの取り扱いを誤ると思わ城事 
故につなびるおそれびあ0ます。 









































ス万一のとさ 


■工具袋の取り出し方 ■ジャッキの取り出し方 

ゴムバンドをはずして、工具袋を取り出蝶ネジをゆるめてはずしまず。 




格納ずるときは、ブラケットにかみ合わ 
せて蝶ネジを締めます。 
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■工具 

ホイールナツトレンチバー 



ジャッキ八ンドルバー 



工具袋の中には政下のちのがはいってい 
ます。 

輪止めに個） 



スペアタイヤ格納用八ンドル 
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参しソ下のちのは L P G 車のみはいってい 
ます。 


プラグレンチ 




■ 
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■ジャッキアップずるまえに 

圧]交通のじゃまにならず、ま全に作業 
できる平らな場所に移動します。 

回パーキングブレーキをしっか0かけ 
ます。 

团マニュアル車は、エンジンを止め、 
シフトレバーを©の位置にしまず。 
オートマチック車はシフトレバーを 
©の位置にし、エンジンを止めます。 

团お要に応じて非常点滅なを点滅させ、 
人や荷物をおろし、停止表示板（ま 
たは停止表示な）を使用します。 

固輪止め、ジャッキ、ジャッキ八ンド 
ルバーを用意します。 （22 日、228 
ページ参照） 


■車体を持ち上げるときは 

のジャッキアップする位置と対角の位 
置にあるタイヤに輪止めをします。 
♦前輪を持ち上げるとさはを輪の前後 
に、後輪を持ち上げるときは前輪の前 
後に輪止めをします。（図はち側後輪 
を持ち上げる場合を示しています。） 



回 i 也面の平らな固くて安定したところ 
にジャッキを置さます。 


■ 
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团ジャッキ八ンドルバーをジャッキの 
下図の位置に差し込み、ちにいっぱ 
いにまわします。 



团ジヤツキ頭部を手で左にまわして車 
体のジャッキセツト位置まで上げま 
す。 



固ジャッキをジャッキセット位置にか 
けます。 

参ジャツキびお実に車体のジャッキセツ 
卜位置にかかっていることをお認しま 
す。 



■フ□ント 



■ U ヤ 



. — 知識 - 

4輪エアサスペンシヨン装着車はジャッキ 
セッ ト 位置にジャッキを挿入でさないと 
き、一度エンジンをかけ約2〜3分後にエ 
ンジンを停止してか5挿入してください。 
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固ジャッキ八ンドルバーをジャッキの 
下図の位置に差し込み、上下に動か 
してタイヤび地面から少し離れるま 
でジャッキアップします。 



ジャッキ八ンドルバー 



A 警告 


必ず!;(下のことをお守0 ください。 

お守りいただかないと、車体を損傷させ 

たり、ジャッキびはずれ、生命にかかわ 

る重大な傷害を受けるおそれがあ0危険 

です。 

♦ジャッキアップしたら車の下には絶対 
にをぐらないでください。万ージャッ 
キびはずれた場合、重大な傷書におよ 
ぶか最悪の場含死亡につながるおそれ 
がお0ます。 

♦ジャッキアップしているとさはエンジ 
ンをかけないで<ださい。エンジンの 
振動でジャッキびはずれた0、車び動 
さ出ずなど思わ说事故につなび0、生 
命にかかわる重大な傷書を受けるおそ 
れびあ0危険です。 

♦ジャッキアップするとさは、平5な場 
所に車を止め、対角の位置にあるタイ 
ヤに必ず輪止めをしてください。 

♦ジャッキが確実に車体のジャッキセッ 
卜位置にかかっていることを確認して 
<ださい。 

♦車体はタイヤ交換に必要な高さだけ持 
ち上げてください。 

♦人を乗せたままジャッキアップしない 
で < ださい。 

♦ジャッキアップするとさはジャッキの 
上や下に物を挟まないでくださし、。 

♦ジャッキアップした車体をおろすとさ 
は、作業者自身や周りの人び手や足な 
どを挟み、生命にかかわる重大な傷害 
を受けるおそれびあ0危険ですので、 
周囲を確認し、十分にミ主意しなび5作 
業をして < ださい。 

♦4 輪エアサスペンション装着車はジャ 
ッキアップ時、必ずエンジンを止奴て 
ください。エンジンスイッチを"日 
N " の位置のままにしておくと、車高 
がかわり思わ姑事故につながるおそれ 
がお0ます。 
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■車体をおろずときは 

のジャッキ八ンドル八'一をジャッキの 
下図の位置に差し込み、左にいっぱ 
いにまねします。 



回ジャッキをななめにして、取り出し 
まず。 


团ジャッキ頭部を手でちにまわしてね 
じ込んでから、手で押しておろしま 
す。 



■ 
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スペアタイヤ 


A ミち意 _ 

♦必ずスペアタイヤの点検を巧い、異常び 
あるスペアタイヤは装着しないでくださ 
しなお、指定空気圧は、運転席ドアを 
開けたドア側に貼5れている「タイヤ空 
気圧」の表で正しい空気圧を確認のラえ、 
調整してくださし、。 

♦スペアタイヤを格納したとさは、タイヤ 
び確実に固定されたことを確認してくだ 
さい。固定されていないとタイヤびがた 
つさ、走行中にはずれるおそれびあ0ま 
す。 

♦スペアタイヤは、ジャッキアップする前 
に格納具から取りはずしてください。 

♦格納具か5スペアタイヤを取0はずすと 
をは、足の上などに落とさないようにゆ 
つく0とおろしてください。足などを挟 
みけがをするおそれびあ0ます。 


• - 知識 - 

アルミホイール装着車では、前後のタイヤ 
にそれぞれ専用の塗装び施されています。 
アル S ホイール装着車には前輪用スペアタ 
イヤび搭載されてお0、このタイヤを応急 
用として後輪に取りつけることはでさます 
が、でさるだけ早く正しいサイズのタイヤ 
と交換してください。 


■格納場所 

トランク下にあります。 



■取り出し方 

丘]ジャッキ八ンドルノ く一をスペアタイヤ 
格納用八ンドルの巧部に確実に差し込 
みます。 



回ジャッキ八ンドルバーをスペアタイ 
ヤ格納具の巧部に差し込みます。 
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团スペアタイヤ格納用八ンドルを左に 
まわしてスペアタイヤをおろします。 
团格納具を足の上などに落とさないよ 
ラにミ主意して、地面におろします。 

固アンカープレートのツメをスペアタ 
イヤの巧部からはずして、スペアタ 
イヤを取り出します。 



■ 
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■格納ずるとさは 

圧!アンカープレートのツメをスペアタ 
イヤの巧部に取りつけます。 



回ジャッキ八ンドルバーをスペアタイ 
ヤ格納具の巧部に差し込みます。 



团スペアタイヤ格納用八ンドルをちに 
まわしてスペアタイヤを巻き上げま 
す。 

参タイヤび地面から離れたときに、アン 
カープレートのツメびスペアタイヤの 
巧部に確実に取りつけられていること 
をお認してください。 

参タイヤをいっぱいまで巻さ上げたあと 
十分に締めつけ、タイヤびお実に固定 
されていることを確認してください。 
その後、ジャッキ八ンドルバーを逆ち 
向へ動かさずに巧いてください。 
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タイヤを交換するとをは 


タイヤ交換をするまえに 


A 警告 


♦ディスクホイール取0つけボルト、ナ 
ットおよびストップボルトのネジ部や、 
ディスクホイールのボルト巧につぶれ 
やき裂などの異常びある場含は、トヨ 
夕販売店などで点検を受けてください。 
つぶれやさ裂などの異常げあると、ナ 
ットやストップボルトを締めつけてわ 
十分に締まらず、ディスクホイールび 
はずれるなど、思わ说事故につなびる 
おそれびあり危険です。 

♦ナットを取りつけるとさは、必ずテー 
ノ く一部を内側にして取りつけてくださ 
し'!。 （39 ページ参照） 


A 江意 _ 

♦タイヤ.ディスクホイール. ホイール 取 
りつけナツトを交換するとをはトヨタ販 
売店にご相談ください。 （3 目ページ参照) 
♦曰常点検として必ずタイヤの点検を行つ 
てください。に7ページ参照） 


. — 6' ァドバィス - 

傷、変おびあるディスクホイール-ホイー 
ル取0つけナツトなどは使用しないでくだ 
さい。 


圧]交通のじゃまにならず、安全に作業 
でさる平らな場所に移動します。 

回パーキングブレーキをしっかりかけ 
9 〇 

团マニュアル車はエンジンを止め、シフ 
トレバーを©の位置にしまず。才ート 
マチック車はシフトレバーを©の位置 
にし、エンジンを止めます。 

团お要に応じて非常点滅なを点滅させ、 
人や荷物をおろし、停止表示板（ま 
たは停止表示灯）を使用します。 

固輪止め、ホイールナットレンチ、ホ 
イールナットレンチバー、ジャッキ、 
ジャッキ八ンドルバーを用意しまず。 
に26ページ参照） 

固必要により、スペアタイヤを用意し 
9 〇 
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タイヤ交換 


リヤホイール巧 ★ 

ライトスイッチを ON の位置にすると、 
点灯します。 


タイヤを取りはずすとさは 


团ホイールナットレンチの六角部（ホ 
イール取りつけナット用）を使用し 
て、図の順序でホイール取りつけナッ 
卜をち側タイヤは左に、左側タイヤは 
ちにまわし、手で少しまわるくらいま 
でゆるめます。 

ち側タイヤ 


の交換するタイヤと対角の位置にある 
タイヤに輪止めをします。 

♦前輪を持ち上げるとさは後輪の前後 
に、後輪を持ち上げるとをは前輪の前 
をに輪止めをしまず。 



回ホイールナツトレンチパーをホイー 
ルナツトレンチの穴部に確実に差し 
込みます。 

ホイールナツトレンチ 



ホイールナツトレンチバー 



を側タイヤ 




♦フ□ントタイヤ- I 」ヤタ1■側タイヤを交 
換するときは六角側を、 U ヤ内側タイ 
ヤを交換ずるとさは四角側を使用しま 
す。 


★印は グレード等によ0装着の有無び異な0ます。 
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•アル S ホイール装着車のフ□ントタイ 
ヤは、ホイール取りつけナットをゆる 
める前に、必ず傷つを防止用ゴムシー 
卜（運転席ドアボックスに収納してあ 
りまず。）をナットに取りつけてくだ 
さい。 



团タイヤを取りはずします。 

♦アル S ホイールを直接地面に置くとさ 
は、傷びつかないよラに意匠面を上に 
して置いてください。 

团 U ヤ内側タイヤを取りはずず場合は、 
U ヤが側タイヤを取りはずしたあと、 
手でストップボルトをち側タイヤは 
をに、左側タイヤはちにまわして、 
取りはずし、タイヤを取りはずしま 
す。 


タイヤを取りつけるとさは 


断面図 





傷つき防止用ゴムシート 


■タイヤを取りつけるまえに 

己]ホイール取りつけナット、およびス 
トツフボルトのネジ部にエンジンオ 
イルを塗巧します。 



团 U ヤ内側タイヤを取りはずす場合は、 
ホイールナットレンチの四角部（ス 
トップボルト用）を使用して、ホイー 
ル取りつけナッ 卜をはずす場合と同じ 
順序でストップボルトをち側タイヤは 
左に、左側タイヤはちにまわし、手で 
少しまわるくらいまでゆるめます。 

固交換するタイヤに近いジャッキセッ 
卜位置にジャッキをセットし、タイ 
ヤび地面から少し離れるまでジャッ 
キアップします。 （230 ぺージ参照） 
固手でホイール取りつけナットをち側 
タイヤは左に、左側タイヤはちにま 
わして、取りはずします。 


A 汪意 _ 

タイヤを取りつけるとさは、ホイール取り 
つけナット、およびストップボルトのネジ 
部にエンジンオイルを塗布してください。 
塗巧しないと、ナットを締めつけても十分 
に締まらず、ディスクホイールがはずれる 
など、思わ城事故につながるおそれびあり 
盾;険です。 


/— 6' ァドバィス - 

エンジンオイルはネジ部!^处がに付着ずると 
締めつけるとさ工具びすべるなど作業性び 
悪くなります。 
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端掛 



I ホイール取りつけナット、ストップボ 
ルトにはち側用と左側用びあります。 
間違えないよラに取りつけてくださ 
い。 


ち側用 を側用 


回ディスクホイールのシート部やデイ 
スクホイール妻側の取りつけ面のよ 
ごれをふさ取ります。 



A 江意 _ 

ディスクホイールのシート部やディスクホ 
イール裏側の取りつけ面びほこりなどでよ 
ごれていると、走行中にホイール取りつけ 
ナットびゆるみ、タイヤびはずれるおそれ 
びありまず。 


因]図の A ■ 目面のよごれをふさ取ります。 






ストップボルト 


U ヤ 




ホイ—ル取りつけナット 
フ□ント 
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■タイヤを取りつけるときは 

の U ヤ内側タイヤを取りはずした場合 
は、 I 」ヤ内側タイヤを取りつけます。 

参アルミホイールは、 ■タイヤを取りつ 
けるまえに 固の B の部分 （241 ぺ一 
ジ）にお実にはめ込みます。 

回リヤ内側タイヤを取りつける場合は、 
手でストップボルトをち側タイヤは 
ちに、左側タイヤは左にまわして、 
仮締めします。 

团タイヤを取りつけます。 

•アルミホイールは、前ページの ■タイ 
ヤを取りつけるまえに 団の B の部分に 
確実にはめ込みます。 

参 U ヤ外側タイヤは、 U ヤ内側タイヤの 
バルブ（空気口）び見える位置になる 
ように取りつけます。 

团タイヤびびたつかない程度まで、手 
でホイール取りつけナットをち側夕 
イヤはちに、左側タイヤは左にまわ 
しまわして、仮締めします。 

•ホイール取りつけナットのテーパー部 
びディスクホイールのシート部に軽く 
当たるまでまわしまず。 


I 

—がァ ドバィス - 

アル5ホイール装着車のフ□ントタイヤ 
は、ホイール取りつけナツトを取りつける 
前に、必ず傷つき防止用ゴムシートをナツ 
卜に取0つけてください。 （240 ページ参 

昭 ） 


. - 7 □識 - 

アル-ホイール装着車にスチールホイール 
を装着することはできません。 


固車体をおろします。 

垣]ホイールナットレンチの四角部（ス 
トップボルト用）を使用して、ホイー 
ル取りつけナットを取りつける場合と 
同じ順序（次ページ参照）でストップ 
ボルトをち側タイヤはちに、左側タイ 
ヤは左にまわし、2〜3度にわたり十 
分締めつけまず。 

参 U ヤタ+側タイヤのみを取りつけるとさ 
ち、リヤ内側タイヤのストップボルト 
を締めつけて < ださい。 



テーバー卽 
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团ホイールナットレンチの六角部（ホ 
イール取りつけナット用）を使用して、 
図の順序でホイール取りつけナットを 
ち側タイヤはちに、左側タイヤは左に 
まわし、2〜3度にわたり十分締めつ 
けます。 

締めつけトルク： 

約已]已 N . m 巧2已 Ok 目 f • cm } 


[ち側タイヤ 



A ミち意 _ 

参ホイールナットレンチはホイールナッ 
卜に十分深くかけてください。ホイー 
ルナットレンチのかけ方が浅いと、締 
奴つけるとさにレンチびはずれてけび 
をするおそれがあ0ます。 

♦ホイールナットレンチをパイプなどを使 
巧して必要 ULt に締めつけないでくださ 
し、。タイヤを取0つけるボルトび折れる 
おそれびあ0ます。 

♦ディスクホイールやストップボルトおよ 
びホイール取0つけナット交換樓、また 
はタイヤ □ーテーシヨン 後は、初期なじ 
みにより締めつけトルクび低下ずること 
びあ0ます。 

約已日〜]日 0 km 走行後、規定の締めつ 
けトルクでホイール取りつけナットの増 
し締めを巧ってください。 

♦タイヤの取りつけには、ご使用のディス 
クホイール専用のホイール取0つけナッ 
卜およびストップボルトを使用してくだ 
さし、。 


团工具、ジャッキ、タイヤを片づけま 
す。 

团タイヤ空気圧を点検します。 

に7ページ参照） 


/— おァ ドバィス - 

走行中に八ンドルや車体に振動び出た場合 
は、トヨタ販売店でディスクホイールのバ 
ランスの点検を受けてください。 
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才一八ーヒートしたとをは 


こんな状態び、オーバーヒートです。 
•水温計の針びレッドゾーンにはいった 
り、エンジンの出力びな下する。 

参車両下側から蒸気び立ちのぼる。 

A 警告 


♦車両下側か5蒸気び出ているときは、 
蒸気び出なくなるまでェンジン点検 □ 
を開けないで<ださい。ェンジンルー 
ム内び高温になっているため、やけど 
など重大な傷害を受けるおそれびあり 
を険です。 

また、蒸気び出ていない場合でち高温 
になっている部分びあります。ェンジ 
ン点検□を開けるときは十分を意して 
<ださい。 

♦ラジェーターや補助タンクび熱いとさ 
はキャップをはずさないでください。 
蒸気や熱湯び吹き出してやけどなど重大 
な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
キャップを開けるとさは、ラジェーター 
や補目カタンクび十分に;令えてから、巧き 
れなどでキヤップを包みゆつ < 0と開け 
て < ださい。 



■処置のしかた 

の車を安全な場所に止めます。エアコ 
ンを使用しているとさは、 OFF に 
しまず。 

回まず車両下側から蒸気び出ているか 
どうか確認します。 

〈車両下側か S 蒸気が出ていない場合〉 

エンジン点検口を開けてそのままエ 
ンジンをかけておさます。 

〈車両下側か日蒸気が出ている場合〉 
エンジンを止めます。 

蒸気び出なくなったら、風通しを良 
くするためにエンジン点検□を開け 
エンジンをかけます。 

团ラジエーターを却用のフアンび作動 
していることを確認してください。 
万一、フアンび作動していないとさ 
はただちにエンジンを止めてトヨタ 
販売店に連絡してください。 

团エンジンび十分に;令えてから、冷却 
水のち無、 ラジエーターの コア部 
(放熱部）の善しいよごれ、ごみの付 
着の有無などを点検します。 

固;令却水びない場合は、応急的に水を 
巧給しまず。 

I 

—がア ドバィス - S 

;令ま P 水は、エンジンび熱いときにいれない 
でください。急に;令たい;令却水をいれると、 
エンジンび損傷ずるおそれびあ0まず。； 令 
却!水は、エンジンび十分に;令えてからゆつ 
<0といれてください。 


固早めに最寄りのトヨタ販売店で点検 
を受けてください。 
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■才ーパーヒートを防ぐために 

を却水の量、地面に水漏れびないか曰頃 
から点検をしてください。 

点検ち法は 「メンテナンスノート」 をご 

覧ください。 


■ 
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7 .万一のとさ 


パツテリーがあびつたとをは 


こんな状態び、バッテ1」一あびりでず。 
参 スターターび まわらなかったり、ま 
わってを回転び弱く、なかなかエン 
ジンびかからない。 

•へッドランプびいつちより暗い。 

参ホーンの音びルさい。または鳴らない。 

■処置のしかた 

安全のため押しびけによる始動はしない 
でください。また、オートマチック車は 
押しびけによる始動はでさません。 

救援車を依頼しブースターケーブルを接 
続してエンジンを始動してください。な 
お、救援車のバッテ U —はディーゼル車 
では24 V を使用し、 LPG 車では12 V 
を使用して < ださい。 

•ディーゼ>1レ車のノ（ッテリーはセンター 
ドア後部、 LPG 車のバッテ U - は通 
路中央にありまず。 


圧]ツマ-を左にまねして□ックをはず 
し、力八一をはずします。 

• LPG 車はツマミの凹み部にコイ 
ンなどを差し込んでまわすと、楽 
にロックをはずせます。 

ディーゼル車 



LPG 車 



ツマ S 











ス万一のとさ 


回バッテ1」 一の© 端子のカノ（一をはず 
し、ブースターケーブルを次の順に 
つなざます。 

① 自きのバッ テリーの© 端子 

② 救援車の^ くッテ U —の©端テ 

③ 救援車のバッテリーの©端子 
( D 図で指示の箇所（アースをとる） 


ディーゼル車 


自車（バッテリーあがり車) 



LPG 車 I 

自車（バツテリーあがり車) 



A 警告 


♦® の接続は自車バッテ U -の©端テにつ 
なびないで<ださい。バッテ U —に直接 
つなぐと、火花が発生しバッテ U - か5 
発生する可燃性ガスに引火して爆発ずる 
おそれびあ0危険です。 

♦ブースターケーブルを接続するとさ、© 
と©端テを絶対に接軸させないでくださ 
し、火花び発生し、バッテ U - か5発生 
する可燃性ガスに引火して爆発するおそ 
れびあ0危険です。 

♦火気をバッテ U — に近づけないでくだ 
さい。爆発するおそれびあり危険です。 


团救操車のエンジンをかけ、エンジン 
回転数をかし高めにし、約已分間その 
回転を保持し、応急的に自車（バッ 
テ U —あがり車）のバッテ U —を充 
電します。 

团この状態のまま、自車のエンジンを 
かけます。 

A 警告 


♦充電中はノ（ッテ U -に近づかないでく 
ださい。希硫酸の含まれるバッテリー 
液げ吹さ出す場含びあり、目や皮ふに 
つくと重大な傷喜を受けるおそれびあ 
りを険です。万一付着したとさは、す 
ぐに多量の水で洗浄し、医師の診察を 
受けてください。 

♦誤ってバッテ U —液を飲み込んだ場合 
は、多量の水を飲んで、すぐに医師の 
診雲を受けてください。 
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ス万一のとさ 


固ブースターケーブルをつないだとさ 
と逆の順にはずします。 

固早めに最寄りのトヨタ販売店で点検 
を受けてください。 


— jjf ァドバィス - 

バッテリーびあびりやずい場合はトヨタ版 
売店で点検を受けてください。 


■バッテリーあがりを防ぐために 

♦エンジンを停止させたままライトをつ 
けたり、ラジオ、 CD などを聞かない 
よつにしましょつ。 

•エンジン回転中でち渋滞などで長時間 
止まっている場合は、不必要な電装品 
の電源を切りましょラ。 

し 

/—が ァドバィス - V 

♦ディーゼル車では、バッテ U — の交換は 
必ず左ちペアで、同ーメーカー、同一型 
式のバッテ I 」一を使用してください。 

参バッテ1」一の電力は、車両を使用してい 
ないあいだわ、一部の電装品による消費 
や自然放電のために、かしずつ消費され 
ています。そのため、車両を長期間放置 
すると、バッテ U —びあびってエンジン 
を始動でをなくなるおそれびあります。 
(バッテ U —は走行中に自動で充電され 
ます） 


• - 知識 - 

長期間の駐車などでバッテ U —の©端テ 
をはずす場合は、必ず両方のバッテリー 
の©端テをはずしてください。 


■ 














けん引について 


ス万一のとさ 


このけん引フックはけん引されることを目のとしており、他車をけん引ずるもので 
はおりません。 

けん引はでさるだけトヨタ販売店または 」 A F などに依頼してください。 

とくに次の場合は駆動系の故障び考えられまずので、けん引される前にまずトヨタ 
販売店へご連絡 < ださい。 

参エンジンびまわつているのに車び動かない。 

♦異常な音びする。 


他車にけん引してち5ラとさは 


のボディに傷をつけないよラにしてロープをけん引フックにかけます。必ずけん引 
フックに□-プをかけて前進ち向でけん引してください。けん引□-プには、 
0.3 メートル平ち (0.3 mx 0.3 m ) しソ上の白い巧を□-プ中央に必ずつけてくだ 
さい。 


吕日 m じ(内 




I已 m じ ( 内 

]Wm 


V い ^ T d 


けん引ち向 



医]エンジンをでをるだけかけておいてください。エンジンびかからないとさは、エ 
ンジンスイッチを "ACC ”または " ON " の位置にします。 

团シフトレバーをのの位置にします。 

团パーキングブレーキを解除します。 

固けん引□-プをたるませないようにし前の車の制動抑こを意してください。 


A 警告 


けん引する車は、急発進などけん引フックや□ープに大きな衝擊び加わるような運転をし 
ないでください。けん引フックや□ープが破損するおそれびあります。 

また、万一の場合、その破片び周囲の人などに当た0重大な傷害を生じるおそれびあ〇危 
険です。 
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7 .万一のとさ 


A ミち意 _ 

♦エンジンキーを抜いた0、エンジンス 
イッチを " LOCK " の位置にしなし、 
でください。キーび抜けていると八ン 
ドルが□ックされ八ンドル操作びでさ 
なくなり、事故につなびるおそれびあ 
りまず。また、エンジンスイッチび" 
LOCK " の位置だとキーび旅けるおそ 
れびあります。 

♦4 輪エアサスペンション装着車は、レッ 
カー車などで車両を持ち上げてけん引さ 
れるとき、必ずエンジンを止めてくださ 
し、。エンジンスイッチを"日 N " の位 
置のままにしておくと、車高がかわり思 
わ说事故につながるおそれびあります。 

♦長坂路を下るときは、レッカー車でけん 
引してください。レッカー車でけん引し 
ないと、ブレーキび過熱し効さび悪くな 
るおそれびあります。 

♦けん引される車は慎重に運転してくださ 
し)。エンジンびかかってし、なし、とブレー 
キの効さび悪<なったり、八ンドルが重 
くなるため、通常と同じ感覚で運転する 
と事故につながるおそれがあります。 


I 

/—が ァドバィス - 

♦オートマチック車の場合、けん引速度 
3日 km / h 攻下、けん引距離 80 km 政内 
で、前進方向でけん引してください。 
この速度、距離をこえてのけん引、ま 
たは後進ち向でのけん引をするとトラ 
ンス S ッシヨンに悪影響をおよぼし、 
損傷するおそれびありますので、これ 
日の場合は車両積載車などにより、4輪 
とも持ち上げて運搬してください。 

♦ワイヤー□ープは使用しないでくださ 
し、バンパーに傷びつ<おそれびありま 
す。 


トランスポートフックについて 

このフックはトランスポートフックで 
す。 

このフックは船舶固縛で車両を輸送する 
とさに固定するためのものです。けん引 
には絶対に使巧しないでください。 

けん引用として使用すると車両を損傷す 
るおそれびあ0ます。 

この車で他車をけん弓 I することはでさま 
せん。 



■ 

























事 K び起をたとをは 
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あわてずに次の処置を行って<ださい。 

の続発事故を防止します。 

ほかの交通のさまたげにならないよラな安全な場所に車を移動し、エンジンを止 
めます。 

回負傷者の救護をしまず。 

团警察への届け出をします。 

团ネ目手ちの確認とメモ（氏名、住所、電話ま号）を取ります。 

固ご購入された販売店とな険会社へ連絡します。 


7 .万一のとさ 


車両を緊急停止するには 

■緊急停止のしかた 

万一、車び止まらな<なったとさの非常時のみ、し U 下の手順で車両を停止させて< 
ださい。 

のブレーキペダルを両足でしっかりと踏み続けます。 

•ブレーキペダルを繰り返し踏まないでください。通常より強い力び必要となり、 
制動距離ち長< なります。 

医]シフトレバーをのにいれまず。 

〈シフトレパ'-びのにはいった場合〉 

固]減速後、車をま全な道路脇に停めます。 

团エンジンを停止します。 

〈シフトレバーびのにはい S ない場合〉 

团ブレーキペダルを両足で踏み続け、可能な限り減まさせます。 

团エンジンスイッチを " ACC " にして、エンジンを停止しまず。 



固車をま全な道路協に停めます。 

A 警告 


♦走行中にやむを得ずエンジンを停止ずるときは、十分に減速するよラにしてくださし、。 
エンジンを停止すると、ブレーキの効きび悪くなると共に八ンドルび重くなるため、車 
のコント□ールびしにくくなるなど、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 
♦走行中にやむを得ずエンジンを停止するとをは、キーは絶対に巧かないでください。キ 
一を抜くと八ンドルび□ックされるため、思わ说事故につなびるおそれびあり盾;険です。 
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■さ < いん 


义きをくいん . 254 

警告灯、警告音をくいん . 2百4 

警告'口さくいん . 吕64 

警告音さくいん . 吕6己 

活状別をくいん . 2百百 

症状別さくいん . 266 










■さ < いん 


文字さ<いん 


■己0音順 

ゆ 

アームレスト . 47 

アウターミラー . 88 

赤旗（レッドフラッグ） . 223 

アクセルインター□ック . 71、73、76 

ま全装備 

ABS (アンチ□ックプレーキシステム） 

. 60 

シート . 46 

シー トぺ J レト . 已4 

アンテナ . 14色 

〇 

EL R 付き吕点式シートベルト . 己8 

EL R 付き3点式シートベルト . 已6 

イグニッシヨン（エンジン） 

キー . 64 

スイッチ . 108 

1速固定スイッチ . 120 

イラスト目;夕 

インストルメントパネル . 12 

エンジンルーム . 吕2、吕3 

室內 . 14 

き內全体 . 16〜吕1 

車両が観 . 10 

インナーミラー . 87 

© 

ウインカー（方向指示口） 

位置 . 10 

電球の交換 . 206〜209 

レバー . 102 

W (ワット）数 . 212 

ウインドウウォツシャー 

タンクの位置 . 1日0 

をの前の準備、点検 . 174 

容量 . 213 


ウインドゥデフ ォッガー 

(曇り取り）スイッチ . 106 

ウォーニングランプ（警告口） . 92 

運畦席ガード . 己2 

運陆席シートベルト非着用警告口 . 99 

© 

ェアコンの手入れ . 186 

エアサスペンション 

(4 輪エアサスペンション） . 124 

ェアサス作動警告け . 98 

ABS . 白0 

S A E 粘度（エンジンオイル） . 216 

L LC (を却水） 

オーパーヒートしたとをは . 244 

濃度 . 213 

をの前の準備、点検 . 174 

容量 . 吕13 

ラジェーターキャップの位置…… 22. 23 

リザーパータンクの位置 .22. 23 

LPG 車の燃料 . 17扫 

エンジン 

ェンジン警告丹 . 96 

かけ方 . 109、110 

キー . 64 

油圧警告口 . 9已 

エンジンオイル 

オイル量 . 吕1已 

注入□の位置 . 2吕、吕3 

点検•補給のしかた（ディーだル車）……188 

をの前の準備、点検 . 174 

油圧警告な . 9已 

油量警告巧 . 96 

レベルゲージの位置 . 22、23 

エンジン回転計（タコメーター） . 90 

エンジン点検 □. 86 


エンストで始動できなくなつたときは…222 

























































■さ < いん 


〇 

オーディオ 
CD プレーヤー 

-体 AM / FM ラジオ . 148 

才ートエアコン . 13吕 

才ートドア 

巧戸式 . 7已 

グライド式 . 68 

才ートマチックトランスミッションフルード 

オイル量 . 214 

レベル ゲージ の位置 . 22 

才ートマチックトランスミッション 

1速固定スイッチ . 120 

運転のしかた . 121 

を位置の働き . 117 

チェンジレバーの動かし方 . 118 

取り扱いチェックポイント . 34 

オーバ ドライブ （0/ D ) 

OFF 表示口 . 日4 

スイッチ . 11白 

才ーパ’ーヒートしたとをは . 244 

お客様表示板 . 160 

オドメーター（積算距離計） . 日1 

巧戸式ドア . 73 

オルタネーターベルト点検基準値 . 211 


ゆ 

が装の手入れ . 184 

快適装備 

才ーディオ . 14吕 

空調 . 126 

室内装備 . 1巨0 

夏期の巧り扱い.エアコンガスの処理…17目 

カップホルダー . 1巨3 

カーテン . 170 

力ードケース . 1巨4 

換気扇 . 141 

間欠ワイパー . 104 

觀音扉ドア . 79 

© 

キー . 64 

キー巧き忘れ防止ウォーニング . 白目 

キックダウン . 121 

鏡面調碧 

アウターミラー . 88 

インナ ー S ラー . 87 

緊急時のエンジン始動方法 

(バッテリーがあがつたときは）……吕46 
緊急時のエンジン停止方法 

(車両を緊急停止ずるには） . 2已吕 

Q 

空気圧（タイヤ） . 27 

空調 . 12白 

区間距離計（トリップメーター） . 日1 

グライド式ドア . 目7 

クラクシヨン（ホーン） . 11已 

クラッチ点検基準帽 . 211 

クラッチフルード 

メンテナンス データ . 214 

リザ—パ’—タンクの位置 . 22、23 

クリープ現象 . 121 

グレード名称 . 217、218 
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■さ < いん 


巧 



警音器（ホーン） 
計器（メーター） • 

警告な . 

けん引 . 

© 

交換要領 
電球（バルブ） 

ヒユーズ…… 

て目 . 

後退り 

位置 . 

電球の交換……’ 
W (ワット）数 


11已 
…90 
•92 
249 


. 204 

197〜199 
. 228 

. 10 

. 吕09 

. 212 


ヴイドブレーキ（パーキングブレーキ） 

点検基準値 . 211 

ブレーキ警告口 . 96 

レバー . 114 

3点式シートペルト . 日6 

ヴンバイザー . 1巨0 

0 

シート 

手入れ . 18已 

フ□ントシート . 47 

保護ち用シート . 己1 

捕助シート . 己0 

リヤシート . 48 

シートアンダートレイ . 164 

シートベルト . 已4 

EL R 付き2点式シートベルト . 己8 

EL R 付き3点式シートベルト . 己6 

シートベルト非着用警告口 . 99 

シガレットライター . 162 

室内な 

スイッチ . 1巨0 

W (ワット）数 . 212 

シフトレ バー 
才一 卜7チック 

トランスミッション . 117 

マニュアルトランスミッション . 116 

シフト□ックシステム . 119 

ジャッキ . 226 

車幅灯 

位置 . 10 

スイッチ . 100 

電球の交換 . 206 

W (ワット）数 . 212 

車両型式 . 217、218 

車両を緊急停止ずるには . 吕己2 

巧電警告灯 . 9已 

消义器 . 吕吕已 











































■さ < いん 


257 


© 

水温計 . 91 

ステアリングホイール 
チルト&テレスコピックステアリング 

. 87 

ホーン . 11己 

ストップランプ（制動打） 

位置 . 10 

電球の交換 . 吕〇日 

W (ワット）数 . 212 

スノータイヤ（を用タイヤ） . 174 

スピードメーター . 白0 

スペアタイヤ . 234 

スぺースアップシート . 49 

スポットランプ 

スイッチ . 161 

W (ワット）数 . 212 

スモールランプ（車幅灯） 

位置 . 10 

スイッチ . 100 

電球の交換 . 206 

W (ワット）数 . 212 


© 

制動丹 

位置 . 10 

電球の交換 . 209 

W (ワット）数 . 212 

積算距離計（オドメーター） . 日1 

セパレーターカーテン . 166 

セパレーターパイプ . 已吕 

洗車 . 184 

前照口（へッドランプ） 

位置 . 10 

スイッチ . 100 

へッ ドランプレべリング 

調碧ダイヤル . 101 

電球の交換 . 20白 

W (ワット）数 . 212 

センタードア 

巧戸式 . 73 

グライド式 . 巨7 

開放警告灯 . 日9 

センタードアステップランプ . 巨8、74 

W (ワット）数 . 212 

の 

速度計（スピードメーター) . 日0 
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トランク . 

トリップメーター（区間距離計) 


〇 

ターンシグナル（方向指示打) 


位置 . 10 

電球の交換 . 206〜20目 

方向指示レバー . 10吕 

W (ワット）数 . 212 

タイヤ 

空気圧 . 吕7 

スペアタイヤ . 234 

タイヤチ:!:ーン . 177 

タイヤを交換ずるとさは . 238 

を用タイヤ . 174 

□—テーシヨ ン（タイヤ位置交換） "’195 
タコメーター . 曰0 


© 

チルト&テレスコピックステアリング…87 

の 

ツール（工具） . 吕吕 S 


© 

ディーゼル車の燃料 . 178 

ディファレンシャルオイル 

オイル至 . 214 

手入れ 

エアコンの手入れ . 186 

が装の手入れ . 184 

巧装の手入れ . 18已 

曰頃の手入れ . 1扫4 

テールランプ（尾灯） 

位置 . 10 

スイッチ . 100 

電球の交換 . 209 

W (ワット）数 . 212 

電球（パルプ） 

交換ち法 . 吕04 

W (ワット）数 . 212 

電動格納式補助ステップ . 71 

電動リモコンミラー . 88、扫9 

〇 

ドアカーテシランプ . 色6 

W (ワット）数 . 212 


7 S 


I 
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〇 

巧装の手入れ . 18曰 

© 

2点式シートベルト . 已8 


© 

燃料（使用燃料/タンク客量） . 213 

燃料計 .85. 91 

燃料残量警告灯 . 日8 

燃料おり出しバルブ/ 

燃料巧てんバルブ . 85 

燃料補給口（フユーエルリツド） 

位置 . 10 

オープナー . 83 

燃料-水分離器 

水位警告灯 . 日 S 

排水方法 . 1日1 


I 
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の 

パーキングブレーキ 

点検基準値 . 211 

ブレーキ警告な . 96 

レバー . 114 

排気ブレーキ 

作動表示 I 灯 . 日4 

スイッチ . 114 

灰皿 . 1巨2 

排出ガス浄化装置 

スイッチ . n 吕 

表示灯 . 日已 

八イバック補助シート . 已1 

八イ ビーム （ヘッドランプ上向き） 

ヘッドランプ上向き表示打 . 日4 

ライトスイッチ . 100 

バキユーム警告丹.プザー . 96 

八ザード（非常点滅打） 

位置 . 10 

電球の交換 . 206〜20目 

巧常点滅なスイッチ . 10己 

W (ワット）数 . 212 

発炎筒 . 224 

バックアップランプ（後退口） 

位置 . 10 

電球の交換 . 209 

W (ワット）数 . 212 

バックドア 

観音扉ドア . 79 

巧常ドア . 81 

バッテリー 

位置 . 16〜吕1 

バッテリーがあがつたとをは . 246 

をの前の準備、点検 . 174 

パッドウェアインジケーター . 37 

バルブ（電球） 

交換方法 . 204 

W (ワット）数 . 212 

パワーステアリングフルード 

タンクの位置 . 吕2、吕3 

点検基準帽 . 214 


番号灯 

位置 . 10 

スイッチ . 100 

電球の交換 . 210 

W (ワット）数 . 212 

八ンドル（チルト&テレスコピック 

ステアリング） . 87 

Q 

ヒートゲージ（水温計） . 91 

非常点滅な 

位置 . 10 

電球の交換 . 20白〜209 

スイッチ . 10已 

W (ワット）数 . 212 

ヒユーズ . 1 97-203 

非常時に車内か5脱出ずるときは . 吕吕3 

非常ドア . 81 

表示口 . 92 
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© 

Vベルト 

位置 . 2吕、23 

点検甚華値 . 211 

フォグランプ 

位置 . 10 

スイッチ . 103 

断線確認打 . 日日 

断線検知スイッチ . 103 

W (ワット）数 . 212 

フック（けん引） . 249 

ブザー 

センタードア作動警告ブザー……白9、7白 
電動格納式補助ステップ 

作動警告ブザー . 71 

バキユーム警告ブザー . 日巨 

リバース（後退）ブザー . 117 

フユーエルメーター （燃料計） .85. 91 

フユー エルリッド（燃料補給口） 

位置 . 10 

才ープナー . 83 

をの前の準備、点検 . 174 

を用タイヤ . 174 

ブレーキ警告丹 . 日目 

ブレーキパッドウエアインジケーター……37 
ブレーキフルード 

メンテナンスデータ . 214 

リザ—パ’—タンクの位置 . 2吕、23 

ブレーキペダル点検基華値 . 211 

ブレーキランプ（制動打） 

位置 . 10 

電球の交換 . 209 

W (ワット）数 . 212 

フロアマット . 171 

フロントシート . 47 

シートの調整 . 47 

へッドレストの調整 . 48 

フロントドア . 巨目 

フ□ントワイパー . 104 


ペダル（ブレーキペダル、クラッチペダル) 


点検基準値 . 211 

へッ ドランプ 

位置 . 10 

スイッチ . 100 

へッドランプ上向を表示打 . 日4 

へッ ドランプレべリング 

調整ダイヤル . 101 

電球の交換 . 20白 

W (ワット）数 . 212 


© 

ホイール（タイヤ）を交換ずるときは…吕38 
ち向指示打 

位置 . 10 

電球の交換 . 20巨〜209 

方向指示レバー . 102 

W (ワット）数 . 212 

保震ち用シート . 已1 

補助シート . 已〇 

ホーン . 11己 
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〇 

メーター . 

メンテナンスデータ 


〇 

マイク . 1已9 

マイクアンプ . 1已8 

マニュアルエアコン . 136 

マニュアルトランスミッションオイル 

オイル量 . 214 

マニュアルトランスミッション . 11巨 

万一のとさ 

オーバーヒートしたとさは . 244 

けん引について . 249 

事故が起きたときは . 2已1 

タイヤを交換ずるときは . 238 

発炎筒、消义器、工具、スペアタイヤ 

の取り扱い . 224 

パッテリーがあがったときは . 吕46 

巧常特に車内か5脱出ずるときは……223 
路上で故障したときは . 222 


貪 

ミラー 

アウターミラー 
イン ナー ミラー 
S ラーヒーター • 


. 88 

. 87 

8扫、10巨 


〇 

ライトスイッチ . 100 

ラジェーター 

才ー パー ヒートしたとをは . 吕44 

キャップの位置 .22. 23 

をの前の準備、点検 . 174 

を却水濃度•容量 . 吕13 

を却水リザーバータンクのに置 

.22' 23 

ラジオ . 14日 

ランプオートカットシステム . 100 

0 

リバース（後退）ブザー . 117 

リヤウインドウデフォッガー（量り取り） 

スイッチ . 106 

リヤシート . 48 

シートの調整 . 48 

スぺースアップシート . 49 

リヤワイパー . 104 

⑩ 

ルーフ ペンチ レーター . 141 

ルーム ランプ（室内口） 

スイッチ . 160 

W (ワット）数 . 212 


© 

油圧警告打 . 95 

床洗い用水巧き巧 . 1白日 

油量警告口 . 96 

© 

予熱表示打 . 94 

4輪エアサスペンション . 124 


〇1 
91 
- 2 
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を却水 

才ーパーヒートしたときは . 244 

濃度•容量 . 213 

をの前の華備、点検 . 174 

ラジェーターキャップの位置…… 22. 23 

リザ—パ’—タンクの位置 . 2吕、23 

を蔵庫 . 1巨7 

路上で故障したときは . 222 

□—プフック . 1目已 


〇 

ワイパー S ウォッシャー 

タンクの位置 . 1日0 

タンクの容量 . 吕13 

寒;ち地用ワイパーブレードについて…177 

をの前の準備、点検 . 174 

ワイパ ー& ウォッシャースイッチ……104 


I 
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警告な、警告音さくいん 


警告なを<いん 



充電警告な 


油圧警告な 


油量警告打 


エンジン警告な 


P .9 己 


P .95 


P .96 


P .96 


(©) 


ABS 警告打 


P .97 


る 


運転席シートベルト 
非着用警告な P .99 


の 


センタードア開放 
警告な P .99 



エアサス 
作動警告な 


P .98 


(©) 


ブレーキ警告な/ 
バキューム 

警告な P .9 巨 


曲 


燃料残量警告な 


P .98 




燃料-水分離器水位 
警告な P .98 
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警告音を<いん 


キーあき忘れ防止ウォーニング （r ピーピーピー」短い音の繰り返し） . P .66 

車内向けリバース（後退）ブヴー 

(「ピ—ピ—ピ_」長い音の繰り返し） . P .1 17 

車外向けリバース（後退）ブヴー 

(r プープープー」長い音の繰り返し） . P .117 

センタードア作動警告ブヴー ( r ピー」という音） . P .69、 76 

非常ドア開警告ブヴー (r ピー」長い音び鳴り続ける） . P .81 

電動格納式補助ステップ作動警告ブヴー （r ピンボーン」といラ音） . P .71 

バキューム警告ブヴー (r ピー」長い音び鳴り続ける） . P .9 色 

ブレーキ パッドウエア インジケーター 

(r キーキー」金属音びタイヤから聞こえる） . P .37 

運転席シートベルト非着用警告ブヴー 

( r ピーピーピー」短い音の繰り返し） . P . 已 7、 99 

ノ （ー キング ブレーキ 未解除警告 ブヴー 

(「ピ—ピ—ピ_」長い音の繰り返し） . P .97 


I 
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症が別さ<いん 


巧が別を<いん 


♦車体下側から蒸気が立ちのぼった . P .244 

参エンストして$台動がでさなくなった . P .2 吕吕 

参才ーパ’ーヒートした . P .244 

参キーがまわせない . P .108 

参警告なが点な-点滅している . P .92 

♦事故が起きた . P .251 

参水温計のががホいマークにはいった . P .244 

♦走巧でさなくなった（けん引について） . P .249 

♦シフトレバーが©の位置から動かせない . P .1 18 

• ドアを開けるとブザーが鳴る . P . 己己 

参バッテリーがあがった . P .24 己 

♦パンクしてしまった（タイヤを交換ずるときは） . P .238 

♦路上で故障してしまった . P .2 吕吕 


I 
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I 



コースター 


ワ -1 日 


TOYOTA 


お問いをわせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通•フリー□-ル 

130800 - 700-7700 

才ープン時間365曰日:00〜18:00 
和在地〒4日日 -8711 をち屋市中村区を駅 4T 目7番1号 


「個人情報保護方針」については、 
htt 日;// www.t 日 yota.co.jp にて掲載しております。 

V. _ J 


1-3 巧白動ま巧巧会社: 

http://toyota.Jp 

鲁車両で仕な等のを到こよ D 本書の内容び童恥一致 L / cCU 場合む巧りますのでご了承;なさい。 
雜 EP 刷 NA 巨-2013年4月2日 ■発行-2012年9月18日初版 

の13年4ち目日4版 

M 36679 
01999 -36679 



